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　銀の巨きよ体たいを地上で燃えさかる炎ほのおの色に染めて、それは天上に佇たたずんでいました。

　ティアマリアが──いえ、ルピシアが十年の歳さい月げつをかけて完成させた究極の兵器ティル・ナ・ノーグを一いつ刀とう両りよう断だんにした、絶対の力。

　その名は、バハムート。

　かつて四天竜ノーブルドラゴンの一体『名も無き白はく竜りゆう』であった少年──クシナダは言いました。

　バハムートは、魔ま王おうメイ＝ヘムの超ア戦イ闘ド体ルだと。

　超戦闘体とは魔王が全力で戦う時にのみ身に纏まとう戦闘装しよう束ぞく。

　すなわち、あの銀の巨体は、魔王メイ＝ヘムその人なのです。

　混乱していました。

　本物のティル・ナ・ノーグを目まの当たりにした時点で、私の頭は十分すぎるほどに混乱していました。

　そこに、魔王まで現れて……ティル・ナ・ノーグを一刀両断にしてしまったのですから、もうついていけません。

　絶望していました。

　本物のティル・ナ・ノーグを目の当たりにした時点で、私は十分すぎるほどに絶望していました。

　どう足あ搔がいても勝てない。一目で敗北してしまうほどに、本物のティル・ナ・ノーグは巨きよ大だいで、そして強大な力の気配をほとばしらせていたのです。

　そのティル・ナ・ノーグを、まるで赤子の手を捻ひねるように切り捨ててしまったバハムート。

　火の海へと沈しずんでいくティル・ナ・ノーグを目の当たりにして、私の心は果てしなく深い絶望の海の底へと引きずり込まれていったのです。

「うふ……うふふ……うふ……」

　私だけではありませんでした。絶望の海の底へと沈んでいたのは。

「わたくしの……わたくしと姫ひめ様さまの理想郷が……うふふ……うふ……」

　ティル・ナ・ノーグを作った張本人であるルピシアは、正気を失っていました。

　目を剝むき、まるでここが極寒の地であるかのようにガチガチと歯を嚙かみ鳴らして、笑い続けています。

「勝て……ないよなぁ。あれは」

　ため息交じりに言ったのは、アホタレです。

「ええ……」

　同意するしかありませんでした。

「次元が、違いすぎます……」

　あれは、魔王です。

　追い求めた相手が、今まさに目の前にいるのです。

　しかし、あれは……疲ひ弊へいしきっている私たちが勝てる相手ではありません。いえ、万全の状態だったとしても結果は変わらないでしょう。

　思わず笑いが洩もれそうになりました。

　あんな途と方ほうもない化け物と戦おうとしていた自分が、どうしようもなく愚おろかに思えてしまったのです。

「逃げるんや。あれは、勝てへん」

「僕ぼくも同意見です。バハムートを身に纏まとった魔ま王おうには、誰も勝てない……」

　ジェイドが、クシナダが、言いました。

　四天竜ノーブルドラゴンであるジェイドと、かつて四天竜であったクシナダが口を揃そろえて「勝てない」というバハムートを相手に真正面から挑いどもうとは、私も思いません。

「よっしゃ。とりあえず、逃げるか」

　アホタレがジグの首の付け根をポンと軽く叩たたきました。

「もうちょい、あいつから離はなれてくれ」

　ジグは顔を半分だけ振り向かせると、了りよう解かいとばかりに眼めを細めて、黄金の巨きよ体たいを振り返らせました。

　魔王が私たちの存在に気づいているかどうかはわかりません。

　気づいていたとして、襲おそいかかってくるかどうかもわかりません。

　襲ってきたとしても、ジグは最速のドラゴン──リンドヴルムです。逃げきることはできるはず、です。

「待ってください！」

　トモエさんが声をあげたのは、ジグが翼つばさを一際大きく動かそうとしたその時でした。

「バハムートが！」

　私は振り返り、見ました。

　こちらに兜かぶとの正面を向けている、バハムートの姿を。

　見られている。

　魔王メイ＝ヘムは、私たちの存在に気づいていたのです。

　背せ筋すじが凍りました。

「は、早く、逃げ──」

「逃げちゃダメだよ～」

　私の震ふるえた声に、間延びした声が重なりました。

　聞き覚えのない、女の声。

「上です！」

　クシナダが鋭するどい声を響かせました。

　私は咄とつ嗟さに杖つえを握にぎりしめて振り仰あおぎ、息を吞のみました。

　女がいました。

　それも、二人。

　見知った顔ではありません。

　にもかかわらず、私には彼女たちが何者なのか、瞬しゆん間かん的に想像がつきました。

「魔ま王おうの、娘むすめ……」

　私が呻うめき交じりに発した言葉に、二人の女は揃そろって目を瞠みはりました。

「あれあれ～、どうしてわかっちゃったの～？」

　女の一人が、人差し指を頰ほおに添えて小首を傾かしげました。

　この間延びした喋しやべり口く調ちよう……先程の声の主は、彼女に違いありません。

　眩まばゆいほどに明るい金色の髪かみと純白の肌はだが目を引く、美女……いえ、美少女です。

　実際の年ねん齢れいはわかりませんが、少なくとも、見た目の年齢は私とそう変わらないように見えます。

　ネグリジェにも似た薄うすい水色の衣装は、両肩かたと胸元が露あらわになっているだけでなく、全体的に生地が透すけ、その下にあるほっそりとした肢し体たいを艶なまめかしく浮かび上がらせています。

「ねぇねぇ、どうして～？」

　間延びしているだけでなく舌したっ足らずにも聞こえる、幼い喋り口調。

　加えて、短い金きん髪ぱつに飾かざられた花を模した髪かみ飾りもまた、彼女を『女』ではなく『少女』に見せることに一役買っています。

　愛らしくあどけない少女の容よう貌ぼうに娼しよう婦ふめいた衣装という組み合わせは、女の私から見れば嫌けん悪お感を覚えずにはいられないほどの背徳的な色いろ香かを彼女に与えていました。

「答えてよぅ～」

「彼らもそれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐってきた、ということでしょう。クリーム姉ねえ様さま」

　もう一人の女が口を開きました。

　こちらは、クリームと呼ばれた少女とは対照的に、戦士の風格を漂ただよわせていました。

　風に靡なびいている長い髪の色は、黒みがかった銀。肌は褐かつ色しよく。眼光は鋭く、引き締まった肢し体たいを包む赤を基調とした衣装は軍服に似た造りをしています。手には、女性としては長身の部類に入る彼女の背せ丈たけの、優に二倍はあろうかという長さの槍やりが携たずさえられています。

「へぇ～。あんたのほうが妹なのか」

　アホタレが暢気のんきな声を出しました。

「そうだよ～。あたしのほうがお姉ちゃんなんだよ～」
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　銀髪の女は蔑さげすみの目をアホタレに向けただけで答えず、代わりにクリームが幼い声を返してきました。

「クリームヒルトとイングヴェルデ」

　クシナダが奥歯を嚙かみしめつつ言いました。

「アンジュさんの言うとおり、魔ま王おうの娘むすめです」

　イングヴェルデは初めて聞く名前ですが、クリームヒルトの名前には憶おぼえがありました。

　魔王の三番目の娘、クリームヒルト。人じん魔ま戦争の時代に五つの国と七つの部族を滅ぼした、死の姫ひめ君ぎみ。

　彼女たちが魔王の娘であることは一目でわかりました。

　理り屈くつではなく、過去の経験が、直感として悟さとらせてくれたのです。

　理屈で考えても、魔王が現れたのですから、その傍かたわらに娘たちが付き従っていたとしても不思議ではありません。

　ましてや、彼女たちは翼つばさを持たない身でありながら当たり前のように空中に立っているのです。ただの人間にできる芸当ではありません。

「なぜ、魔王の娘が……いえ、魔王がここに……」

　私が口にした問いに答えたのは、イングヴェルデでした。

「修復したバハムートの力試し……だったのだが、失敗だな。相手が脆もろすぎる」

　イングヴェルデは火の海に横たわるティル・ナ・ノーグを一いち瞥べつしました。

「人間が作った超ア戦イ闘ド体ルもどきなど、所しよ詮せんはあの程度。バハムートの足下にも及ばない」

　イングヴェルデはこう言っているのです。

　バハムートとティル・ナ・ノーグでは、力の差がありすぎて……ティル・ナ・ノーグが弱すぎて、バハムートの力試しにさえならなかったと。

「なぜ、バハムートが……バハムートは無限光石アイン・ソフ・オウルを破は壊かいされ、完全に死んだはず」

　クシナダの問いに、今度はクリームヒルトが答えました。

「パンデモニウムの無限光石を使ったんだよ～」

「……！」

　息を吞のんだのはクシナダだけじゃありません。ジェイドも息を吞み目を瞠みはっていました。

　無限光石。パンデモニウム。どちらも私の知識にはない単語です。

「戦おののいているようだな、四天竜ノーブルドラゴンども。無理もあるまい。パンデモニウムの無限光石を得て甦よみがえったバハムートは、世界の壁さえ越えられるようになったのだからな」

　イングヴェルデは犬けん歯しを剝むいて笑いました。

　どうやら、かつての人じん魔ま戦争に於おいては、バハムートはこちらの世界と魔ま界かいとの間に存在する壁を越えることは叶かなわなかったようです。

　しかし、甦ったバハムートには世界の壁を越える力がある……。

「終わりだよ、人間ども。今度こそ、おまえたちは一人残らず息絶えるのだ」

「あれあれ～？」

　クリームヒルトが振り返って首を傾かしげました。

「お父とう様さま、もう帰っちゃうって」

「な……!?」

　イングヴェルデが弾はじかれたように振り返り、私もバハムートに目を向けました。

　バハムートは漆しつ黒こくのマントを逆さか立だたせ、銀の巨きよ体たいを青く光らせていました。

「お父様、なぜ……」

「あのね～、なんかね～、あんまり長くこっちの世界にはいられないみたい」

　クリームヒルトには魔ま王おうの声が聞こえているのでしょうか。

「パンデモニウムの無限光石が、まだ完全には馴な染じんでないんじゃないか～って」

　イングヴェルデが悔くやしげに奥歯を嚙かみしめるのと同時に、バハムートが動き始めました。

　青い光に包まれたまま、ゆっくりと巨体を上昇させていきます。

　その先にあるのは、夜空に穿うがたれた巨きよ大だいな穴。

　それは、バハムートがこの世界に現れる際にできた穴です。

　バハムートは上昇を続け、青い光を纏まとった銀の巨体は、穴の向こうに見える夜の闇やみよりもさらに濃こく深い暗黒の彼方かなたへと姿を消してしまいました。

「ふんっ」

　イングヴェルデが鼻を鳴らして、こちらに向き直りました。

「命拾いをした……などと思うなよ、下げ賤せんな人間ども。パンデモニウムの無限光石が馴染めば、父様のバハムートは再びこの世界へと降り立つ。その時が、人間という種しゆの終わりだ」

　バハムートの姿が見えなくなって安あん堵どしかけていた気持ちを、私は慌あわてて引き締しめました。

　パンデモニウムがなんなのか、無限光石アイン・ソフ・オウルがなんなのか、私にはわかりません。

　ですが、想像はつきます。無限光石とは、おそらくバハムートを動かすために欠かせない動力装置のような物なのでしょう。

　今は、そのパンデモニウムの無限光石がバハムートに馴な染じみきっていなかったために、バハムートは長時間こちらの世界に留とどまることができなかった。

　しかし、パンデモニウムの無限光石が完全に馴染めば、バハムートはこちらの世界に長時間留まれるようになる。

　そうなれば、こちらの世界は……私たち人間の世界は、おしまいです。

「心配しなくていいよ～」

　クリームヒルトが、歯は嚙がみした私を見てくすくすと笑いました。

「だってぇ～、あなたたちは、今ここで死んじゃうんだから」

　やはり、彼女たちは私たちを殺す目的で目の前に現れたのです。

「ロンブローゾの仇かたきだ」

　イングヴェルデは冷たく言い放つと、槍やりを持つ手に力を込めました。

「ロンブローゾを殺し、あまつさえアイネイア姉ねえ様さまとノェルをたぶらかしたおまえたちを生かしておくわけにはいかない」

「なぜ、そのことを……」

「見てたんだよ～」

　クリームヒルトが左右の人差し指で自身の両目を指し示すと、黒く澄すんでいた大きな瞳ひとみが金色に輝きました。

「千せん里り眼がん……というわけですか」

「ロンブローゾを殺したことは、謝るよ」

　アホタレが身を乗り出して言いました。

「殺したくて殺したわけじゃない。でも、オレがあんたたちの妹を殺したことは、事実だ。それは、謝る。何度だって謝る。でも、アイネイアとノェルは、オレたちにたぶらかされて戦いをやめたわけじゃない」

「レックス様の言うとおりです」

　私はアホタレに追従しました。

「アイネイアとノェルが戦いをやめたのは、彼女たち自身の意志です。人間を滅ほろぼすのではなく黒こく死し病びようを根絶する方法を見つけ出すことで、ふたりは魔ま界かいを救おうとしているのです。決して魔界を裏切ったわけでは──」

「黙だまれ！　人間風情ふぜいがアイネイア姉様を語るな！　ノェルを語るな！　我ら姉妹を語るな！」

　イングヴェルデの怒ど号ごうが夜気を震ふるわせました。

「おまえたちには弁明の権利すらない！　おまえたちは、ただ我らに殺されるだけの肉の塊かたまりでしかないのだ！　家か畜ちくにさえ劣おとる存在なのだ！」

　美び貌ぼうを憤ふん怒ぬに歪ゆがめて叫さけぶイングヴェルデは、近づくものすべてを焼き尽つくすような、灼しやく熱ねつの殺気を全身から噴ふき出させていました。

　その隣となりで微笑ほほえんでいるクリームヒルトは、無む邪じや気きな笑みの向こう側にどす黒い殺意──いえ、悪意をたたえています。

　わかります。

　彼女たちはアイネイアやノェルとは違います。話が通じる相手ではありません。

「生あい憎にくと、俺おれは人間じゃない」

　そう言って武器を持ち上げたのは、獣じゆう人じんの戦士、ヨアキムです。

「おまえたち魔ま王おうの娘むすめについて語ることなどなにもないが、おとなしく殺されてやるつもりもない。せいぜい抵抗させてもらおうか」

「ヨアキムさん、ダメです！」

　クシナダが声を裏返させてヨアキムの前に移動しました。

「どけ、クシナダ」

　クシナダを押しのけて前に出ようとしたヨアキムは、しかし、呻うめいてうずくまってしまいました。

　獣じゆう性せいを解き放ち白びやつ虎こと化したヨアキムの強さは、人知を超えています。魔王の娘を相手にしてさえ引けを取ることはないでしょう。

　しかし、銀毒に侵おかされ、先程のディーナ・シーとの戦いで体力を使い果たしている彼は、意識を保っているのがやっとの状態なのです。勝ち目はありません。

「ワイに、任しとき」

　ルピシアに寄り添っていたジェイドが腰こしを上げました。

「今、まともに戦えるんは、ワイだけやろ」

　ジェイドの言うとおり、私たちは全員、疲れきっていました。

　戦える力を残しているのは、黒こく竜りゆうヴリトラであるジェイドだけです。

「おまえはたしか黒竜だったな。たかがトカゲが、我らに勝てると思うなよ？」

　四天竜ノーブルドラゴンであるジェイドが戦う意志を見せても、魔王の娘たちはまるで怯ひるみません。

「トカゲって美お味いしいのかな～？」

　ジェイドは言っていました。竜本来の姿を解放し全力で戦ったとしても、アイネイアと自分の力関係はほぼ互ご角かくだと。

　クリームヒルトとイングヴェルデが、『黒獅じ子し』アイネイアと比べてどの程度の力を持っているのか、正確なところはわかりません。とはいえ、二人の力がアイネイアに大きく劣おとっていることはないでしょう。

　お世せ辞じにも、ジェイドが有利とは言えません。

「ねえちゃん」

　ジェイドが私の肩かたに手を置いて、視線を送ってきました。

　ほんの一いつ瞬しゆんでしたが、ジェイドが視線に込めた言葉は、伝わりました。

（ワイが時間を稼かせぐ。ねえちゃんらは、その間に逃げるんや。……ルピシアを、頼む）

　ジェイドは自分を犠ぎ牲せいにして、私たちを……誰よりも、ルピシアを逃がすつもりなのです。

「ジェイド……」

　ジェイドの言葉に従って逃げるか、それとも戦うか。

　迷う私の隣となりで、アホタレが暗黒剣デスブリンガーを抜きました。

「ジェイド一人を戦わせるってわけには、いかないよな。ロンブローゾを殺したのは、オレなんだしさ」

「私も戦います」

　トモエさんがナギナタを構えたのがわかりました。

「にいちゃん……」

　私も杖つえを構えました。

　アホタレが戦うことを選せん択たくしたのであれば、私はそれに従うだけです。

　もちろん、玉ぎよく砕さいするつもりはありません。戦いの中でなんとか隙すきを作って逃げ出すのです。

「刃は向むかうか。だが、同じことだ。我が槍やりに背中を貫かれるか、胸を貫かれるか……変わるのは、それだけだ」

「え～？　そんな普通の殺し方じゃつまんないよ～。身体からだ中の肉をちょっとずつ削そいでいくとか、生きたまま脳みそを搔かき回すとか、それぐらいはしなきゃ～」

　イングヴェルデは犬けん歯しを剝むいて槍やりの穂ほ先さきをこちらに向け、クリームヒルトは甘あまえる子猫ねこのように目を細めつつ桃もも色の唇くちびるをぺろりと舐なめました。

　焼けつくような殺気とどす黒い悪意が混ざり合って私たちを包み込み──。

　その時、でした。

（手を貸すぞ、レックス）

　どこからともなく、声が響いたのは。

　この声は……。

「なに……!?」

「うわぁ～」

　イングヴェルデとクリームヒルトが揃そろって驚きよう愕がくの声をあげました。

　私は二人の視線を追って振り返り、息を吞のみました。

「オルリス……！」

　黄金の巨きよ竜りゆうが、眩まばゆい翼つばさをいっぱいに広げて迫り来る姿が目に映ったのです。

　金きん竜りゆうオルリス。またの名を『黄金の翼つばさ』──。

　私たちが最初に出会った四天竜ノーブルドラゴン。

　ナブラスカ山で人間の少年の姉として暮らしているはずの彼女が、なぜここに？

（ユランだ）

　私たちの──ジグの隣となりにやってきたオルリスは、まるで私の心の声が聞こえていたかのように、疑問の答えを口にしました。

（ユランの魂たましいが、我をここへと導いたのだ）

「ユランが……」

　人間への愛情と憎にくしみの狭はざ間まで苦しんでいた、銀ぎん竜りゆう。

　天空観測所の所長として空中遺い跡せきの保全に努めてきた彼は、私にとっては命の恩人でもあります。

　クシナダが教えてくれました。

　四天竜は肉体が滅ほろびても魂は残り、やがて転生する──と。

　クシナダ自身は魔ま王おうの娘むすめの呪のろいにより竜ではなく魔ま人じんとして生まれ変わってしまいましたが、ユランも四天竜である以上、いずれは新たな生を得る……のでしょうか？

　少なくとも、ユランの魂は『生きて』いた。そして、オルリスをこの場へと導いた。

（ユランは、おまえたちの死を望んではいない）

　オルリスの眼めが私を捉とらえました。

（せっかく助けた命が失われるのは、面おも白しろくない。そう言っている）

　ポン、とアホタレの手が私の肩かたに置かれました。

「よかったな、アンジュ」

「ええ……」

　人間であるレイヴェン様に殺されてもまだ、ユランの心には人間に対する優しさが残っていたのです。

「インちゃん、どうするの～？　トカゲさん、増ふえちゃったよ～？」

　イングヴェルデは忌いま々いましげに口の端はを歪ゆがめると、吐はき捨てるように言いました。

「クリーム姉ねえ様さま。ここは退しりぞきます」

「だよね～。あたしも、そのほうがいいと思うよ～」

　さしもの魔王の娘たちも、四天竜二体を同時に相手にはしたくないようです。

「憶おぼえておけ、人間ども。我ら姉妹の絆きずなを踏ふみにじった罪、必ずや命で償つぐなわせてやる」

「ばいば～い。まったね～♪」

　イングヴェルデは長すぎるほどに長い槍やりを一度斜交はすかいに振り下ろし、クリームヒルトは笑顔で手を振って、踵きびすを返しました。

　虚こ空くうを蹴けって飛び、バハムートが現れ、そして消えた空の穴へと向かいます。

（追うか？）

「うんにゃ、いいよ」

　オルリスの問いにぱたぱたと手を振って答えたアホタレは、

「いいよな？　追っかけなくても」

　答えた後で、私にそう訊きいてきました。

「ええ。深追いは、やめておきましょう」

　オルリスの登場で戦せん況きようはこちらが有利になりました。ですが、有利になったといっても楽に勝てる相手ではありません。オルリスとジェイド以外は皆、疲れきっています。戦えば、誰かしら犠ぎ牲せいが出ていたでしょう。

　イングヴェルデとクリームヒルトが空の穴の向こうに姿を消すと、まるでそれを待っていたかのように、夜空に穿うがたれた穴は縮小を始め──ほどなくして、完全に塞ふさがってしまいました。

　私は絶望と安あん堵どが入り交じった息を吐はきました。

（久しいな、レックス、アンジュ、トモエ。そして、兄弟たちよ）

　オルリスにそう声をかけられても、返事をする気力さえありませんでした。

「助けてくれてありがとな、オルリス。シンタは元気か？」

「再会を喜び合うのは、後や。みんなヘバっとる」

　ジェイドの声が、アホタレとオルリスの間に割って入りました。

「とりあえず、帝てい都とに帰ろ」

　ジェイドはオルリスに顔と身体からだを向けながら、目は隣となりのルピシアに向けられていました。

　ルピシアは相変わらず、目を剝むいたまま「うふふ、うふふ……」と笑い続けています。

　ジェイドとしては、まずはとにかくルピシアを休ませたいのでしょう。

「賛成です。ヨアキムさんを、早く医者に……」

　ヨアキムに寄り添っていたクシナダが言いました。

　ヨアキムはクシナダに肩かたを借りた体勢で、ぐったりと全身を弛し緩かんさせています。

　一いつ瞬しゆん、死んでしまったのではとヒヤッとしましたが、背中は動いています。

　帝都に戻もどることに、異存はありませんでした。

　ジェイドが言ったとおり、皆疲れきっていますし、今後どうするかを考えなくてはいけません。

（わかった。では、おまえたちは先に行っているといい。我は、火を消してから行こう）

　オルリスの目は、燃え盛さかる森を見ていました。

　両断されたティル・ナ・ノーグからあふれ出た火は、留とどまることを知らずに広がり続けています。このままではネリネ三湖周辺の森は残らず焼き尽つくされてしまうでしょう。

　オルリスの申し出は、非常にありがたいものでした。

　私たちはその場をオルリスに任せて、ジグに帝都へと向かってもらいました。

「お、すげえ。雨雲が出てきたぞ」

　アホタレが振り返って感かん嘆たんの声をあげました。

　雨雲は、オルリスが呼んだものでしょう。雨を降らせることで火を消すつもりなのです。

　見てみたいところではありましたが、無理でした。

　振り返る途と中ちゆうで、意識が遠のいてしまったのです。

　魔ま王おうメイ＝ヘム。そして、超ア戦イ闘ド体ルバハムート。

　あんな途と方ほうもなく巨きよ大だいで強大な相手に、一体どうやって立ち向かえばいいのか……。

　銀の巨きよ体たいが世界を踏ふみにじり、焼き尽つくす──瞼まぶたの裏に浮かび上がった、そんな最悪の光景に悲鳴をあげながら、私の意識は闇やみの底へと落ちていきました。




　顔を洗い、マントを羽は織おって、最後に姿見で自分の顔色をチェックします。

　顔色は悪くありません。

　丸一日の休息で、体力は回復しました。体力が回復すれば気力も戻もどってきます。

　昨日きのう──意識を失う直前の私の心は、絶望に支配されていました。

　今は、違います。

　勝機はまるで見えていませんが、絶望はしていません。

　絶望していようがいまいが、結局、戦うしかないのです。

　そんなふうに割り切れる程度には、私の気力は戻っていました。

　姿見の脇に立て掛けてあった杖つえを手に取り、部屋を出ます。

　フェブロニアの帝てい都とデンドロビウムへと戻ってきた私たちは、星せい雲うん区画に宿を取りました。

　ルピシアだけはジェイドが皇こう帝てい城じようへ連れて帰りましたが、他ほかは全員──クシナダもヨアキムも、昨日の昼過ぎに合流したオルリスも、同じ宿に泊とまっています。

　部屋を出た私が向かったのは、斜向はすむかいの大部屋です。

　これからどうするのかを、皆で話し合うのです。

　ジェイドにお金を出してもらって、昨日から宿屋を丸ごと一軒、借りていました。

　魔王がいよいよこちらの世界に現れただの、次に魔王が攻せめてきたら世界が終わるだのといった話を、他の宿しゆく泊はく客に聞かれるわけにはいきません。聞かれたところで突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて誰も信じないでしょうが、まあ、念のためということで。

　大部屋には既すでに、トモエさん、クシナダ、オルリスの姿がありました。

　オルリスは人間へと姿を変えています。

　オルリスの人間としての姿は、黒髪かみの綺き麗れいな女性です。ナブラスカ山の麓ふもとの村ではマリナと名乗り、孤こ児じの少年シンタと姉弟として暮らしています。

「オルリス、昨日はありがとうございました」

「礼ならば、ユランに言ってやってくれ」

「ユラン……。ユランにも、感謝しています」

「あれは、どうやらおまえたちを気に入っていたようだ」

「ユランが、私たちを？」

　私はユランに二度も命を救われました。

　なのに、私たちは──私は、ユランを救えなかった。

　恨うらまれこそすれ、気に入られるようなことは、なにも……。

「人を憎にくみながら、それでも人への愛着を捨すてきれなかったあれの心に、おまえたちは理解を示した。おかげで、あれの心は多少なりとも救われたのだろう」

「そう……ですか」

「兄弟として、礼を言う」

「いえ……」

　心の中で、私はユランに感謝と……そして、謝罪の言葉を捧ささげました。

　私たちはユランを救えなかった。ユランに凶きよう刃じんを振り下ろすレイヴェン様を、止められなかった。

　にもかかわらず、ユランの魂たましいはオルリスを導き、私たちを救ってくれた。

　ユランの厚こう情じようを無む駄だにはできません。報むくいなければなりません。

　守るのです。この世界を。ユランが憎みながらも愛した、人間を。

　また一つ、負けられない理由が増ふえてしまいました。

「シンタはどうしていますか？」

「元気にしているよ。姉ねえちゃんを守れる男になりたい、などと言って最近は剣けんの練習をしている。レックスに憧あこがれているらしい」

「アホ……じゃなく、レックス様にですか？　怠たい惰だなところは真ま似ねしないよう、伝えてください」

「伝えよう。我も、シンタには働き者であってほしいからな」

　オルリスと話していると、扉とびらが開いて、アホタレとジェイドが入ってきました。

「おはよ～」

「ジェイドちゃん、参上やで～」

　アホタレは寝起きなのか、髪かみは寝ね癖ぐせでボサボサ、肩かたはだらりと垂たれ下がっています。

　魔ま王おうがいよいよ現れたというのに、相変わらず暢気のんきな男です。ですが、今は彼のそんないつもどおりの暢気さが、頼もしく思えました。

　アホタレは肩を垂らしたまま部屋の隅すみまで歩くと、ベッドにどっかりと腰こしを下ろし、大あくびをかましました。……寝ないでくださいよ。

　ともあれ、これで一応、ヨアキムを除のぞいた全員が揃そろったことになります。

　ヨアキムは隣となりの部屋で眠ねむっています。

　昨日きのうのうちに医者に診みてもらい応急処置を施しはしたものの、銀ぎん毒どくは今も彼の身体からだを呪のろいのように蝕むしばみ続けています。

　解げ毒どくの神しん聖せい魔ま法ほうを使える僧そう侶りよをジェイドが手配してくれたらしいのですが、それでヨアキムが助かるかどうかは、まだわかりません。

「オルリスもおるんかいな。……よっこいせっと」

　ソファに腰こしを下ろしたジェイドに、向かいのソファに座っていたクシナダが声をかけました。

「ティアマリア……いえ、ルピシアの様子はどうですか？　ヴリトラ」

　クシナダは既すでに、ティアマリアとルピシアの関係を知っています。

　しかし、ティアマリアが影かげ武む者しやのルピシアだったからといって、クシナダにとってはなにも変わりません。

　彼が育ったリコリス村を重税で滅ほろぼしたのも、ヨアキムの生まれ故郷であるダヤンを滅ぼしたのも、結局は同じ人物──ルピシアなのですから。

　ジェイドは首の後ろを搔かきつつ、ため息交じりに答えました。

「変わらんよ。頭抱かかえて、ずーっとぶつぶつ言うとる」

「そうですか……」

　クシナダの表情はまるで凪なぎの海のようで、彼の胸の内を知ることはできません。

　ティル・ナ・ノーグをあっさりと破は壊かいされて正気を失ったルピシアを目まの当たりにして、クシナダの憎にくしみは晴れたのか。やはり、自分の手で死を与えなければ納得がいかないのか。それとも、ただ虚むなしいだけなのか。

　クシナダの気持ちは、クシナダにしかわかりません。

　ヨアキムなら。

　クシナダと同じくティアマリアへの憎しみを生きる支えにしてきたヨアキムなら、あるいはクシナダの気持ちを理解できるかもしれません。きっと、できるでしょう。

　ですが、そのヨアキムは今も眠ねむり続けたままです。

　クシナダのためにも、ヨアキムの一日でも早い回復を願わずにはいられません。

「ティアマリアの夢を叶かなえることが、ルピシアのすべてやった。ティル・ナ・ノーグは、ティアマリアの夢を叶えるための、大事な鍵かぎやったんや。それが壊こわれてもうた。……もう、ずっとあのままかもしれへんなぁ」

　ジェイドの顔には寂さびしげな笑みが浮かんでいました。

　……言葉が、見つかりません。

　ジェイドはティアマリアだけでなく、ルピシアのことも愛していました。

　ジェイドの気持ちを考えれば、ルピシアがああなってしまったのは、痛ましいことです。

　ですが、ルピシアは、自分の──いえ、ティアマリアの夢を叶えるために、たくさんの人を不幸にしてきました。

　ルピシアに大切な人や場所を奪うばわれたクシナダやヨアキムの気持ちを考えると、ルピシアにも、ルピシアの罪の片棒ぼうを担かつぎ続けてきたジェイドにも、同情はできません。

　だから、私はジェイドに言葉をかけることができませんでした。

　クシナダも無表情のまま、なにも言いません。罵ののしりの言葉を口にせずにいるのが、兄弟であるジェイドに対する、せめてもの優しさなのかもしれません。

「ルピシアのことは、ええ。ねえちゃんらは、どうするつもりなんや？」

　疲れた顔を私に向けたジェイドが、本題を口にしました。

「超ア戦イ闘ド体ルバハムート……あれが再び現れたら、こちらの世界はおしまいです」

「せやな。あれは、まともに戦って勝てるもんやない」

「ですから、こちらから魔ま界かいに乗り込んで、バハムートを纏まとっていない状態の魔ま王おうメイ＝ヘムを叩たたくしかない……と私は考えます。できれば、バハムートも破は壊かいしてしまいたいところです」

「ま、それしかあらへんわな」

　アホタレが首を撚ひねって言いました。

「ん？　それって、オレたちが魔界に行くのは変わらないってことか？」

「はい。基本的に、私たちのやることに変わりはありません。魔界に赴おもむき、魔王と戦う……」

「では、私たちは引き続き、竜宝玉カーバンクルを？」

　私はトモエさんに頷うなずきで答えました。

　私たちが魔界へ行くためには、こちらの世界と魔界との間に存在する壁を越える力を持つ竜りゆう王おうシグルドの力を借りるしかありません。

　そして、竜王に会うためには、四体の四天竜ノーブルドラゴンから彼らの魂たましいのかけらだという竜宝玉を貰もらい受けなければなりません。

「あー、でも、オレらが持ってる竜宝玉って、まだオルリスの一個だけだろ？　先、長くね？」

「そうでもありませんよ。……クシナダ」

　目が合うと、クシナダは無言で頷うなずき、おもむろに右手を胸の前へと持ち上げました。

　広げられた掌てのひらの上に乳にゆう白はく色しよくの光が火のように揺ゆらめいて、子供の拳こぶしほどの大きさの珠たまへと変化しました。

「僕の竜宝玉です。お約束どおり、お渡しします」

　クシナダは立ち上がって部屋の隅すみへと歩くと、ベッドに腰こし掛かけているアホタレに竜宝玉を差し出しました。

「へ？　約束？」

「もう忘れたんですか？　クシナダの復ふく讐しゆうに協力する代わりに竜宝玉を譲ゆずってもらうって約束だったじゃないですか」

「あー、そういや、そんな約束してたっけ……か？」

「鳥とり頭あたまもほどほどにしてください」

「うわ、ひでぇ」

「早く受け取ってください。クシナダが困っていますよ」

　竜宝玉カーバンクルを差し出した格好のまま、クシナダは浮かない顔をしていました。

「へいへい。ありがとな、クシナダ」

「いえ……」

　アホタレが竜宝玉を受け取り笑顔で礼を述べても、クシナダの表情は沈しずんだままでした。

　アホタレの鳥とり頭あたまっぷりに呆あきれているのかと思いましたが……違うのでしょうか？

「クシナダ……？」

「次は、ワイの番やな」

　不意にジェイドが立ち上がって、私は問いを吞のみ込まされました。

「にいちゃん、受け取れ」

　ジェイドは上うわ衣ぎの懐ふところからなにかを取り出すと、アホタレに向けて放り投げました。

「ん？　これって……」

　危なげなくキャッチしたアホタレは、それを顔の前に掲かかげてまじまじと見つめます。

　一いつ瞬しゆん、キューブかと思いましたが、違います。あれは、ルピシアがティル・ナ・ノーグやディーナ・シーに命令を与える際に使っていた、黒い珠たまです。

「ワイの竜宝玉や。ルピシアがあれこれといじくり回してしもたけど、本質は変わっとらん」

　私は驚おどろきませんでした。あの珠を初めて目にした時に、もしや、とは思っていましたから。

「ああ、やっぱり、そうだったんだな」

　アホタレも、薄うす々うすは気づいていたようです。

「でも、いいのか？　これって、ルピシアのなんだろ？」

「ええんや。ティル・ナ・ノーグは壊こわれてしもたし、ルピシアもあないになってしもた。さんざん迷めい惑わくかけたにいちゃんらへの、せめてもの詫わびのしるしや。世界のために、つこてや」

「そっか……。うん、じゃあ、ありがたく使わせてもらうよ」

　ニッと歯を見せたアホタレに、ジェイドは微笑を返して再びソファに腰こしを下ろしました。

「これで三つ、か。やるではないか」

　オルリスが腕うでを組んで言いました。

「ええ。ですが……」

　私たちが入手すべき竜宝玉は、残すところ、あと一つ。

　しかし、その一つが問題なのです。

「最後の竜宝玉……ユランの竜宝玉は、レイヴェン様の手にあります」

　私は、オルリスを、クシナダを、ジェイドを見ました。

　銀ぎん竜りゆうユランの死を、既すでに彼らは知っています。

　ユランを殺したのが、アホタレのお兄様であるレイヴェン様であることも、昨日きのうのうちに話してあります。

「レイヴェン様は、竜りゆう王おうシグルドを憎にくんでいます。それは、竜王シグルドが手下を使ってユーシスのお姉ねえさんを……ユーリアさんを殺したからだと、そう言っていました」

　オルリスは、なぜか私から軽く目を逸そらしました。彼女だけではありません。クシナダも、ジェイドも、同様に目を逸らしています。

「竜王が……竜王ほどの存在が、どうしてユーリアさんを殺したのか、わかりません」

　レイヴェン様とユーシスは、竜王がユーリアさんを殺した理由を知っている様子でした。しかし、今この場にふたりはいません。

「想像は、つく」

　オルリスが言いました。私から目を逸らしたままで。

「だが、我にその想像を口にすることは、できぬ」

「なぜ……ですか？　それは……」

　オルリスは、無言。

　私はクシナダを見ました。

　クシナダは逸らしていた視線を私に戻もどして、首を横に振りました。

　知らないのではなく、オルリスと同様に、想像はつくが答えられない。クシナダの表情はそう言っていました。

「ジェイドも同じ、ですか？」

　ジェイドはすまなそうな顔でボサボサ気味の頭を搔かいて、頷うなずきました。

「ワイも、答えられへん」

　わけがわかりません。

　四天竜ノーブルドラゴンであるオルリスとジェイド、かつて四天竜であったクシナダ。三人が三人とも、竜王がユーリアさんを殺した理由は想像はつくが答えられないと言っているのです。

「兄貴かユーシスに会って、直接訊きくしかないってことか」

　右手にクシナダの、左手にジェイドの竜宝玉カーバンクルを持ったアホタレが、眠ねむそうな目を窓に向けて言いました。

「そう……ですね」

　どのみち、ユランの竜宝玉を手に入れるためには、レイヴェン様に会わないわけにはいかないのです。

「会いに、いきましょう。レイヴェン様に……」

「アンジュ様……」

　トモエさんが、心配そうに私を見ています。

　私がレイヴェン様に会うことに抵抗を覚えているのが、伝わったのでしょう。

「私は、大だい丈じよう夫ぶです」

　王宮の中でただ一人、私を実力で評価してくださったレイヴェン様。

　王宮の中でただ一人、私が敬うやまい信じたレイヴェン様。

　元々、遥はるか遠い御お方かたではありましたが、今は殊こと更さらに遠く感じます。

　レイヴェン様がなにを考えているのか、まったくわかりません。

　レイヴェン様に会い、真意を確かめたとして、そこに待っている答えが私たちを失望、絶望させないとも限りません。

　けれど、仮にレイヴェン様が私たちを自分の復ふく讐しゆうのために利用していたのだとしても、私たちはもう立ち止まるわけにはいかないのです。

　レイヴェン様に命じられて始まったこの旅はもう、魔ま王おうをただ倒せばそれでいいということではなくなっているのです。

　アホタレは、魔王を説得するつもりでいます。そして、私はそんなアホタレにどこまでもついていくと誓ちかいました。

　今の私は、レイヴェン様の命令ではなく、私自身の意志でアホタレに付き従っているのです。

「んじゃ、兄貴に会いにいくかー」

　アホタレが両手に竜宝玉カーバンクルを持ったまま、大きく腕うでを伸のばしました。

「レイヴェン様は、どちらにいらっしゃるのでしょう？」

「とりあえず、コスモスに行ってみましょう」

　トモエさんの問いに、私はそう答えました。

　ユーシスは、ユランを殺した剣けん『竜殺しドラゴンキラー』の開発を、コスモスで行っていたはずです。

　レイヴェン様が今もユーシスと行動を共にしているなら、コスモスに戻もどっている可能性が一番高いでしょう。

「メンツは、アンジュとトモエとオレと……クシナダは、どうする？」

「僕ぼくは、ヨアキムさんの傍そばに居たいと思います」

「そっか。そだな。それが一番いいよ」

「クシナダ様は、ヨアキム様のことがとても大切なのですね」

　トモエさんのなにげない言葉に、クシナダは女の子のように愛らしい顔を真まっ赤かにして、うつむいてしまいました。

　ルピシアへの復讐心に支配されていたクシナダは、同じくルピシアを憎にくむヨアキムとの出会いによって、救われました。

　ヨアキムも、同じです。

　クシナダもヨアキムも、お互たがいのおかげで復讐の『先』を考えられるようになったのです。

「恋する乙女おとめだな、まるで」

「かっ、からかわないでっ」

　オルリスの微笑交じりの言葉に、クシナダはますます深くうつむいてしまいました。

　これは……。

　その、なんというか……。

　女の私の目から見ても、すごく……可愛かわいいです。

「ヨアキム、早く元気になるといいな」

「あー、それなんやけど」

　ジェイドが片手を上げて言いました。

「僧そう侶りよを探すんやったら、帝てい都とよりフルブライトかアグネシアのほうがええかもしれへん」

「フェブロニアには僧侶はいないのですか？」

「おらんことはないけれども、数が少ないんや。フェブロニアでは、神さんよりもカガクのほうが信じられとるさかい」

「なるほど……」

「魔ま法ほう使つかいは、ぎょうさんおるんやけどな」

「魔法使いの魔法と、僧侶の神しん聖せい魔法はまったくの別物ですから……」

　魔法とカガクの国であるフェブロニアでは、医い療りようも他国より進歩しています。そういった意味でも僧侶の存在意義が薄うすいのでしょう。

「フルブライトかー。アイネイアとノェルはどうしてるかなー」

「黒こく死し病びようの治ち療りよう法が、見つかっているといいのですが……」

　アイネイアとノェル。

　魔ま王おうの六番目と十番目の娘むすめであるふたりは、黒死病の治療法を求めて、アホタレのお姉ねえ様さま──レムリア様がいる、学術都市フルブライトへと旅立っていきました。

「あの……」

　トモエさんがおずおずと手を上げ、クシナダに目を向けました。

「訊ききそびれてしまっていたのですが、クシナダ様は、魔ま界かいでお生まれになったのですよね？」

「ええ。育ったのはこちらの世界のリコリス村ですが、生まれたのは魔界です」

　クシナダはまだ少し赤い顔をトモエさんに向けて、答えました。

「魔界でお生まれになったのでしたら、黒死病には罹かかられなかったのでしょうか？」

　トモエさんが口にしたその問いに、私は思わず「あ……」と声を出していました。

　黒死病は魔ま人じんの男性だけが罹る奇病です。特に子供は罹りやすく、生まれてきた男の子のほとんどが幼いうちに死んでしまうと、ノェルは言っていました。

『名も無き白はく竜りゆう』の魂たましいを宿してはいても、クシナダの肉体は魔人のそれです。

　黒死病の存在しないこちらの世界で生まれたのならともかく、魔界で生まれたのであれば黒死病に罹っているはずですが……。

「罹りました。といっても、なにぶん赤ん坊の時分のことなので憶おぼえてはいないのですが……危うく、死ぬところだったそうです。母が言っていました」

「……よく、助かりましたね。黒こく死し病びようは、罹かかれば確実に死んでしまう病気だと思っていました」

　クシナダは、トモエさんに向けていた顔を私に向けて、言いました。

「おそらく、黒死病に罹って生き残ったのは、僕ぼくだけだと思います」

「それは、あなたが四天竜ノーブルドラゴンの魂たましいを宿していたから……ということですか？　あなたの持つ竜りゆうとしての力、あるいは存在の本質が、黒死病に打ち勝った……と」

「確証はありませんが、そういうことなのだと思います」

　だとすると……。

「クシナダ、お願いがあります」

　クシナダは黙だまって私の次の言葉を待っています。

「フルブライトに、行ってはもらえないでしょうか」

「フルブライトに……ですか？」

「あの街には今、アイネイアとノェルがいます。彼女たちは魔王の娘むすめではありますが、こちらの世界と魔ま界かいとの全面戦争を避さけるために、黒死病の治ち療りよう法を探しています。黒死病に罹った経験のあるあなたは、治療法を見つける手掛かりになるかもしれません」

「……なるほど」

　クシナダは考え込むように口くち許もとに手を添えて浅くうつむきました。

「フルブライトなら、解げ毒どくの神しん聖せい魔ま法ほうが使える僧そう侶りよも、きっといるはずです」

　学術都市であるフルブライトには、魔法学院だけでなく知識神の神しん殿でんも多く存在しています。

　魔法の発展に力を入れているという点では共通していても、そこがフェブロニアとは違うところです。

「……わかりました。ヨアキムさんと一いつ緒しよにフェブロニアに行きます」

　クシナダは顔を上げて、頷うなずきました。

「僕で役に立てることがあるなら、喜んで協力させてもらいます」

「ありがとう、クシナダ」

　黒死病の治療法が見つかるかどうかは、魔界にとってだけでなく、私たちの世界にとっても非常に重要な課題です。

　なにしろ魔ま人じんたちは、こちらの世界に移り住むことで黒死病から逃れられると……黒死病から逃れるためにはそうするしかもはや方法がないと、信じているのです。

　黒死病の治療法が確立されれば、魔人が人間と争う一番の理由がなくなることになります。

　魔ま王おうを説得するための大きな材料にもなってくれるでしょう。

「ジェイドは、どうする？」

　アホタレが、今度はジェイドに訊たずねました。

「ワイは、にいちゃんらとも兄弟とも一いつ緒しよには行かれへん。……ルピシアの側そばにいてやりたいんや」

「そっか。ルピシアも、早く元気になるといいな」

　私には言えなかった台詞せりふを、アホタレはあっさりと口にしました。

「……にいちゃんは、優しいな」

　ジェイドは悲しげに微笑ほほえみました。

「ワイも、ルピシアには早く正気に戻もどってほしい。あのままやったら、ルピシアは、自分の罪を理解せんまま終わってまう。それは、あかんことや。ルピシアは、自分の罪の重さを思い知らんとあかんのや。……すまんな、兄弟」

　ジェイドが視線をアホタレからクシナダに移しました。

「いつになるかわからへんけど……いつか、ルピシアが正気に戻って罪を自覚したら、そん時は、兄弟とヨアキムのところに、真っ先に謝りに行かせるわ。もちろん、ワイも一いつ緒しよにな」

　クシナダはジェイドの隻せき眼がんを見み据すえ返して、小さく首を横に振りました。

「必要ありません。僕ぼくの復ふく讐しゆうは、もう終わりましたから」

　その言葉は、ジェイドを慮おもんぱかってのものじゃありません。

　クシナダの復讐は、本当に、もう終わったのです。終わりにしたのです。

　これからはヨアキムと一緒に新しい夢を見つけて生きていくのだと、クシナダの目は言っていました。

「強いな、兄弟は」

「僕を愛し、育ててくれた両親やリコリス村のみんなのためにも、僕は幸せに生きていかなくちゃいけないんです」

「ホンマ、強いわ。ワイとルピシアには、なかった強さや」

　ジェイドは顔が見えないほどに深くうなだれました。……泣いているのでしょうか。

　私はまたしても、ジェイドにかける言葉を見つけられませんでした。

「……オルリスは、どうするんだ？」

　ジェイドに気を遣つかった……のかどうかは定かではありませんが、アホタレがオルリスに話を振りました。

「我は、おまえたちと共に行こう。レックスには真の竜りゆう騎き士しになってもらわねば困る故ゆえに」

　アホタレが真の竜騎士にならなければ、なぜオルリスが困るのか。

　答えは明白でした。

　シンタのためです。

　魔ま王おうメイ＝ヘムを止めることができなければ、こちらの世界は大変なことになります。シンタも平へい穏おん無事ではいられないでしょう。

　シンタのためにも、オルリスはアホタレに真の竜騎士になってもらわなければ困るのです。

「竜宝玉カーバンクルを四つ集めれば、レックス様は真の竜騎士になれるのですか？」

　私の問いに、オルリスは美び貌ぼうをわずかに険けわしくしました。

「竜宝玉カーバンクルを揃そろえるだけでは、駄だ目めだ。本来ならば……な」

「どういうことですか？」

「我ら兄弟全員との接せつ触しよくが必要なのだ。竜りゆうの因いん子しを持つ者が、竜との接触によって力を増す……という話は、以前にしたな？」

「つまり、四天竜ノーブルドラゴン全員と接触しなければ、真の竜騎士に相応ふさわしい力を得ることはできない……と？」

「そういうことだ」

「でも、レックス様は……」

「ユランとは接触していない。そうだな？」

「はい……」

　真の竜騎士になるには、竜宝玉を揃えるだけではなく、四天竜全員との接触が必要……。

　竜宝玉を揃えることは、不可能ではありません。ユランは死んでしまいましたが、竜宝玉は残っています。

　ですが、ユランに触ふれることは……もう、できません。

「レックス様は……真の竜騎士には、なれない……？」

「方法は、ある」

　私は知らずのうちにうつむきかけていた顔をはね上げました。

「我ら四天竜と同等の力を持った竜に、触れるのだ」

「四天竜と、同等の……？」

　竜りゆう王おうの子である四天竜は、ドラゴン族の中でも最高位の力を誇ほこっています。その四天竜と同等の力を持った竜が存在するなど、聞いたことがありません。

「存在するのですか？　そんな竜が……」

「存在は、する」

「その竜は、どこに……？」

「わからない」

「そんな……」

　私はクシナダを、ジェイドを見ました。

　クシナダは「僕ぼくにもわかりません」と答え、ジェイドはうなだれたまま首を横に振りました。

「案ずるな」

　オルリスが言いました。

「父は真なる竜りゆう騎き士しの誕たん生じようを望んでいる。竜宝玉を揃えさえすれば、道は開けるはずだ」

「そう、ですか……」

　私はホッと胸を撫なで下ろしました。

「では、私たちの行動は予定どおりでかまわないのですね？」

「なあ」

　オルリスの頷うなずきに、ジェイドの声が重なりました。

　ジェイドはうなだれていた顔を上げ、アホタレに問いかけました。

「そもそもにいちゃんは、竜りゆう騎き士しがどないなもんか知っとるんかいな？」

「うん？　なんの話だ？」

「知らん……か」

　ジェイドは苦々しい表情で首の後ろを搔かきました。

「竜騎士が、どうかしたのですか？」

　竜騎士とは、そもそもなんなのか。

　竜騎士という単語から真っ先に連想されるのは、竜王シグルドの力を借りて魔ま王おうメイ＝ヘムに打ち勝った人じん魔ま戦争の英雄、レイジャック＝ウル＝ハイドフェルト──アホタレの曾ひいお祖じ父い様です。

　レイジャックのイメージから、竜騎士とは竜りゆう王おうに力を認められ、竜王の力を借りることを許された勇者のことなのだろうと漠ばく然ぜんと思っていましたが……。

「竜騎士とは、そもそもなんなのです？」

　ジェイドは、無言。

「クシナダ」

　クシナダも、無言。

「オルリス」

　オルリスもまた、答えてはくれませんでした。

「なぜ、誰も答えてくれないのですか!?」

　ジェイドの──いえ、四天竜ノーブルドラゴンたちの様子は、アホタレが竜騎士になることによって彼の身になにかしらの災わざわいが降りかかると言わんばかりの、不ふ吉きつな気配を漂ただよわせていました。

「言われへんのや」

　思わず声を荒げてしまった私に、ジェイドがため息交じりの声を返しました。

「言えない理由は？」

「それも、言えへん」

　言いたくないのではない。

　言いたいが、言えない。

　ジェイドの表情は、そう言っていました。

　クシナダとオルリスも、同じ表情をしています。

　先程と同じです。竜王がユーリアさんを殺した理由について訪ねた時も、四天竜たちは同様の反応を示しました。

「言えないんじゃ、しゃーないよな。オレが曾ひい祖じ父いちゃんとおんなじ竜騎士になれば、わかることなんだろ？」

　アホタレのその言葉に答えたのは、ジェイドでした。

「にいちゃんの言うとおりや。……なれば、わかる」

「納得できません！」

　アホタレが竜りゆう騎き士しになることに、竜りゆう王おうの力を借りることに、私はこれまでなんの疑いも抱いだいてはいませんでした。それどころか、アホタレに竜騎士レイジャックの伝説に倣ならって竜王の力を借りるように提案したのは、他ほかならぬ私なのです。

　しかし、竜宝玉カーバンクルが三つまで集まった今になって、四天竜ノーブルドラゴンたちはアホタレが竜騎士になることに躊躇ためらっているかのような素振りを見せはじめたのです。

　しかも、その理由は「言えない」と口を閉ざしてしまうのですから、納得なんてできるはずがありません。

「ちゃんと、説明を──」

　くってかかろうとした私を制したのは、アホタレの視線でした。

　アホタレの空色の瞳ひとみは、まっすぐに私を映して、こう言っていました。

　ジェイドたちをあまり困らせてやるな、と。

　私は無意識のうちに握にぎりしめていた拳こぶしを解きました。

　言いたくないのではなく、言いたくても言えない理由を抱かかえている四天竜たちを、これ以上問い詰つめても仕方がない……。

　納得はできません。できませんが、アホタレが問い詰めることはしないと決めたのであれば、私は黙だまるしかありません。

「おまえたちが求めている答えを与えてやることは、我らにはできぬ。だが、レックスが真の竜騎士となって父の力を得なければ、魔ま王おうとは戦えない。外に、術すべはない」

　オルリスのその言葉は、真の竜騎士になることでアホタレの身にどんな災わざわいが降りかかろうとも、私たちはそれを受け入れるしかない。それが嫌いやならば、魔王との戦いを諦あきらめるしかない。そう言っているのも同然でした。

　私は無意識にアホタレの顔を見ていました。

　この時、私は、心の奥底で、あろうことか、アホタレが旅をやめると言い出してはくれないものかと思ってしまっていたのです。

　旅なんて嫌いやだと、魔王と戦うなんて冗じよう談だんじゃないと言っていたアホタレのお尻しりをひっぱたいてきたのは、私です。

　その私が、アホタレに旅をやめてほしいと願ってしまうなんて。

　私の視線に気づいたアホタレは、ニッと歯を見せて笑いました。

　旅をやめるとは、言ってくれませんでした。

　私は頭を振って、愚おろかな思考の霧む散さんを試みました。

　仮にアホタレが旅をやめると言い出したとしても、私たちはもう、後には引けないのです。

　真の竜りゆう騎き士しになることでアホタレの身になにが起きようとも、私は私の全存在を賭としてアホタレを守り、尽つくす。それだけです。




　翌朝、クシナダとヨアキムは、ジグの背に乗ってフルブライトへと旅立っていきました。

　帝てい都とから学術都市までは、本来なら馬を使っても一月はかかるところですが、ジグは最速の翼つばさを持つリンドブルムですから、何事もなければ、今夜のうちに着けるでしょう。

　クシナダと一いつ緒しよにフルブライトに行くことに、ヨアキムは反対しませんでした。

「俺おれはクシナダと旅をすると約束したからな。フルブライトだろうとどこだろうと、クシナダについていくさ」

　クシナダの雪色の髪かみに剣けん士しらしい無ぶ骨こつな手を載のせて笑んでみせたヨアキムは、やはり、死人のような顔色をしていました。

　ジグの背中にも、クシナダの手を借りただけでは乗れず、アホタレに下から支えてもらってようやく、といった感じでした。

「レックス」

　やっとの思いでジグの背に乗ったヨアキムは、肩かたで息をしながら、アホタレに声をかけました。

「おまえと実際に手合わせして、ティル・ナ・ノーグ……いや、ディーナ・シーと戦うおまえを見て、感じた。……おまえはまだ、力のすべてを発揮してはいない。自分の力をおまえ自身が把は握あくしきれていないのか、無意識のうちに力を抑おさえているのか、意図的に抑えているのか……そこまでは、わからなかった」

　買い被かぶりだよ、と苦笑いを浮かべるアホタレに、ヨアキムは諭さとすように言いました。

「力を持つ者は、自らの力を恐おそれなくてはならない。さもなくば、力は凶きよう器きと化す。だが、恐れてばかりいては、せっかくの力を殺してしまう。時には、激情のままに力を解き放つことも必要だ」

「激情のままに……かぁ。なんだか難しそうだな。でも、まあ、うん。憶おぼえておくよ。忠告、ありがとな」

　アホタレは、まだ力のすべてを発揮してはいない。ヨアキムのその言葉が事実なのかどうかは、私にはわかりません。

　少なくとも、ディーナ・シーとの戦いで、アホタレが手を抜いていたようには見えませんでした。

　しかし、本人は本気を出していたつもりでも、全力を出し切ることはできていなかった……ということは、ありえるかもしれません。

　アホタレがさらなる力を秘めているのだとすると、それはもちろん、戦力的にとてもありがたいところではあるのですが……激情に身を任せて剣けんを振るうアホタレの姿は、出来うることなら、見たくありません。

　……我が儘ままですね、私は。

　アホタレには、死力を尽つくして戦ってもらわなければならないというのに。

「んじゃ、オレたちも行くか」

　ヨアキムとクシナダを乗せたジグの姿が見えなくなったところで、アホタレが声をかけてきました。

（乗るがいい）

　応こたえたその声は、私──ではなく、私たちの後ろで神こう々ごうしい巨きよ体たいを顕けん現げんさせていたオルリスのものです。

「悪いな。背中、借りるぜ」

　過去にもオルリスに乗ったことのあるアホタレは、勝手知ったる足取りで、ジグのそれよりも広い黄金の背中へと上っていきました。

（かまわぬ。人を乗せるのは、慣れているからな）

　言って、オルリスは優しい眼めをしました。

　彼女にとっての、初めての人間の友であるポーラさんのことを思い出しているのでしょう。

　私はアホタレに手を借りて、身軽なトモエさんは自力で、オルリスの背中に乗りました。

　四天竜ノーブルドラゴンに乗るのはこれが初めての経験ですが、光翼竜リンドヴルムには何度か乗ったことがありますから、さほど恐きよう怖ふは感じません。

（乗ったな。では、ゆくぞ）

　オルリスが、異名のとおりの黄金の翼つばさを広げ、巨きよ体たいの在あり処かを地上から空へと移しました。

　目指すは、天空観測所のある街──コスモス。

　レイヴェン様に会い、竜宝玉カーバンクルを手に入れるのです。
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　さすがは、オルリス。『黄金の翼つばさ』の異名は伊だ達てではありません。

　地上の景け色しきが、もの凄すごい早さで流れていきます。距きよ離りのせいもありますが、地形を確認することさえできません。

　光翼竜リンドヴルムのジグに勝まさるとも劣おとらない飛行速度です。

　帝てい都とデンドロビウムからコスモスまでは、馬を使っても十日はかかります。しかし、オルリスのこの速さなら一いつ刻こくとかからずに着けるでしょう。

「アンジュ、どした？　顔色悪いぞ」

　前に座っていたアホタレが、顔だけを振り向かせて声をかけてきました。

「……大だい丈じよう夫ぶです。問題ありません」

　半分は本当。半分は噓うそでした。

　体調は、問題ありません。それは、噓ではありません。ただ、これからレイヴェン様に会い、場合によっては戦わなければならないかもしれないと思うと、胸が締しめつけられます。吐はき気がして、手が震ふるえます。

　覚かく悟ごは決めたつもりなのに、我ながら情けない限りです。

「もし、さ」

　アホタレが言いました。

「もし、兄貴と戦うことになったらさ……そん時は、オレが戦うから」

「え？」

　私はアホタレの顔を見上げました。

　目が合うと、アホタレはにっこりと笑いました。

「アンジュは、兄貴が好きなんだろ？　好きな相手と戦うのは辛つらいよな。だから、オレが……」

「だっ、駄だ目めですっ！」

　思わず、私は裏返った声をあげていました。

「レイヴェン様は、レックス様の実のお兄にい様さまじゃないですかっ！　それに、私は別にレイヴェン様のことを、好き……という、わけ、では……っ」

　ありません、と最後まで言いきることができませんでした。

　私はレイヴェン様を尊敬しています。憧あこがれています。憧れの中には、恋愛感情に近い気持ちも、あるいは含まれているのかもしれません。

　レイヴェン様と戦わねばならなくなった時、全力で立ち向かえるかどうかは、正直、わかりません。自信がありません。

　だからといって、アホタレに任せて自分は戦わないなんて、そんなわけにはいきません。絶対に。

　アホタレとレイヴェン様は血を分けた兄弟なのです。万が一にもアホタレがレイヴェン様を殺あやめるような事態になってしまったら。アホタレに兄殺しの業ごうを背負わせることになってしまったら。私は自分で自分を許せないでしょう。もちろん、アホタレがレイヴェン様に殺されてしまった場合もです。

「レイヴェン様との戦いがどうしても避さけられないものであった場合は……その時には、私は……私が、戦います」

「無理すんなって」

「む、無理なんてしていませんっ」

　アホタレは苦笑いを滲にじませて、私の頭に手を載のせました。

「どのみち、一発はぶん殴なぐってやんなきゃならないんだしさ」

「えっ？」

「戦いになってもならなくても、オレは兄貴をぶん殴る。……アンジュを泣かせた、罰ばつだ」

　アホタレの手が、私の髪かみをぐしゃぐしゃにしました。

「レックス様……」

　アホタレは口くち許もとには笑みを浮かべながら、目は笑っていませんでした。綺き麗れいな空色の目には怒いかりの色が滲にじんでいました。

　アホタレはレイヴェン様に怒おこっていました。しかも、その理由が私を泣かせたからだというのです。もちろん、それが理由の全部ではないでしょうが……それでも、アホタレが私のために怒ってくれているという事実は、不ふ謹きん慎しんかもしれませんが……嬉うれしい、です。

　王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しになってからの私は、いつも誰かに怒ってばかりで、私のために怒ってくれる人なんて、誰もいませんでしたから……。

　とはいえ、アホタレの気持ちに甘あまえてばかりはいられません。繰くり返しになりますが、アホタレとレイヴェン様は血を分けた兄弟なのです。そして、どちらも私にとっては大切な人です。もし、レイヴェン様と戦いになった場合は、私が命を懸かけて──。

（妙みようだな）

　オルリスの声に、私の思考は遮さえぎられました。

（竜りゆうの気配がする）

　意味がわからず、私はアホタレと顔を見合わせ、首を傾かしげました。

「どういう意味ですか？」

（コスモスの方角から、竜の気配がするのだ。それも、無数にな）

「え……？」

　嫌いやな予感がしました。

　アホタレも同じように感じたのでしょう。私の頭から手を離はなし、コスモスの方角に──つまりは、オルリスの進路に目を向けています。表情は見て取れませんが、緊きん張ちようしている気配が伝わってきました。

「コスモスがドラゴンに襲おそわれているのでしょうか？」

　後ろにいたトモエさんが、私の隣となりにやってきて言いました。

「私も、その可能性を考えていました」

　レイヴェン様は、銀ぎん竜りゆうユランを殺すことで、竜りゆう王おうシグルドの怒いかりをあえて買おうとしていました。

　もし、子供であるユランを殺された竜王が怒いかり、復ふく讐しゆうのために無数のドラゴンをレイヴェン様にけしかけたのだとしたら……。

「オルリス、急いでくれ」

（心得た）

　アホタレの静かな声に応こたえて、オルリスが黄金の翼つばさを大きく動かしました。

　景け色しきが、さらに早く流れていきます。

「レイヴェン様……」

　コスモスで、一体なにが起きているのか。

　レイヴェン様は、コスモスにいるのか。

　レイヴェン様は『剣けん聖せい』です。『剣の国の大いなる剣』です。万が一なんて、ありえません。

　ありえないとわかっているのに……それでも、胸に沸き立った不安は、消えてはくれませんでした。




　コスモスの街は、灰色の煙に覆おおわれていました。

（焦こげ臭くさいな）

　オルリスが言いました。

（街全体に火が放たれたのだろうな。……どうする？）

「街の真ん中に、降りてくれ」

　アホタレは即断しました。

（血の臭においもするが……いいのだな？）

「ああ」

　口く調ちようは落ち着いていますが、アホタレは焦あせっていました。

　私やトモエさんに意見を求めずに行動を決めたのが、証しよう拠こです。

　オルリスが巨きよ体たいを傾け、降下を始めました。

　ほとんど真まっ逆さかさまに落ちているかのような急降下ですが、不安で占しめられた私の心には恐きよう怖ふを感じる隙すき間まさえありはしませんでした。

　街の中央広場に降り立った私たちは、ぐるりと周囲を見回し、言葉を失いました。

　古めかしい、だけどそれ故に人の営みを深く感じさせる街並みは、見る影もなくなっていました。

　圧倒的な力によって薙なぎ倒された建物。焼け崩くずれた建物。今もなお燃え続けている建物。

　無事な建物を見つけるのが難しいほどに、コスモスの街は破は壊かいされ尽つくしていました。

　死体も、そこかしこに見受けられました。人と……そして、ドラゴンの。

　凄せい惨さんな光景と漂ただよう濃のう厚こうな血と死の臭においに、目眩めまいがしました。

　王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しになる以前……魔ま法ほう衛えい士しだった頃には何度か前線に出たこともありますから、人の死体はそれなりに見慣れています。おかげで、目眩はしても気を失ったり取り乱したりはせずにいられましたが……血に弱いアホタレは、下を向いて苦しそうに嘔え吐づいていました。トモエさんは目を閉じ、胸の前で手を組んでいます。亡くなった人たちに祈いのりを捧ささげているのでしょう。

「ドラゴンの襲しゆう撃げきがあったことは、間違いないようですね」

「そのようだな」

　呟つぶやいた私に応こたえたのは、人間の女性に姿を変えたオルリスでした。

「竜りゆうたちの、強い殺気を感じる。だが……」

「生きているドラゴンの姿が、見えませんね……」

　私たちのいる中央広場だけでも、ドラゴンの死し骸がいは三体……いえ、四体分あります。

　ドラゴンは、並の剣けん士しや魔法使いが束たばになってかかっても太た刀ち打うちできる相手ではありません。

　しかし、ドラゴンは倒されています。生きているドラゴンの姿は、少なくとも見渡せる範はん囲いでは一体も見当たりません。

「倒されているドラゴンの数と比較して、兵士の死体が少なすぎます」

　フェブロニアの軍服を身につけた死体は、右にも左にも、前にも後ろにも見受けられます。その数は、両手足の指を全部合わせても、とても足りません。ですが、ドラゴンの死骸の数と釣つり合っているかと問われれば、答えは否いなです。焼かれ、あるいは食われてしまって死体さえ残らなかったケースを差し引いたとしても、兵士の死体は、やはり少ないといえるでしょう。もちろん、死んでいるのは兵士だけじゃありません。一般市民の死体も散見されますが……あくまでも散見される程度です。かといって、生きている人の姿も見当たりません。

「将軍の、おかげだ」

　……いえ、いました。見知った顔が瓦が礫れきの陰から現れ、私たちのほうへと歩み寄ってきます。

「キグナス侯こう……」

　その人物は、フェブロニア領内であるコスモスの街に於おいて、ランドールの軍服に身を包んでいました。

　レイヴェン様が王都から連れてきた部下の一人──ヒュルケン＝ミディア＝キグナス百人隊長です。

　キグナス侯は怪け我がをしていました。だらりと垂たれ下がった左腕うでは焼け爛ただれ、火傷やけどは左頰ほおにまで及んでいます。右脚も、今にもちぎれてしまうのではと思えるほどズタズタになっています。

　私は慌あわてて駆かけ寄りました。

　キグナス侯こうは、マオの空中遺い跡せきで私たちに剣けんを向けてきた相手です。複雑な思いはありますが、怪け我が人にんを放っておくわけにはいきません。

「動かないでください」

「助けは、無用だ」

　キグナス侯は抜き身の騎き士し剣を手にした右腕うでを持ち上げて、私を制しました。

「酷ひどい怪我です。急いで手当をしないと……」

「僕ぼくは貴方あなたたちに剣を向けた身だ。剣を向けた相手に助けられるわけには、いかない」

「キグナス侯……」

　弱じやつ冠かん十五歳さいにしてレイヴェン様に実力を認められ百人隊長の位を与えられた青年は、非常に生き真ま面じ目めで厳げん格かくな気質の持ち主でした。

　アホタレなら、「つまらない意地張って、死んじゃったらどうするんだよ」とでも言って、強引に助けてしまうところでしょう。ですが、命よりも意地や筋を通すことを優先させてしまうキグナス侯の気持ちが痛いほどにわかる私は、立ち尽つくしてしまいました。

　そんな私の隣となりを通り過ぎていった人物がいました。──アホタレです。

「つまらない意地張って、死んじゃったらどうするんだよ」

　アホタレはそう言うと、キグナス侯の右手をつかみ、騎士剣を取り上げてしまいました。そして、取り上げた騎士剣を躊ちゆう躇ちよなく投げ捨てると、呆あつ気けに取られているキグナス侯の脇に身体からだを割り込ませ、彼を支えました。

「トモエ、手当をしてやってくれ」

　支えているアホタレ自身も顔色は良くありませんが、動くことに支し障しようはなさそうです。

「承うけたまわりました」

　駆かけ寄ってきたトモエさんが、ポーチから止し血けつ剤ざいと消毒剤、それに包ほう帯たいを取り出して、手当を始めます。僧そう侶りよも医者もいない私たちには応急処置しかできませんが、やらないよりはマシでしょう。

　キグナス侯は歯を食いしばり目をぎゅっと瞑つむると、食いしばった歯の隙すき間まから呻うめきを洩もらしました。目め頭がしらには涙なみだが滲にじんでいます。

「キグナス侯？」

「どした？　痛くて我が慢まんできないのか？」

　若いながらも、キグナス侯は幾いく多たもの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた生きつ粋すいの軍人です。痛みで泣くとは思えません。

　ならば、彼の涙の理由は……。

「正午の鐘と同時に、ドラゴンの群れがコスモスの上空に現れた」

　キグナス侯は涙に濡ぬれた目を開いて、語り始めました。

　苦しげに、時折、嗚咽おえつを交えながら。

「街はたちまち火の海になった。ドラゴンの数は十を超えていた。コスモスの兵力だけで対応できる数じゃない。兵士たちは混乱していた。だが、将しよう軍ぐんは冷静だった」

　ドラゴンの襲しゆう撃げきがあったその時、ユーシスと共に天てん空くう観測所にいたレイヴェン様は、ユーシスを通じて、コスモスの兵士たちに市民の避ひ難なんを指示したそうです。

　レイヴェン様の指示は適切かつ的確で、市民の避難は上う手まくいきました。壊かい滅めつ的な街の状況と比較して、市民の死体が少ないように見えたのは、そのためだったのです。

「レイヴェン様は、やはりコスモスにいらしたのですね……」

　ランドールの将軍でありながら、フェブロニアの統とう治ち下かにあるコスモスの市民を救ったレイヴェン様は、《竜殺しドラゴンキラー》を手にドラゴンの群れに立ち向かっていったそうです。

「将軍は次々にドラゴンを屠ほふっていった。だが、ドラゴンは次々に現れた。多勢に無ぶ勢ぜいだ。全すべて倒した時には、将軍は浅からぬ傷を負われていた……」

　キグナス侯こうは呻うめきを唸うなりに変えて、焼けた顔に怒いかりの色を浮かべました。

「あいつは、待っていたんだ！　将軍が万ばん全ぜんでなくなるのを！」

　顔だけでなく、キグナス侯は全身から怒ど気きをほとばしらせていました。

「万全の状態であれば！　負傷されていなければ！　将軍は敗まけはしなかった！」

「え……」

　キグナス侯の叫さけびに、私の頭は一いつ瞬しゆん、真っ白になりました。

「レイヴェン様が、敗けた……んですか？」

　私の問いに、キグナス候は否定の言葉を返してはくれませんでした。

「そんな……」

　無意識のうちに、私は後ずさっていました。

　レイヴェン様が、敗けた。

　私にとってそれは、到底信じられない……信じたくない話でした。

　噓うそを言わないでください。

　口をついて出そうになったその言葉を、私は辛かろうじて吞のみ込みました。

　キグナス侯の様子は、噓をついている人のそれではありません。

『剣けん聖せい』であり『剣の国の大いなる剣』であるレイヴェン様も、人間です。無敵ではありません。敗けることもあるでしょう。

　問題は、その先です。

　敗けて、レイヴェン様はどうなってしまったのか。

　私には、キグナス侯にそれを訊たずねることはできませんでした。最悪の答えを聞く覚かく悟ごを固めるのに時間がかかっていました。

　トモエさんも同様なのでしょう。なにかを言いたげな顔をしながら言葉を発することはなく、治ち療りようの手も止まっていました。

「兄貴は、どうなったんだ？」

　私にもトモエさんにも口にできなかった問いを口にしたのは、アホタレでした。

　焦あせっているわけでも、答えを聞くことを恐おそれているふうでもなく、アホタレは落ち着いた様子で問いを重ねました。

「兄貴、死んじゃったのか？」

　死、という単語に目を大きく見開いたキグナス侯は、なにかを言おう──いえ、叫さけぼうと口を開き、しかし、叫ぶことなくがっくりとうなだれました。

　うなだれたまま、全身を震ふるわせます。

　言葉はなくても、その様子がなによりの答えになっていました。

「噓うそです！」

　私は叫んでいました。

　叫ばずにはいられませんでした。

「レイヴェン様が亡くなったなんて、そんなの噓です！　ありえません！」

「アンジュ」

　キグナス侯に詰つめ寄った私を制したのは、アホタレの静かな声でした。

　その落ち着き払はらった態度が、私の声をますます大きくしました。

「レックス様は信じるんですか!?　レイヴェン様が亡くなっただなんて、そんな……そんなこと、私は信じません！　認めません！」

「兄貴は、誰にやられたんだ？」

　アホタレは、私には言葉を返さず、キグナス侯に訊たずねました。

「レックス様！」

　私はアホタレに歩み寄り、防ぼう刃じん服ふくの袖そでをつかみました。

「どうしてそんなに落ち着いていられるんですか!?　レイヴェン様が……お兄にい様さまが亡くなったんですよ!?」

　アホタレはなにも言わず、ただ悲しげに微笑ほほえみました。

「あ……」

　恥はずかしさが込み上げてきて、私はアホタレの顔をまともに見ていられなくなりました。

　馬ば鹿かです。

　私は大馬鹿者です。

　悲しくないはずがないのです。

　私自身が言ったとおり、レイヴェン様は、アホタレにとっては実のお兄様なのです。

　兄弟として、家族として、積み重ねてきた時間があるのです。

　私はレイヴェン様を尊敬していますし憧あこがれてもいますが、所しよ詮せんは他人です。

　繫つながりの深さでいえば、他人の私なんかより、アホタレのほうがずっと深いはずなのです。

　それなのに、私はレイヴェン様の肉親であるアホタレを差し置いて取り乱してしまいました。

　無神経にもほどがあります。図ずう々ずうしいにもほどがあります。

「す、すみません。わ、私……っ」

　顔を上げられない私の肩かたを、アホタレの手がポンと叩たたきました。

「ありがとな、アンジュ。兄貴のために怒おこってくれてさ」

　私はなんの言葉も返せませんでした。

　恥はずかしくて、情けなくて、涙なみだが出てきました。

　トモエさんがそっと立ち上がり、私の手にハンカチを握にぎらせてくれました。

　トモエさんもきっと、アホタレと同じように悲しげな微笑ほほえみを浮かべているのでしょう。

　その顔を見たら、私はいよいよ声をあげて泣きじゃくってしまうでしょう。だから、私はトモエさんの顔は見ず、うつむかせていた顔をさらに下げることで感謝を示しました。

「なぁ、あんた。ヒュルケン……っていったっけ？　兄貴は、誰にやられたんだ？」

　アホタレが、再びその問いをキグナス侯に向けました。

「魔ま竜りゆうザッハーク。あいつは、そう名乗っていた」

　答えた声は、キグナス侯のものではありませんでした。

　私は顔を上げ、振り返りました。

「ユーシス……」

　声の主は、フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人にして、《竜殺しドラゴンキラー》の制作者でもある女性カガク者──『天球』のユーシスでした。

　ユーシスは両手を白衣のポケットにしまい、感情の色のない目で私たちを見ています。

「ニア！　無事だったんですね！」

　トモエさんがユーシスを幼名で呼びました。

　ユーシスはレイヴェン様の幼おさな馴な染じみです。レイヴェン様が生まれる前からハイドフェルト家でメイドをしていたトモエさんは、ユーシスのこともよく知っています。

「無事だよ。生あい憎にくと、ね」

　ユーシスは肩かたを竦すくめ、自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべました。

　怪け我がはしていないようですが、顔色は青ざめています。身体からだは無事でも、心は深い傷を負い、その傷は現在進行形で血を流しているに違いありません。

「ザッハーク……。やはり、この気配はあやつのものか」

　神しん妙みような口く調ちようで言ったのは、オルリスです。

「知っているのですか？」

　ぐずっ、と鼻を啜すすって、私はオルリスに訊たずねました。

「我ら四天竜ノーブルドラゴンの兄弟だ。四天竜には数えられていないがな」

　答えたオルリスは、不快げに眉まゆを顰ひそめていました。

「つまり、四天竜ノーブルドラゴンではなくても、その……ザッハークは、竜りゆう王おうの子ではある……ということですか？」

「生まれ方は多少違うがな。我ら四天竜は父の肉より生まれたが、ザッハークは父の力そのものから生まれた。故ゆえに、あれの力は我ら兄弟をも凌しのいでいる」

「四天竜以上の力を持ちながら、四天竜ではない……？」

「我らは、所しよ詮せん、失敗作なのだよ。父が己が肉より生み出した我らは、父が望むだけの力を有してはいなかった。力より生み出されたザッハークは、我らに勝まさる力を持ってはいたが、やはり、父が望む力には足りなかった。……我が語れるのは、ここまでだ」

　オルリスは目を閉じ、ため息に似た息を小さく吐はき出しました。

「それでは、わかりません。オルリス」

「我の……いや、我ら兄弟の口からは、これ以上言えぬのだ。許せ」

　またです。

　竜王に関係した話になると、四天竜たちは口を噤つぐんでしまいます。

「なるほど。金きん竜りゆうオルリスなのか。彼女は」

　ユーシスが言いました。

　嫌けん悪おと敵意の入り交じった目で、オルリスを見み据すえています。

　竜王シグルドにお姉ねんさんであるユーリアさんを殺されているユーシスの憎にくしみは、すべてのドラゴンに向けられています。

　ましてや、オルリスは竜王の子供です。竜王の肉から生まれた、いわば分身ともいえる存在です。ユーシスにとっては許し難い相手でしょう。

　オルリスはなにも言わず、ユーシスの視線をまっすぐに受け止めています。

「ユーシス。妙みような考えは起こさないでください」

　私はオルリスの前に立って、ユーシスの視線を代わりに受け止めました。

　ユーシスは苦笑交じりに首を横に振り、右手をポケットから出しました。そして、その手を腰こしの後ろへと回しました。

「なにもしやしないさ。アタシには、四天竜をどうこうできるような力はない。……こいつも、この様ざまだしね」

　言いつつ、ユーシスが身体からだの前に戻もどした手には、剣けんが握にぎられていました。

　といっても、刃やいばはありません。柄つかだけを、ユーシスは手にしていました。

「それは……」

　刃はなくても、私はその剣に──柄に、見覚えがありました。

「《竜殺しドラゴンキラー》……」

　レイヴェン様がユランを殺すのに用いた剣です。

　あの剣けんに切られたユランは、傷口から赤黒い霧きりを噴ふいて、見る間に力を失っていきました。

「刃やいばは……折れてしまったのですか？」

「砕くだけた。竜宝玉カーバンクルもろとも、ね」

　えっ、と驚おどろきの声をあげてしまった私の斜ななめ後ろで、アホタレに支えられた格好のキグナス侯こうが軋きしんだ声で言いました。

「将軍は、最後の力で竜宝玉を破は壊かいされたのだ。《竜殺しドラゴンキラー》を使って……」

　レイヴェン様が最後に取った行動の意味が、私にはわかりませんでした。

「なぜ、レイヴェン様は竜宝玉を……」

　ユーシスが答えました。

「会わせないためだよ」

「それは……まさか……」

「そうだよ」

　柄つかだけになった《竜殺し》に向けられていたユーシスの目が、アホタレへと移されました。

「レイヴェンは、レックスと竜りゆう王おうシグルドを会わせないために、竜宝玉を破壊したんだ」

「どうして……」

「竜王は、竜りゆう騎き士しの肉体を奪うばう」

「え……？」

「竜王に力を借りるってことは……竜騎士になるってことは、そういうことなんだよ。……そうだろ？　金きん竜りゆうさん」

「……」

　ユーシスに問いを向けられたオルリスは、無言。

「オルリス……」

「竜王にとって不利になる事実を口にすることはできない。言いたくても言えない。そういう制約を与えられているんだよ、四天竜ノーブルドラゴンは」

　オルリスは目を閉じ、無言に無言を重ねました。

　その反応が、ユーシスの言葉が事実であることを物語っていました。

　言いたくても言えない。かといって、噓うそをつきたくはない。故の、沈ちん黙もく。

「竜王は……竜王とは、一体……」

「竜王の望みは、自らの永遠だ。けれど、永遠なんてものはこの世のどこにもありはしない。命あるものは、いつか必ず死ぬ。竜王だって例外じゃない」

「それでも、竜王は永遠を望んだ……？」

　ユーシスは頷うなずき、

「傲ごう慢まんなヤツさ」

　吐はき捨てるように言いました。

「竜りゆう王おうは自分の肉から、あるいは力から分身を生み出し、それを自らの魂たましいと力の入れ物にしようとした」

「それが、四天竜ノーブルドラゴンであり、魔ま竜りゆう……」

「そう。でも、上う手まくいかなかった。四天竜も魔竜も、竜王の器としてはキャパシティが小さすぎた。そこで竜王が次に考え、実行した方法が──」

「人間を、器にする……」

　ユーシスは頷うなずきました。

「ドラゴンと比べたら、人間なんてちっぽけな存在だ。でも、人間にはドラゴンにはない特性があった。それが、無限のキャパシティ」

「無限の……」

「人間のキャパシティには、限界がないんだ。どこまでだって大きくすることができる。竜王は人間に竜の因いん子しを与えることで、キャパシティの拡大を図ったんだ。竜の因子はドラゴンとの接せつ触しよくによって活性化される。とはいえ、下級のドラゴンといくら接触したところで、竜王を受け入れられるほどのキャパシティは得られない。竜王の子である四天竜全員と接触し、彼らの魂たましいのかけらである竜宝玉カーバンクルを手にしてようやく、器は完成する。それが、竜りゆう騎き士し」

「竜騎士が、竜王の器……」

　竜騎士という単語を口にするのと同時に、脳裏に一枚の肖しよう像ぞう画がが甦よみがえりました。

　ハイドフェルト家の階段の踊り場に飾られていたその肖像画に描かれていたのは、アホタレと同じ顔、同じ瞳ひとみの色をした、穏おだやかに微笑ほほえむ青年の姿でした。

　青年の名前は、レイジャック＝ウル＝ハイドフェルト。

　アホタレの曾ひいお祖じ父い様であり、竜騎士の異名を取った救世の英雄です。

「では、竜騎士レイジャックは……」

「人じん魔ま戦争の後で、竜王に肉体を奪うばわれた。竜王の力を借りた代だい償しようとして、ね」

「そんな……」

「人間を器にする竜王の目もく論ろ見みは、ある意味では成功した。だけど、同時に失敗しているとも言える。竜王の魂たましいと力を宿したといっても、人間の肉体だ。老いをある程度遅らせることはできても、やがては朽くちる。竜王に永遠に在り続けるためには、器である人間の肉体を、次々に乗り換えていかなくちゃいけないわけだ。……そして、今、竜王は新たな器を求めている。レイジャックの肉体にガタがき始めたんだろうね」

　私は振り返り、アホタレを見ました。

　竜王は竜騎士の肉体を自らの器として求めている。

　そして、今、この世で竜騎士に最も近い存在は、アホタレです。

「……レックス様は、知っていたのですか？　今の話を……」

　問うてから、アホタレが昨日きのう、竜騎士の詳しよう細さいについて「知らない」と答えてきたことを思い出しました。

「知らなかった。でも、兄貴は知ってたんだよな？　ユーシスは、兄貴から聞いたんだろ？」

「そうだよ。レイジャックが竜りゆう王おうと竜りゆう騎き士しの関係について書き記しるした文書が、ハイドフェルト家には伝えられていたんだ。レイヴェンは十五歳さいの誕たん生じよう日びに、レイナード様からそれを手渡されたと言っていた」

　レイナード様は、ハイドフェルト家の現当とう主しゆ──つまりは、アホタレやレイヴェン様のお父とう様さまです。数年前に病に倒れて以来、当主としての実務は長男であるレイヴェン様にすべて任せ、ご自身は社交の一切を断っておられるそうですが……。

　十五歳の誕生日──すなわち、成人を迎えたその日に当主であるレイナード様から直接手渡されたということからしても、文書の重要性が窺うかがえます。

　レイジャックには、わかっていたのでしょう。竜王がいずれ、次の器として、自分の子し孫そんに目をつけるであろうことが。

　レイヴェン様はアホタレを竜王と会わせないために竜宝玉カーバンクルを壊こわした、とユーシスは言っていました。

　竜宝玉が一つでも失われてしまえば、アホタレは真の竜騎士になることはできません。──いえ、この場合は、ならずにすむと考えるべきでしょうか。

　混乱してきました。

　私たちは、魔ま王おうの打倒を命じられて王都を旅立ちました。命じたのは、他ほかならぬレイヴェン様です。

　魔王打倒の方法として、私たちは竜騎士レイジャックの伝説に則のつとり、竜王シグルドの力を借りることを考えました。

　突とつ飛ぴな発想ではありません。なにしろ、アホタレは竜騎士レイジャックの曾ひ孫まごなのですから。

　私たちが竜王の力を借りようと考えるだろうことは、レイヴェン様には十分、予測できたはずです。

　アホタレを竜騎士にしたくなかったのであれば、何な故ぜ、レイヴェン様は私たちに魔王の打倒を命じたのでしょう？

　レイヴェン様は、私たちに一体なにをさせたかったのか。

　アホタレに、私に、一体なにを求めていたのか。

「父は、世界の存続を望んでいる」

　オルリスが言いました。

「未来永えい劫ごう、この世界を存続させる。それが、竜王たる父シグルドに与えられた天命なのだ。そして、父はその天命に忠実に従っているにすぎない」

「竜騎士を犠ぎ牲せいにして、ね」

　ユーシスが明らかな皮肉として放ったその言葉に、オルリスは反論しました。

「だが、父の力なくして魔ま王おうに打ち勝つことは叶かなうまい」

　バハムート──。

　火の色に染まった空に佇たたずむ銀色の巨きよ体たいの姿が脳裏をよぎり、心臓が痛みました。

　魔王メイ＝ヘムの力は人智を遥はるかに超えています。

　竜りゆう王おうの協力がなければ太た刀ち打うちできないというオルリスの言葉を否定することは、私にはできませんでした。

「レックスの目的が魔王に打ち勝つことであるならば、竜りゆう騎き士しとなる外に道はない。故に、我は竜宝玉カーバンクルを授さずけたのだ。制約により、竜騎士の負うべき定めについて、我は……我ら兄弟は、語ることを許されなかった。真実を知らぬまま、レックスは竜宝玉カーバンクルを手にすることになった。後ろめたさがなかったと言えば、噓うそになる。だが、我はレックスに戦ってもらわなければならなかった」

「竜王のために？」

「シンタのためだ」

「……シンタ？」

　眉まゆ根ねを寄せたユーシスに、アホタレが答えを提示しました。

「弟だよ」

「オルリスは人間の孤こ児じを引き取り、一いつ緒しよに暮らしているのです」

　アホタレの答えだけでは情報として不十分だと思い、私は説明を足しました。

「それじゃあ、人間の子供のために、金きん竜りゆう様はレックスに竜宝玉を渡したっていうのかい？　ずいぶんと人間じみた真ま似ねをするじゃないか」

　ユーシスの皮肉に、オルリスはしかし、怒いかりに眦まなじりを吊つり上げるのでも不快げに口くち許もとを歪ゆがめるのでもなく、真顔で答えました。

「ポーラが、レミエルが、シンタが、我に人間を愛する心を与えてくれた」

「ふざけるな！」

　オルリスの真顔に、ユーシスは裏返った声を叩たたきつけました。

「ユーリアを殺した竜王の子が、人間への愛を口にするな！」

「父がお主ぬしの姉あねを殺した理由は、見当がつく。子としては、ただただ詫わびることしかできぬ。……すまない」

「……っ」

　四天竜ノーブルドラゴンであるオルリスに頭を下げられるとは思っていなかったのでしょう。ユーシスは怒りの色に染まっていた顔に戸と惑まどいの色を加えて、歯は嚙がみしました。

「レックスも、すまなかったな」

　オルリスがアホタレにも頭を下げるその光景を見やりながら、私は複雑な思いを嚙みしめていました。

　竜りゆう王おうの力を借りた竜りゆう騎き士しがどうなるかを知りながら、オルリスはアホタレに竜宝玉カーバンクルを渡したのです。竜騎士が竜王の器になるという事実を話せなかったのは制約のせいだとしても、アホタレに竜宝玉を渡したのは、オルリスの意志なのです。

　シンタのため、という理由は理解できます。竜王の力を借りる外に方法がなかったというのも事実です。

　ジェイドやクシナダも、オルリスと同じような気持ちだったのでしょう。

　ジェイドにもクシナダにも、それぞれ守りたい大切な人たちがいます。

　意地悪な見方をすれば、彼らは自分の大切な人を守るためにアホタレを犠ぎ牲せいにしたということになります。……が、それを責めることはできません。

　アホタレ自身が、彼らを決して責めないことが、わかりきっていたからです。

「いいって。話したくても話せなかったんだろ？　仕方がないさ」

　案の定じよう。

　大切な人を守りたいと思う四天竜ノーブルドラゴンたちを、どこまでも鷹おう揚ようでお人好しなアホタレが恨うらみに思うことなど、あるはずがないのです。

　アホタレが四天竜を責めない以上、私は黙もくするしかありません。

　ただ、感情は別です。理解はできても、四天竜を恨うらめしく思う気持ちを捨て去ることは、私にはできそうにありませんでした。

　アホタレが不意に私を見て優しい目をしたのは、あるいは、そんな私の胸の内に気づいたからなのかもしれません。

　真意を問うことなんてできませんが……。

　それに、問う、ということであれば、問わねばならないことは他ほかにありました。

　問うべき相手は、ユーシスです。オルリスも答えを知っているようですが、彼女は制約により答えられません。

　竜王は、如い何かなる理由でユーシスのお姉ねえさんを──ユーリアさんを殺したのか。

　竜騎士の肉体を己おのが魂たましいと力の器にするという竜王の目的に、ユーリアさんがどう関係しているのか。

　私たちはまだ、竜王の思おも惑わくのすべてを理解しているわけではないのです。

　魔ま王おう打倒のために竜王の力が不可欠だとしても、思おも惑わくの知れない相手に、アホタレをこれ以上近づけさせるわけにはいきません。

「なあ、兄貴は今、どこにいるんだ？」

「ユ──」

　私がユーシスに問いかけるよりも先に、アホタレが言葉を発しました。

「……レックス様？」

　レイヴェン様は、亡くなっています。この世のどこにも、もういません。

　レイヴェン様の死という事実に心が耐えきれず、現実を正しく認識できなくなってしまったのでは……という私の不安は、杞き憂ゆうでした。

「顔が、見たい。最さい期ごにオレのために竜宝玉カーバンクルを壊こわしてくれたってんなら、礼、言わなきゃだしな。あと、文もん句くも」

　アホタレは、レイヴェン様の遺い体たいの所在を問うていたのです。

　そして、その問いに答えたのは、悪意の滲にじんだ野太い男の声でした。

「ねぇよ、ンなモンはよ」

「……!?」

　息を吞のみ振り返った私は、瓦が礫れきの山の上に立つ男の炯けい々けいと輝く赤い瞳ひとみに見下ろされ、竦すくみ上がりました。

「この俺おれが、跡あと形かたもなく吹き飛ばしてやったからな」

　反射的に、私は杖つえを構え精神の糸を張り巡めぐらせていました。

「とんだ腰こし抜ぬけ野や郎ろうだったぜ。あっさりと背中を見せやがってよ」

　初めて見る顔です。

　しかし、男が何者なのかは、すぐに理解できました。

「久しいな、ザッハーク」

　オルリスが男の名前を口にしました。

「オルリスか。……フン。人間如ごときと肩かたを並べやがって。堕おちたものだな」

　やはり。

　あの男こそが、魔ま竜りゆうザッハークなのです。

　四天竜ノーブルドラゴンにこそ数えられていないものの、四天竜を超える力を持つという竜りゆう王おうの力の分身。

　そして、レイヴェン様を殺した張本人。

　今すぐにでもありったけの攻こう撃げき魔ま法ほうを叩たたきつけてやりたい衝しよう動どうを嚙かみ殺して、私はザッハークを睨にらみ据すえました。

　その容よう貌ぼうは、燃え立つような赤い髪かみをざっくりと後ろに撫なでつけた偉い丈じよう夫ふです。

　顔の彫ほりは深く、髪と同じ色の太い眉まゆと髪よりもなお赤い瞳は、敵意、殺意、憎ぞう悪おといった他者を傷つけうるあらゆる暴力的な感情の顕けん現げんであるかのように、見る者を威圧します。

　彼がレイヴェン様を殺したという事実がなければ、レイヴェン様を殺された怒いかりが私の心を燃やしていなければ、目が合った瞬しゆん間かんに、私は悲鳴をあげて逃げ出していたかもしれません。

　身につけているのは、隆りゆう々りゆうとした筋肉の陰影をくっきりと浮かび上がらせている袖そで無なしの肌はだ着ぎと、ゆったりとしたズボンのみ。武器らしき物は見当たりません。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　焼けた空気を掠かすれた雄お叫たけびが震ふるわせました。

「貴様だ！　貴様が将軍を！」

　声の主は、キグナス侯こうでした。

　アホタレに肩かたを借りた格好のまま、キグナス候はめちゃくちゃに頭を振り、身体からだを揺ゆすっていました。

　レイヴェン様の最さい期ごを間近で見ていたキグナス侯のザッハークに対する憤ふん怒ぬは、狂きよう乱らんの域にまで達していました。

「貴様だけは！　貴様だけは絶対に許さ……っ……」

　キグナス侯は叫さけびの途と中ちゆうで不意にがっくりと頭を垂たれ、全身を弛し緩かんさせました。

　アホタレが当て身をくらわせたのです。

「トモエ。こいつとユーシスを危なくないトコまで連れてってくれ」

「承うけたまわりました。……失礼致します」

　意識のないキグナス侯に一礼して彼の身体をアホタレから受け取ったトモエさんは、「ユーシス、こちらへ」、ユーシスに声をかけ、退たい避ひを促うながしました。

　ユーシスは手にした刃やいばのない《竜殺しドラゴンキラー》を見やり、歯は嚙がみしました。

　せめて、《竜殺し》が壊こわれていなければ。そう思ったに違いありません。

　ユーシスには他ほかの『恒久平和の実現者ピースメーカー』のように戦う力はありません。そんな彼女が、竜りゆう王おうとすべてのドラゴンを憎にくみ、復ふく讐しゆうのために生み出した刃こそが《竜殺し》なのです。しかし、その刃もレイヴェン様の命とともに砕くだけ散ってしまいました。今の彼女には、直接的にも間接的にもザッハークに抗あらがう術すべはないのです。

　ユーシスはトモエさんに頷うなずきで応こたえると、「こっちよ」、先んじて駆かけ出しました。小さな身体にキグナス候を担かついだトモエさんがその後に続きます。

「おい、コラ。なに逃げてんだ」

　傲ごう然ぜんと腕うでを組み文句を言いつつも、ザッハークはトモエさんたちを追おうとはしませんでした。

　ザッハークの赤い眼めが捉とらえているのは、逃げていくトモエさんたちではなくアホタレです。

　下げ卑びた笑みさえ浮かべて、魔ま竜りゆうの名を冠する男はアホタレの全身を舐なめるように見ています。

「てめぇが生なま煮にえの竜りゆう騎き士しか。なるほど、レイジャックの糞くそ野や郎ろうによく似てやがる」

「口を慎つつしめ、ザッハーク。竜騎士レイジャックは父とともに世界を守護した英雄であり、父の器となった人間だ。レイジャックへの侮ぶ辱じよくは、父への侮辱と同義であるぞ」

　オルリスの諫かん言げんに、ザッハークは赤い眼をすがめて犬けん歯しを剝むきました。

「偉そうな口を利くなよ、オルリス。そもそも、用済みのてめぇがなんだってこんなところにいやがる。用済みは用済みらしく消えやがれ」

「彼らは我が友だ。故ゆえに、力を貸している」

「ああ、そうかい。だが、てめぇが用済みだって事実は変わらねぇ。とっとと消えな。俺おれは親父の指さし図ずで動いてんだ。この場にいても、てめぇにはなんにもできねぇぜ」

　オルリスは美び貌ぼうをわずかに歪ゆがめ、小さく呻うめきました。

「オルリス？」

「すまない。アンジュ、レックス。あれが父の命めいで動いているのであれば、我にあれの所業を阻はばむことはできぬ」

「それも、制約……ですか？」

　オルリスは頷うなずきました。

「そーゆーことだ。指を銜くわえて見てるしか能のねぇ奴やつは下がってな。だが、まあ、安心しろよ。俺おれはなにも、そこの生なま煮にえの竜りゆう騎き士し様を痛めつけようなんて思っちゃいねぇんだからよ。むしろ、逆だ」

　足場にしていた瓦が礫れきの山の頂上を軽く蹴けって、ザッハークは私たちと同じ目線の高さへと下りてきました。

「ありがたく思えよ？　生煮えの竜騎士様に、この俺がとっておきの贈り物をしてやる」

「竜宝玉カーバンクルか」

「先回りして言うんじゃねぇよ、オルリス」

　ちっ、とザッハークは舌した打うちしました。

「あのなり損そこない野や郎ろうが苦し紛まぎれにユランの竜宝玉をぶっ壊こわしてくれたおかげで、俺が魂たましいを削けずるハメになっちまったんだ。ただでさえ面おも白しろくねぇんだからよ、せめて勿もつ体たいつけさせろよ」

　なり損ない野や郎ろう……？

　ユランの竜宝玉を破は壊かいしたのは、レイヴェン様です。

　ザッハークの言うなり損ない野郎がレイヴェン様を指していることは、間違いありません。

　だとすると、なり損ないというのは……。

「レックス様だけでは、なかったのですね」

「あん？」

　ザッハークの赤い眼めが、ぎょろりと動いて私を捉とらえました。

「レックス様だけではなかったのですね。竜騎士の候補は。レイヴェン様にも、竜りゆう王おうは目をつけていた……」

　当然の話です。

　レイジャックの子孫という理由でアホタレが竜の因いん子しをその血に宿していたのなら、レイヴェン様だって同じはずなのです。

　ましてや、レイヴェン様はご長男です。竜王が目をつける順番としては、アホタレよりも先でしょう。

「ああ、そのとおりだ」

　ザッハークはあっさりと肯こう定ていしました。

「親父おやじは、あのなり損ない野郎にも目をつけていた。それなりに期待していたみたいだぜ？　おかげで、俺おれはつまんねぇ使いっ走りを……いや、つまんねぇってことはなかったか。惚ほれた女を目の前で殺されたガキの嘆きは、あれはあれで、それなりに見み物ものではあったな」

「まさか……」

　ザッハークは頤おとがいを反そらすと、眼めを細め、言いました。

「ああ。あのなり損そこない野や郎ろうが惚れてた女を殺したのは、俺だ」

　さすがに、我が慢まんの限界でした。

　目の前の男は、レイヴェン様を殺しただけでなくユーリアさんまでをも手にかけていたというのです。

　その事実を、よりにもよって笑みを浮かべて語ったのです。

　許せるはずがありません。

　元より、レイヴェン様を殺した時点でこの男は許されざる敵でした。

　竜宝玉カーバンクルがどうのとゴチャゴチャ言っていましたが、関係ありません。

　もう無理です。もう、攻こう撃げきせずにはいられません。

　私は私が使える中で最強の攻撃魔ま法ほう〝屠竜アメノハバキリ〟を撃うつべく呪じゆ文もんを唱となえようと口を開き──同時に、目をも見開きました。

　私の真横を、一筋の稲いな妻ずまが駆かけ抜けたのです。

　その正体がアホタレだと理解できた時には、アホタレは渾こん身しんの右みぎ拳こぶしでザッハークの鼻はなっ柱ぱしらを打ち抜いていました。

　吹っ飛ばされたザッハークが背後にあった瓦が礫れきの山を粉ふん砕さいし、直後、アホタレの疾しつ走そうがもたらした衝しよう撃げき波はが焼けた石畳だたみを割り、瓦礫どころか半はん壊かい程度ですんでいた建物さえも吹きちぎってしまいました。

　私も、咄とつ嗟さにオルリスが見えざる力の壁で防まもってくれなければ、紙屑くずの如ごとく宙を舞っていたことでしょう。あるいは、五体がバラバラになっていたかもしれません。

　それほどに。

　周囲の人や物への配はい慮りよも窺うかがわせないほどに、今のアホタレの一いち撃げきには迷いがありませんでした。

　暴ぼう悪あくなまでの力が込められていました。

　かつてない力を感じました。

（おまえと実際に手合わせして、ティル・ナ・ノーグ……いや、ディーナ・シーと戦うおまえを見て、感じた。……おまえはまだ、力のすべてを発揮してはいない）

　ヨアキムが別れ際に言った言葉が思い出されました。

（力を持つ者は、自らの力を恐おそれなくてはならない。さもなくば、力は凶きよう器きと化す。だが、恐れてばかりいては、せっかくの力を殺してしまう。時には、激情のままに力を解き放つことも必要だ）

　ヨアキムの言葉が真実を言い当てていたのだとしたら、今のアホタレは、激情のままに力を解き放った、まさにその状態にある……ということなのでしょうか。

　雪のように舞う灰かい燼じんのただ中に、今もまだ拳こぶしを固めたままの格好で立つアホタレの横顔に、私は怒いかりを忘れ、寒さむ気けを覚えました。

　眦まなじりが裂さけんばかりに大きく目を見開き、剝むき出しの歯を砕くだけんばかりに強く食いしばっているその表情は、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうに外なりません。

　私は、またしても自分の勘かん違ちがいを思い知らされました。

　レイヴェン様が亡くなって一番悲しいのが私ではなかったように、ザッハークに対して一番怒おこっているのもまた、私ではなかったのです。

　アホタレの怒りを目まの当たりにするのは、これで二度目です。

　しかし、あんな……狂きよう気きさえ感じるほどの形相は見たことがありません。

　身に纏まとった空気も、いつもとは決定的に違っています。

　アホタレの空気はいつだって穏おだやかで、それがたとえ戦っている時でさえ荒あらぶることはなくて……。

　でも、今のアホタレが纏っているのは、世界のすべてを焼き尽つくしてしまいそうな、業ごう火かのような殺気です。
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「レ……っ」

　私はアホタレの名前を呼ぼうとして、呼べませんでした。

　今、私の目に映っているアホタレが本当にアホタレなのか、確信が持てなかったのです。

　アホタレであることは間違いありません。

　でも、あれはアホタレじゃない……。

　私の知っている……私の好きなアホタレじゃ、ない……。

「え……？」

　私は私の思考に驚おどろきました。

　好き……？

　私が、アホタレを、好き？

「え……？　でも……だって……そんな……」

　戸と惑まどい後ずさる私の視線の先で、アホタレが憤怒ふんぬの形ぎよう相そうを天へと向けました。

　業ごう火かのような殺気が殊こと更さらに燃え上がるのを感じて、私はかつてない焦しよう燥そうにかられました。

　このままでは、本当にアホタレがアホタレではなくなってしまう。

　アホタレが、いなくなってしまう。

　私の好きなアホタレが、いなくなってしまう。

「レックス様ーっ！」

　私はあらん限りの声で叫さけんでいました。

　ビクン、と全身を大きく震ふるわせて、アホタレが首を傾かたむけました。

　見開かれた空色の瞳ひとみが私を捉とらえて、二度、三度とまばたきをしました。

「アン……ジュ……？」

　疑問系の響きで私の名前を口にしたアホタレに、私は頷うなずきで応こたえました。

　アホタレはゆっくりを目を閉じると、やはりゆっくりとした動作で左右の腕うでを胸の前で交差させました。

　そして、しばし──。

　アホタレは閉じていた目を再び見開くのと同時に交差させていた腕を大きく広げ、身に纏まとっていた業火の殺気を四散させました。

「レックス……様……？」

「アンジュ」

　アホタレが、今度はたしかな響きで私の名前を口にしました。

　私に向けられている顔は、もう憤怒に歪ゆがんではいません。

「ありがとな。アンジュのおかげで、帰ってこられた」

　そう言ったアホタレの声こわ音ねは、表情は、寂さびしげではあったものの、私の知るアホタレの声音でした。表情でした。

　アホタレが、帰ってきたのです。

　けれど──。

　なにかが、違っていました。

　なにかが。もしくは、どこかが。

　なにが？　どこが？

「あ……」

　わかりました。

「瞳ひとみが……」

　違和感の正体は、猫ねこの、あるいは竜りゆうのそれのように縦たてに切れ上がった、空色の瞳でした。

「覚かく醒せいしたか」

　それは、いつの間にか私の傍かたわらに立っていたオルリスの言葉です。

「覚醒……？」

「ザッハークに触ふれたことで、レックスの血に宿る竜の因いん子しが、いよいよ目を覚ましたのだ」

「それじゃあ……」

「竜宝玉カーバンクルが足りぬ故ゆえ、未いまだ完成には至らぬが、力だけならば既すでに真の竜りゆう騎き士しのそれへと達しているはずだ」

　竜りゆう王おうの器たる真の竜騎士になるための二つの条件。

　その片方を、アホタレは満たしてしまったというのです。

「痛ぇじゃねえか、この野や郎ろう」

　低く重い声が鈍にぶく響いて、崩くずれた山の向こうに黒雲のように立ち込めていた灰かい燼じんに、人の輪りん郭かくが浮かび上がりました。

　それが誰であるかは、言うまでもありません。

「生なま煮にえのくせに、この俺おれに一発くらわせるとはな……。親父おやじが気に入るのも、道理だ」

　やがて全身を現した赤せき髪はつ赤せき眼がんの男は、曲がった鼻を指で直して、血の混じった唾つばを吐はき捨てました。

「だが、俺は気に入らねぇ。問もん答どう無む用ようでぶん殴なぐられて笑っていられるほど、人間ができちゃいねぇんだよ、俺はよ」

　噴ふん火か寸すん前ぜんの火山の如ごとく、怒ど気きという名のマグマを巌いわおのような肉体の内に滾たぎらせて、ザッハークは言葉とは裏腹に笑っていました。

　その凶きよう悪あくな笑みの先に立っているアホタレの気配は、凪なぎの海のように静かでした。

「親父には、てめぇはまかり間違っても殺すなと言われてる。だが、このままじゃ腹の虫が治まらねぇ。──となると、選せん択たく肢しは一つしかねぇよなぁ」

　マグマのような怒気がついに噴ふん火かして、浅黒かったザッハークの肌はだを焼けた鉄の色へと変えました。

「死なねぇ程度に、ぶちのめしてやる！」

　大だい音おん声じように圧おされて足をもつれさせた私は、オルリスに背中を支えられて辛からくも転倒を免まぬかれました。

　魔ま竜りゆうザッハーク……やはり、尋じん常じようの存在ではありません。

　しかし、私より間近でザッハークの怒ど気きと大音声にさらされながら身じろぎ一つせず、凪なぎの気配を保ち続けているアホタレもまた、尋常の域を逸いつ脱だつしています。

「レックス様は、勝てるでしょうか？」

　オルリスは言っていました。今のアホタレは、力だけなら真の竜りゆう騎き士しに達していると。

　自分を見失うほどの激しい怒いかりで力を解き放ったアホタレの剛ごう拳けんは、不ふ意い打うち気味だったとはいえザッハークを身体からだごと吹っ飛ばし、血を流させました。

　そして、その際にザッハークに触ふれたことで、アホタレはさらに力を増しています。

　瞳どう孔こうの形状すら竜のそれへと変化した今のアホタレは、その力は、もはや私の物差しでは測りきれません。

　四天竜ノーブルドラゴンを超える力を持つというザッハークにだって、敗けはしないはず……。

「難しいだろうな」

　しかし、オルリスの答えは違っていました。

「父の力より生まれたザッハークは、闘争に特化した竜だ。父以外に、あれと戦って勝てる竜は存在しない。故ゆえに、あれは父の武力の代行者として、人の歴史の陰で爪そう牙がを振るい続けてきたのだ。かつての人じん魔ま戦争でも、あれは我ら四天竜を上回る戦果を挙げている。魔ま王おうの妻つまを討うったのも、あれだ」

「そんな……」

　人魔戦争時の魔ま界かいに於おいて、魔王メイ＝ヘムに次つぐ力を持っていたとされる魔王妃ひレダは、私の知る歴史では、四天竜によって倒されていました。

　しかし、事実は違った……。

　レダを討ったのは、魔王に次ぐ魔界の実力者を討ったのは、他ほかならぬ、あの赤せき髪はつ赤せき眼がんの男だというのです。

「レックス一人では、勝てないだろう。一人では、な」

　オルリスが私の肩かたに手を載のせて言ったその言葉の意味は、即座に理解できました。

　私は頷うなずいて、途と切ぎれていた精神の糸を編み直しました。

　アホタレ一人では、勝てない。

　ならば、どうするか。

　答えは、明白でした。考えるまでもありません。

　私は二本編んだ精神の糸の一本を〝世界の傷〟へと突つき刺さし、もう一本を右手の薬指に──フェニックス・リングへと絡からませました。そして、呪じゆ文もんを唱となえます。

　アホタレは、一人では戦いません。

　なぜなら、アホタレの傍かたわらには私がいるからです。

　気配を察したらしいアホタレが、振り向いて目を瞠みはりました。

　──止めないでください。

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようを続けながら、私は心の声でアホタレに懇こん願がんしました。

　──私にも、戦わせてください。

　レイヴェン様のために。ユーリアさんのために。

　そして、誰より、あなたのために。

　──私に、命を燃やさせてください。

　アホタレは、頷うなずきました。

　頷いてくれました。

　それは、魔ま竜りゆうザッハークという強大無む比ひな敵を前にしてもなお、私を足手まといではなく戦力として認めてくれた、なによりの証左。

　私はアホタレと共に戦える喜びに胸を張り、決意に目を見開いて、力ある言葉を解き放ちました。

「〝完全燃焼アラミタマ〟！」




　真の竜りゆう騎き士しに達する力を得たアホタレと、竜りゆう王おうの武力の代行者たる魔竜ザッハーク。

　両者の力の激げき突とつは、ドラゴンの攻こう撃げきによって既すでに破は壊かいの限りを尽つくされていたコスモスの街を、さらに容よう赦しやなく蹂じゆう躙りんしました。

　アホタレの武器は、言うまでもなく暗黒剣デスブリンガー。一方のザッハークは、手てつ甲こうを攻こう防ぼう一体の武器としていました。

　手甲といっても、それは金属ではなく、ザッハークの腕うでの中側から迫せり出てきた無数の鱗うろこ状じようの鉱物によって構成されていました。否、まさしくそれは彼自身の鱗なのでしょう。

　鱗の色は、赤。ただし、彼の髪かみや眼まなこのような燃え立つ炎ほのおの赤ではなく、黒みがかった──血を連想させる赤です。

　それが、両手の指先から肘ひじの少し下あたりまでを、幾いく重えにも重なりながら隙すき間まなく覆おおっているのです。

　その強度はアホタレの斬ざん撃げきを容易たやすく弾はじき返すほどで、手甲ごと腕を両断といった展開は見出せません。

　武器としてはこれといって特殊な力はないようですが、手甲を形成している鱗の一枚一枚が槍やりの穂ほの如ごとく尖とがっているために、拳けん撃げきをまともにもらわずとも、掠かすっただけで皮ひ膚ふと肉を切り裂さかれることになります。

　実際、アホタレは既すでに傷まみれの血まみれです。それでも、鮮せん血けつをほとばしらせながらも、アホタレは動きを鈍にぶらせることなく果か敢かんに暗黒剣を繰くり出し続けています。

　もちろん、私もただ見ていただけではありません。

　剛ごう魔ま法ほうでアホタレを援護していました。

　私がこの戦いで剛魔法を放った回数は、現時点で、三。

〝煉獄ホムラ〟を二回、〝雷電ナルカミ〟を一回。

　いずれも避さけられてしまい、ザッハークにダメージを与えることはできていませんが、無む駄だにもなっていません。

　最初に放った剛の〝煉獄〟を目まの当たりにして、ザッハークは露ろ骨こつに顔色を変えました。

　驚きよう愕がくと戦せん慄りつが入り交じった表情は、私が命を燃やして得た魔ま力りよくが、ザッハークにも届きうることを証明していました。

　それまで私は、ザッハークにとって、取るに足らない路ろ傍ぼうの石にも等しい存在でしかなかったはずです。

　しかし、剛魔法を脅きよう威いに感じたことで、ザッハークはアホタレだけでなく私にも注意を払はらわなければならなくなりました。

　剛魔法が当たらなくても、私がここにいて呪じゆ文もんを唱となえているだけで、ザッハークのアホタレに対する攻撃を多少なりとも緩かん和わし、逆にアホタレに攻撃のチャンスを増やすことができるのです。

　アホタレは無数の傷を負い、〝完全燃焼アラミタマ〟使用中の私は、私自身の命が発する熱に全身全神経を苛さいなまれながら辛かろうじて意識を保っている状態です。

　対するザッハークは、未いまだ無傷。一見すると私たちのほうが追い詰つめられているように見えるでしょうが、その認識は必ずしも正しくはありません。

　私たちのほうが優位に立っているとはとても言えませんが、ザッハークもまた、優勢とは言い難い状態なのです。

「いい加減にしろよ、女ぁ！」

　よろめきつつも呪文を唱える私に、ザッハークが苛いら立だちに満ちた眼まなこと声をぶつけてきました。

　かまわずに、詠えい唱しようを続けます。

　ザッハークが、全身を私に向けて、強すぎる脚きやく力りよくで街路の石畳だたみを爆ばく砕さいしました。

　焼けた鉄色の巨きよ軀くは、しかし、私の眼前に至るその前に、アホタレの全身を投げ出すような文字どおりの渾こん身しんの斬ざん撃げきに、叩たたき落とされていました。

　それは、ザッハークが次に私を狙ねらうと予測していたからこそ繰くり出すことができた、万が一にも外すことの許されない一いち撃げきでした。

「があっ！」

　ザッハークの口から、初めて悲鳴らしき声がほとばしりました。

　直ちよく撃げきはしていません。手てつ甲こうでしっかり防がれてもなお殺しきれないほどの破は壊かい力りよくが、今のアホタレの一撃にはあったのです。

「アンジュ！」

　叫さけんで跳とび退のいたアホタレに、私は力ある言葉で応こたえました。

「〝雷電ナルカミ〟・剛ごう！」

「ぬ……ああああああああああっ！」

　人の身の限界を超えた魔ま力りよくを贄にえにして招かれた爆ばく雷らいの直撃を受けて、ザッハークは今度こそ間違いなく悲鳴をあげました。

　手て応ごたえはありました。が、倒せてはいません。

　私は即座に次の呪じゆ文もんを唱えようとして、片膝ひざをつきました。いえ、膝が地面につこうかという瞬しゆん間かんに、アホタレに抱だきかかえられていました。

　アホタレは間かん髪はつ入いれずに跳んで、青白い閃せん光こうを突つき破るようにして現れたザッハークから距きよ離りを取りました。

「やるじゃねぇかよ……」

　ザッハークは笑みを浮かべつつも、その足取りは右へ左へとふらついていました。肩かたも大きく上下しています。

「今のは効いたぜ……。何なんだ、その女は？　人間の魔ま力りよくじゃねぇぞ」

「アンジュは、人間だよ。一番頼りになる、大切な、オレの仲間だ」

　アホタレが私を下ろしながら言ったその言葉は、絶え間ない苦痛で意識さえも危うい私に力をくれました。

　地を踏ふみしめ、まっすぐに顔を上げて、ザッハークを睨にらみます。

「のろけやがって、面おも白しろくねぇ」

　唾だ棄きするように言うと、ザッハークは足を広げ腰こしを落として、全身に力を漲みなぎらせました。

　剛の〝雷電〟は、それなりに効いているはずですが……ザッハークの巨きよ軀くに満ちる力は、まったく衰おとろえていません。

「あんたは、竜りゆうの姿にはならないのか？」

　アホタレが口にした問いは、私も気になっていたことでした。

　オルリスもジェイドも、全力を発揮する時には、自らの本性である竜の姿へとその身を変じていました。

　ザッハークは、しかし、今もまだ人の姿を保ち続けています。

　竜に姿を変えることで、さらに力を増す……ということであれば、いよいよ私たちに勝ち目はないでしょう。

　しかし、それは『ない』というのが、私の見立てでした。

　根こん拠きよはありません。ただ、ザッハークの力はこれが限界だと、もう底は見えたと、私の勘かんがそう告げているのです。

　ザッハークが強敵であるという事実は、変わりません。強さだけでいえばアイネイアよりもソーマ＝サイフォスよりも上でしょう。

　ですが、ザッハークからは、アイネイアから感じた壮そう絶ぜつなまでの覚かく悟ごも、ソーマ＝サイフォスから感じた凄せい絶ぜつなまでの憎ぞう悪おも、感じません。

「この俺おれを四天竜ノーブルドラゴンごときと同じに見るなよ。俺の存在は、肉の一いつ片ぺん、鱗うろこの一枚まで、もれなく親父おやじの力で出来ている。力そのものなんだよ、俺は。姿なんざ、関係ねぇ」

　やはり。

　これ以上、秘めた力がないというのであれば、ザッハークは怖こわい敵ではありません。

「なにを笑っていやがる、女ぁ！」

　ザッハークが怒ど号ごうを轟とどろかせて地面を蹴けり砕くだき、剛ごう拳けんが唸うなりをあげました。

　私の反射神経では、たとえ〝完全燃焼アラミタマ〟の灼しやく熱ねつに苛さいなまれていない状態だったとしても、避さけられる攻こう撃げきではありません。事実、私は一歩も動けませんでした。

　にもかかわらず私が無傷ですんだのは、眼前に差し出されたアホタレの手が、ザッハークの拳こぶしを受け止めてくれたおかげでした。

　アホタレの手からは、ボタボタと血が滴したたっていました。手てつ甲こうを形成している尖とがった鱗うろこが、皮ひ膚ふを破り肉を抉えぐっているのです。

「てめぇ……！」

　ザッハークが踏ふみ込みを強め拳を押し込んでも、アホタレは頑がんとして手を離はなしません。

「竜りゆう王おうは、なんでユーリアをあんたに殺させたんだ？」

　アホタレは、オルリスには答えられなかった問いを眼前のザッハークに向けました。

「あんたなら、答えられるんじゃないのか？」

「まぁな。俺には制約はねぇからな。教えてほしいか？」

「ああ」

「だったら、まずはその鬱うつ陶とうしい手を離しやがれっ！」

　ザッハークの逆の拳がアホタレのこめかみを捉とらえて、アホタレを身体からだごと吹っ飛ばしました。

「レックス様！」

　肩かたで地面を舐なめたアホタレは、すぐさま起き上がって血まみれの手を掲かかげました。

　良かった……と、胸を撫なで下ろすことはできませんでした。

　掲げているのと逆の腕うで……すなわち、利きき腕であるはずの右腕が、だらりと垂たれ下がってしまっていたのです。

　私には視認しきれませんでしたが、咄とつ嗟さに右腕を盾たてにすることで、こめかみへの打だ撃げきを防いだのでしょう。

　垂れ下がった右手の下に落ちていた暗黒剣デスブリンガーを血まみれの左手で拾って、アホタレは立ち上がりました。

「防いだか。とことん生意気なヤツだな。だが、おかげで殺さずにすんだぜ。てめぇを殺しちまうと、俺おれが親父おやじに殺されちまうからな」

　防がれたとはいえ、アホタレの右腕うでを潰つぶしたことで多少なりとも溜りゆう飲いんが下がったのでしょう。ザッハークの口の端はには笑みが滲にじんでいました。

「駄だ賃ちん代わりに答えてやる。……親父おやじが俺にあの女を殺させたのは、動機付けだ。てめぇの兄貴を鍛きたえるための、な」

「ユーリアを殺して、兄貴を怒おこらせて……それで、兄貴を強くしようとしたってことか」

「憎にくしみってのは、一番わかりやすい動機だからな」

　竜りゆう王おうがレイヴェン様を強くしようとしたのは、もちろん、レイヴェン様を器にするためです。想おもい人であったユーリアさんを竜王の意志によって奪うばわれたレイヴェン様は、竜王を憎にくみ、竜王への復ふく讐しゆうを目的として『剣けん聖せい』と称されるほどの強さを手に入れた……。

　血の滲にじむような努力が、そこにはあったはずです。

　血を吐はくような怨えん嗟さが、そこにはあったはずなのです。

「だが、てめぇの兄貴は雑ざ魚こだった。親父の器になれるだけの器じゃなかったってことだ。おっと、シャレになっちまったな」

　耳が痛くなるような大声で笑いながら、ザッハークはアホタレの血に濡ぬれた右の拳こぶしを大きく振りかぶりました。

　赤い眼めが目の前の私を捉とらえて、半はん月げつのように細められました。

　──やられる……！

　心の中で叫さけんだ時にはもう、私はアホタレに抱かかえられてザッハークを上空から見下ろしていました。

　ザッハークの剛ごう拳けんが地を打ち据すえた衝しよう撃げきに、大気までもが激しく震ふるえました。

　まともにくらっていたら……いえ、かすっただけでも命はなかったでしょう。即死などと生なま易やさしいものではありません。木こっ端ぱ微み塵じんです。

　ザッハークからやや距きよ離りを取って着地したアホタレは、声には出さず、視線だけで「大だい丈じよう夫ぶか？」と訊たずねてきました。

　私は頷うなずきで答えました。

　アホタレのおかげで、私は無傷です。今この瞬しゆん間かんも〝完全燃焼アラミタマ〟による灼しやく熱ねつ感に苛さいなまれ続けてはいますが、この戦いが終わるまでは、なにがあろうと持ちこたえてみせます。

　頷いてザッハークのほうへと向き直ったアホタレは、右腕はだらりと垂たらしたまま、ボロボロの左手で拳こぶしを作って鋭するどい呼こ気きを発しました。

　半はん瞬しゆんの後には、アホタレの姿はザッハークの眼前へと至り、ボロボロの左拳をザッハークの腹へとめり込ませていました。

「がは……っ！」

　ザッハークは眼を剝むいて、巨きよ軀くを後ずさらせました。

　アホタレが打ったのは、ザッハークの右脇わき腹ばら──人体でいうところの、ちょうど肝かん臓ぞうのある位置です。

　その本性が竜りゆうであろうと、人の姿をしている以上、急所は人のそれと変わらない。ジェイドとの殴おう打だ戦で学んだことです。

　体勢を崩くずしたザッハークを、アホタレは容よう赦しやなく攻せめ立てました。

　絶え間ない拳けん撃げきの雨──いえ、嵐が、ザッハークを打ち据すえ、じりじりと後退させていきます。

　おそらく、アホタレの拳こぶしはデタラメに繰くり出されているのではなく、一いち撃げき一撃が正確にザッハークの急所を打ち抜いているのでしょう。

　苦く悶もんに歪ゆがんだザッハークの顔が、それを物語っています。

　私は詠えい唱しようを急ぎました。

　アホタレの拳が効いているとはいえ、それだけで倒れてくれるような相手ではないはずです。

「なめ……るなあっ！」

　事実、ザッハークは倒れるどころか咆ほう吼こうを轟とどろかせて反はん撃げきしてきました。

　鱗うろこの手てつ甲こうに覆おおわれた二つの巨きよ大だいな拳は、アホタレの猛もう攻こうを凌りよう駕がする疾はやさと力強さで吹き狂い、攻守をひっくり返しました。

　アホタレは避さけるのが精一杯……どころか、避けきれずにその身を切り裂さかれています。

　血に宿る竜の因いん子しのおかげか、アホタレの打たれ強さ、生命力、回復力は人間のそれを超えていますが、かといって不ふ死じ身みなわけではありません。

「どうしたどうした！　もう終わりかぁ！」

　攻めるザッハークの眼まなこに、もはや理性は感じられません。アホタレに滅めつ多た打ちにされたことで頭に血が上りきっています。

　このままでは、アホタレが殺されてしまいます。

「がら空あきだぞぉ！」

　ザッハークのすくい上げるような拳撃がアホタレの胸を直ちよく撃げきして、アホタレは生命感なく宙を舞い、血の雨を降らせながら壊こわれた地面に全身を打ちつけました。

　アホタレは──立ち上がりました。

　塊かたまりのような血を吐はきながらも、顔を上げてザッハークを睨にらみます。

　今の一いち撃げきを受けて、よもや立ち上がってくるとは思っていなかったのでしょう。ザッハークは凶きよう貌ぼうに戸と惑まどいの色を浮かべて、呻うめきました。

　アホタレは解けていた拳を固め直して、全身に力を漲みなぎらせました。

　生きているのが不思議なほどに傷ついているにもかかわらず、アホタレから感じる力の気配は、衰おとろえも揺ゆらぎもしていません。

「こんな……もんじゃ、なかった、はず……だ。兄貴の、痛みは……」

　喘ぜん鳴めい交まじりの声で、アホタレは言いました。

「そうかい。安心しろよ。立てなくなるまで痛めつけてやるからよ！」

　吠ほえて、ザッハークはアホタレに肉にく薄はくしました。

　眼めと歯を剝むいて、限界の高さにまで拳こぶしを振りかぶります。

　私の呪じゆ文もんは完成していましたが、今撃うてばアホタレまで巻き込んでしまいます。

　──レックス様！

　と私が心の中でアホタレの名前を叫さけんだのと同時でした。

　ザッハークの背後に深しん紅くが閃ひらめいたのは。

　私は目を疑いました。

　なぜ、彼女がここにいるのか。

　ザッハークの赤せき髪はつとは比較にならないほどに鮮あざやかで美しい深紅の髪かみを靡なびかせつつ、彼女は手にしたカタナを光らせました。

「血ち桜ざくらの舞い。──百ひやつ花か繚りよう乱らん」

　その声に振り返ったザッハークは、おそらく、二重の意味で驚きよう愕がくしたはずです。

　自分の背後を取った襲しゆう撃げき者が七人もいたことに。そして、その七人が同じ顔、格好をしていたことに。

　七人の襲撃者が妖よう艶えんな笑みを浮かべて繰くり出したカタナは、しかし、ザッハークを切り裂さくことはできませんでした。

　さすがの反射神経で、ザッハークは空中へと逃のがれていたのです。

　そう、空中へと。

「〝煉獄ホムラ〟・剛ごう！」

　私が杖つえを振り上げた先、ザッハークの文字通りの目と鼻の先に点ともった小さな火は、瞬しゆん時じに膨ふくれ上がってザッハークを吞のみ込み、炸さく裂れつしました。

　轟ごう音おんに震ふるえる空から、赤く紅あかい火の雨がコスモスの街へと降り注ぎます。

　熱あつさと眩まぶしさに目を細めつつも、私は視線を空に据すえ続けました。

　吹雪ふぶきのような火の粉このただ中に、果たしてその男の姿はありました。

　焼けた鉄のような色の皮ひ膚ふを、正しよう真しん正しよう銘めい、焼け爛ただれさせながらも、魔ま竜りゆうザッハークは巨きよ軀くを空に留とどめていました。

「やり……やがったな……っ！」

　怒いかりとダメージに全身を震ふるわせながら、ザッハークは左の拳こぶしを高く掲かかげました。

　手てつ甲こうに覆おおわれた拳からは、血の色をした光がゆらゆらと立ち上っています。

　光は拡散することなく拳の上へと集まり、見る間に巨きよ大だいな球体を形成しました。

　表面のあちこちから炎ほのおを噴ふき上げ、周囲に無数の稲いな妻ずまをほとばしらせているその球体は、ザッハークの憤ふん怒ぬの顕けん現げんに違いありません。

　あれが地上に落ち炸さく裂れつしたら、一体どれほどの破は壊かいがもたらされるのか。

　私たちが今いるコスモスの中央広場は、跡あと形かたもなく消し飛んでしまうでしょう。もちろん、私たちごと、です。最悪、コスモスの街が丸ごと消失してしまうかもしれません。

　剛ごう魔ま法ほうをぶつけたとしても、相そう殺さいできるかどうか……。

　とはいえ、この場面でザッハークのあの攻こう撃げきに対抗できるのは、私の剛魔法だけです。やるしかありません。

　命を燃やすことによって得た魔ま力りよくのすべてを注ぎ込む覚かく悟ごで、私は呪じゆ文もんを唱となえました。

「死ねえっ！」

　巨きよ大だい光こう球きゆうが、より一層、不ふ吉きつに赫かがやきました。

　呪文は──間に合いません。

「お任せを」

　耳元で声がして、直後、目の端はしで真っ白な光が弾はじけました。

　──今の声は……！

　眩まぶしさに怯ひるみながら、私は期待のまなざしを空へと向けました。

　矢の疾はやさで虚こ空くうを駆かけ上がる、一筋の光の奔ほん流りゆう。

　白すぎるほどに白い──すべてを浄じよう化かするようなその純白の光は、高く掲かかげられたザッハークの左腕うでにぶつかり、肘ひじから下を、綺き麗れいさっぱり消し去りました。

「ああっ!?」

　ザッハークが驚きよう愕がくの声をあげると、失われた左手の上で圧倒的な破は壊かいの力をたたえていた巨大光球は、まるでしゃぼん玉のように弾はじけて燐りん光こうに変わりました。

「な……んだ、こりゃあっ!?」

　驚おどろきから即座に立ち直れなかったザッハークは、目の前に拳こぶしを振りかぶったアホタレが迫っていることに気づけませんでした。

「おおおおおおおおおおっ！」

　アホタレが雄お叫たけびとともに打ち下ろした拳は、ザッハークの顔面を捉とらえ、爆ばく発はつ音にも似た音を轟とどろかせました。

　事実、それはアホタレが拳に込めた力がザッハークの全身を駆かけ巡めぐり、爆発した音だったのでしょう。

　瓦が礫れきの山の上に叩たたき落とされたザッハークは、受け身さえ取れていないように見えました。

「アンジュ、もういい」

　私の目の前に降り立ったアホタレが、顔だけを振り向かせて言いました。

　頷うなずいて、私は詠えい唱しようをやめました。

　唱えていたのは、〝屠竜アメノハバキリ〟の呪じゆ文もんです。

〝完全燃焼アラミタマ〟で魔ま力りよくが桁けた違ちがいに上がっている今の状態では制せい御ぎよが難しい魔ま法ほうですが、ザッハークのあの巨きよ大だい光こう球きゆうを打ち消せる可能性のある唯一の魔ま法ほうでもありました。

　ただ、ザッハークが地上にいる現状では撃うてません。地形を変えてしまいます。

〝完全燃焼アラミタマ〟を維持したまま、私は大きく息を吐はきました。

「アンジュ様」

　そんな私に声をかけ、そっと背中に手を添えてくれたのは、トモエさんです。

　トモエさんはメイド服ではなく、ゆったりとした純白の衣に身を包んでいました。頭の両脇で結われていた髪かみは解け、腰こしにまで届いています。

　殺戮天使キリングエンジエル。そして、超絶対刃アルテイマソード。

　トモエさんは、ヒナギクとの融ゆう合ごうによって得た姿と力で、ザッハークの左腕うでをもぎ取ったのです。

　トモエさんの隣となりには、血ち桜ざくらの異名に相応ふさわしい、長い深しん紅くの髪かみの美女の姿がありました。

「アイ……カ……」

　息も絶え絶えに名前を口にした私を横目に捉とらえて、美女──アイカは、艶つややかな微び笑しようを浮かべました。

　殺し屋である彼女が、なぜここにいるのか。

　理由も目的もわかりませんが、私が剛ごうの〝煉獄ホムラ〟をザッハークにくらわせてやることができたのは、彼女のおかげです。

「終わったのでしょうか？」

　トモエさんが口にした疑問に、アイカが答えました。

「少なくとも、戦う力はもう残っていないでしょう」

　アイカの見立ては、私と同じでした。

　ザッハークは、生きています。生きてはいますが、もうまともには動けないはずです。

「ぐ……がああああああああああっ！」

　瓦が礫れきをはね除のけ立ち上がったザッハークは、声の大きさこそ変わっていなかったものの、迫力はすっかり失われていました。

　アホタレに向けて何事かを喚わめき散らしていますが、顔面の損傷が激しく、何を言っているのかさっぱり聞き取れません。

　アホタレは言葉を返しません。深ふか手でを負っているのはアホタレも同じです。それでも、今のザッハークになら容易にとどめを刺させるはずです。

　ザッハークはレイヴェン様の仇かたきです。ユーリアさんを手にかけた実行犯でもあります。決して許せる相手ではないはずです。

　ザッハークが死んでしまったら、竜宝玉カーバンクルが手に入らなくなってしまう。だから、殺さない。

　アホタレは、きっと、そんなことは考えていないでしょう。

　どんな憎にくい相手でも、いっそ殺してしまったほうが世のためになる相手だとしても、命を奪うばいはしない。

　アホタレは、そういう人なのです。

　アホタレは、それでいいのです。

　ザッハークは殊こと更さらに大きな声で何かを叫さけぶと、跳ちよう躍やくし、そのまま何ど処こかへと飛び去ってしまいました。

　あまりにも鮮あざやかな逃げっぷりに、呆あつ気けに取られてしまったほどです。

「逃げ足の速いヤツだな～。オレみたいだ」

　アホタレが振り返って歯を見せました。

　竜りゆうのそれのように縦たてに切れ上がっていた瞳ひとみは、元に戻もどっていました。

　血に汚よごれてはいたものの、それは、いつものアホタレの顔でした。

　私は安あん堵どに全身を弛し緩かんさせつつ、〝完全燃焼アラミタマ〟を解除しました。

　深呼吸をしながら、自分の状態を確認します。

　消しよう耗もうはしていますが、倒れるほどではありません。動くこともできそうです。

　命が燃える苦しみに、命が削けずれていくことに、やはり身体からだが慣れてきているのです。

　本来なら、喜ぶべきことではないのでしょう。

　ですが、身体がより戦いに適していっていると考えれば……それは、強くなっているということです。

　私には、力がいるのです。

　たとえそれが、命を代だい償しようとした外げ法ほうにも等しい力だとしても。

　ただの人間でしかない私が、人間を超越した敵と戦うためには、手段を選んではいられないのです。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アンジュ」

　アホタレに声をかけられて、私はいつの間にかうつむいてしまっていた顔を上げました。

「私は大丈夫です。レックス様のほうこそ、酷ひどいお怪け我がを……」

　アホタレは全身傷まみれの血まみれで、右腕うでは未だ力なく垂たれ下がったままです。

「大丈夫でしょう」

　アイカが言いました。

「不完全とはいえ、彼は竜りゆう騎き士しです。生きてさえいれば、どんな怪我も一日と経たたずに治ってしまうでしょう」

「……アイカ？」

　アイカの口振りは、まるで彼女が竜騎士という存在について熟知しているかのように聞こえました。

「あんたは、えーっと……アイカ……だっけ？　ありがとな」

　アホタレに疲労感の滲にじんだ笑みを向けられたアイカは、カタナを鞘さやに収め、軽く肩かたを竦すくめて答えました。

「礼には及びません。これも、仕事ですから」

「オレを助けるのが、あんたの仕事なのか？」

「そうではありませんが、貴男あなたに死なれてしまうと、仕事が果たせなくなってしまうのです」

　仕事……ということは、やはり彼女は誰かの依頼によって、三度、私たちの前に現れたのです。

「レイヴェン様……ですか？　あなたの依頼主は……」

　アイカは切れ長の目を細め、頷うなずきました。

「正解です。よくわかりましたね」

　驚おどろきはありませんでした。

　ハイドフェルト邸ていで戦った時も、アイカはレイヴェン様の依頼で動いていたのです。

「彼から受けた仕事は、二つあります。……一つは、貴女あなたたちの持つ竜宝玉カーバンクルを奪うばうこと」

　アイカは左手を袂たもとから出して持ち上げると、白くしなやかな人差し指を立てて、言いました。

「これは、貴女たちが万が一にも竜宝玉を四つ揃そろえてしまわないようにするための処置だと言っていましたね。レイヴェンは銀ぎん竜りゆうユランの竜宝玉を手に入れてはいましたが、それだけではまだ不十分だと……」

「ザッハークの竜宝玉……ですね」

　アイカは頷きました。

　アホタレが真の竜りゆう騎き士しになるために必要な竜宝玉は、四つ。

　ザッハークの持つ竜宝玉も数に加えれば、竜宝玉は全部で五つ存在することになります。

　ユランの竜宝玉が失われたとしても、私たちにはまだ竜宝玉を四つ集めることは不可能ではないのです。

　事実、ザッハークは私たちに自分の竜宝玉を渡すように竜りゆう王おうに命じられていました。

「兄貴は、どうしてもオレを竜騎士にしたくなかったんだな……」

「そうでも、ありませんよ。私がレイヴェンから受けたもう一つの仕事は、貴男あなたに竜宝玉を渡すことですから」

　アイカは左手の人差し指に中指を立てて添えると、右手を懐ふところへと差し入れ、何かを取り出しました。

「それは……」

　子供の拳こぶしほどの大きさのその珠たまは、アイカの白い手の上で、やわらかな光を放っていました。
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「レイヴェンは、貴男あなたを竜りゆう騎き士しにはしたくなかった。それは、半分は事実であり、半分は違っています。……レイヴェンは貴男を竜騎士にはしたくなかった。しかし、同時に、貴男を竜騎士にしたいとも考えていたのです」

　戸と惑まどわずにはいられませんでした。

　アイカが手にしている珠たまが本当に竜宝玉カーバンクルなのだとしたら、四天竜ノーブルドラゴンと魔ま竜りゆうザッハークの外にも竜宝玉を生み出せる竜が存在するということになります。

　それに、レイヴェン様はアホタレを竜騎士にしたくなかったからこそ、最後の力を振り絞しぼってユランの竜宝玉を破は壊かいしたはずです。

　レイヴェン様は、アホタレを竜騎士にしたくなかった。しかし、同時に竜騎士にしたいとも考えていた。

　アイカは一体なにを言っているのか。彼女の言葉が偽いつわりではないのだとしたら、レイヴェン様はアホタレを一体どうしたかったのか。

「この竜宝玉が一体誰の魂たましいのかけらなのかは……貴女あなたには、言うまでもありませんね？」

　アイカは視線と言葉は、私の斜ななめ後ろに立つ人物へと向けられていました。

「オルリス……」

　オルリスは強こわ張ばった面おも持もちで、アイカの手にある珠を見つめていました。

「あれは、たしかに竜宝玉だ。だが……」

「誰の竜宝玉であるかは、言えない……と？」

「すまぬ……」

　オルリスが口にできないということは、竜りゆう王おうの制約が働いているということです。それはつまり、アイカが手にしている竜宝玉の持ち主は、竜王にとって都合の悪い存在であることを意味していました。

　オルリスが答えられないのであれば、アイカに問うしかありません。

「アイカ。その竜宝玉は、一体……」

「堕だ天てん竜りゆうヴァナディース。この竜宝玉は、彼女の魂のかけらです」

「堕天……？」

「その名を口にすることさえ禁きん忌きとされた、もう一体の竜王……それが、ヴァナディース」

　オルリスが息を吞のむ気配が背後から伝わってきました。

　彼女のその反応は、アイカの語った内容に説得力を与えていました。

　もう一体の竜王だという、堕天竜ヴァナディース……。

　そういった竜が、たしかに存在しているのです。

「詳くわしく、話してください」

　アイカは懐ふところに竜宝玉を戻もどして、頷うなずきました。

「話しましょう。……しかし、まずは場所を変えましょうか。肝かん心じんの彼が聞いていないのでは、意味がありませんから」

　アイカが流し目を送った先で、アホタレがばったりと前のめりに倒れました。

「レックス様！」

「イル！」

　私とトモエさんがあげた声にも、アホタレは応こたえてはくれませんでした。

「少々、血が出すぎたようですね。放っておいても問題はないでしょうが、一応、手当をしておきますか」

　駆かけ寄ろうとした私とトモエさんを手で制してアホタレに歩み寄ったアイカは、片腕うでで軽々とアホタレを担かつぎ上げて、美び貌ぼうを振り向かせました。

「さあ、『天てん球きゆう』のユーシスのところに案内してください」




　天空観測所に運び込まれたアホタレは、幸い、すぐに目を覚ましました。

　意識もはっきりしていますし、目を覚ましてすぐに歩くこともできました。骨が、おそらくは粉々に砕くだけていたはずの右腕うでも、肩かたの高さにまでなら持ち上げられるようになっていました。本人曰いわく、まだほとんど力が入らないそうですが。

　数えきれないほどに負っていた裂れつ傷しようも、大おお方かた、塞ふさがりかけていました。

　一応、消毒剤ざいと包ほう帯たいで簡単な手当はしてもらいましたが、それさえも必要なかったかもしれません。

　ただでさえ人間離ばなれしていた回復力が、明らかに向上しています。

「ありがとな、ユーシス。手当してもらってさ」

　ベッドの縁ふちに腰こし掛かけているアホタレが、血色の戻もどってきた顔に笑みを浮かべて、ユーシスに声をかけました。

　白衣のポケットに手を入れた姿勢で壁に寄りかかっていたユーシスは、肩を竦すくめて応こたえました。

　ここは、天空観測所の中層階に位置している、ユーシスの私室です。

　コスモスの街で一番大きな建物である天空観測所は、上層階こそドラゴンの攻こう撃げきで跡あと形かたもなくなってしまっていたものの、中層階から下は甚じん大だいな被害は免まぬかれていました。

　ユーシスの部屋は、ベッドと衣装ダンス以外には、もう本当に一いつ切さい物がありませんでした。おそらく、ここは寝るためだけの部屋なのでしょう。

　室内にいるのは、私、アホタレ、トモエさんに、オルリスとアイカと、それに部屋の主であるユーシスを加えた六人です。

　キグナス侯こうは、ユーシスに応急処置を施された後、施せ療りよう院いんに運ばれていったそうです。医療の心得のあるユーシスの見立てによれば、とりあえず命には別状ないだろうということでした。

　身体からだだけでなく、レイヴェン様の死により彼は心にも深い傷を負っています。苦しいでしょうが、一日も早く立ち直ってほしいと思います。彼は有能な軍人です。軍人として、国のため国民のために奉ほう仕しすることが、レイヴェン様へのなによりの報むくいになるでしょう。

「アンジュ様、お加減はいかがですか？」

　心配して声をかけてくれたトモエさんは、メイド服にヘッドドレスという『正装』に戻もどっていました。髪かみ型もいつもの二つ結びに戻っています。

「私は大だい丈じよう夫ぶです」

〝完全燃焼アラミタマ〟の解除からいくらか時間が経たっていましたが、私はこうして意識を保つことができていました。話すこともできますし、天空観測所までは自力で歩いてきました。とはいえ、さすがに走り回ったりはできそうにありません。今は、アホタレと並んでベッドに腰こし掛かけさせてもらっています。

　トモエさんには大丈夫と答えましたが、正直、大丈夫なのかどうかは自分でもわかりません。身体からだが〝完全燃焼〟に慣れてきているとはいえ、反動が後から押し寄せてこないとも限らないのです。そして、その時、生きていられるという保証もありません。

「アイカ」

　不安を覚かく悟ごという名の刃やいばで切り払はらって、私はアイカに声をかけました。

　悠ゆう然ぜんと部屋の真ん中に立ち、再び懐ふところから取り出した竜宝玉カーバンクルを玩もてあそんでいたアイカは、美び貌ぼうを私に向け、目を細めました。

「教えてください。あなたの持つ竜宝玉について。堕だ天てん竜りゆうヴァナディースについて」

「竜宝玉？」

　語尾上がりの声を出したのは、ユーシスです。

「それじゃあ、アンタが持ってるそれ……やっぱり竜宝玉なんだ。堕天竜って、一体なに？」

　ユーシスは寄りかかっていた壁から背中を離はなし、アイカに疑問とともに険けわしい目を向けました。

　ユーシスさえもその存在を知らなかった堕天竜ヴァナディース……。しかし、先程のアイカの口ぶりからすると、レイヴェン様はヴァナディースを知っていたようですが……。

「堕天竜ヴァナディースは、竜りゆう王おうシグルドの双子ふたごの妹……。旧世界に於おいて聖せい母ぼ竜りゆうの名を冠かんしていました」

「聞いたことがありません。聖母竜も堕天竜も……」

「知らなくて当然です。ヴァナディースはその名を口にすることさえ禁きん忌きとされた竜です。記すことも、無論、禁じられています。禁忌を犯した者を、竜王は許しはしませんでした」

「それは、殺された……ということですか？」

　アイカは頷うなずきました。

「ヴァナディースの存在を後世に伝えようとした者は粛しゆく正せいされ、記録の類たぐいはすべて焼しよう却きやく、破は壊かいされたそうです」

「仲、悪いんだなー」

　頭の後ろで手を組んだアホタレが、呆あきれ顔で言いました。

「その、ヴァナなんとかってのと竜りゆう王おうは、兄妹なんだろ？」

「原因は、意見の対立です」

　アホタレに微び苦く笑しようを返して、アイカは語ります。

「竜王と聖せい母ぼ竜りゆうの兄妹は、どちらも世界の存続という命題を与えられています。彼らは世界を滅ぼしうる存在を許しません。人間も、例外ではありません。事実、魔ま法ほう技術を発達させすぎた旧世界の人類を、竜王は世界を滅ほろぼす害悪と見なしました」

　アイカのその言葉に、トモエさんが息を吞のみました。

　トモエさんは旧世界のゴーレムです。発達しすぎた魔法技術の申し子とも言える存在です。

「では、旧世界を滅ぼしたのは、竜王……なのですか？」

　トモエさんは胸の前で手を組み、祈いのるよう面持ちでアイカに訊たずねました。

　アイカは首を横に振りました。

「旧世界が滅びた原因は、記録にあるとおり、人間同士の戦争です。竜王は手を下してはいません。ヴァナディースが竜王を止めたのです。

　ヴァナディースは竜王と同じく世界の存続を命題としていましたが、考え方までが同じだったわけではありません。

　竜王は旧世界の人間を害悪と見なしましたが、ヴァナディースはそうではなかったのです。

　ヴァナディースは人間を滅ぼすべきではないと主張し、竜王と対立しました」

「それで、仲が悪くなっちまったわけか」

　アイカは頷うなずきました。

「竜王は意見の分かれた妹を認めず、許さず、世界の存続を命題とする兄妹竜は戦いを始めました。両者の力関係は、五分。戦いは千日戦争の様相を呈ていすることとなり、ヴァナディースは胸を痛めました。超ちよう常じようの存在である竜王とヴァナディースの戦いは、それだけで世界を傷つけてしまいますから。

　ヴァナディースは一日でも早く戦いを終わらせるために、自らの命と引き換えに、主張を貫くこととしたのです」

「命と引き換えに……？」

　首を捻ひねった私を一いち瞥べつしてから、アイカは手中の竜宝玉カーバンクルに視線を落としました。

「そのままの意味ですよ。ヴァナディースは自らの命を差し出す代わりに、人間に猶ゆう予よを与えるよう、竜王に訴えたのです」

「自分の命に免めんじて……ということですか？」

「まさに。世界が傷つくことは、竜王にとっても本意ではありませんでした。竜王はヴァナディースの提案に応じ、彼女の命と引き換えに人間に猶予を与えました」

「滅ほろぼさないことを確約したわけではないのですね」

「竜りゆう王おうの命題が世界の存続である以上、人間がいよいよ世界を滅ぼす域まで達してしまえば、放置はできません。それは、ヴァナディースにとっても同様です」

「でも、結局、旧世界は滅びてしまった……」

「そうです。世界そのものが消えてなくなったわけではありませんが、人間は人間同士の争いによって滅んでしまいました。ヴァナディースにとっては皮肉な結末です」

　私はオルリスを見ました。

　兄である竜王と戦ってまで人間を守ろうとしたヴァナディース……。

　彼女も、オルリスのように人間を愛していたのでしょうか。

　オルリスだけじゃありません。ジェイドも、ユランも、名も無き白はく竜りゆうだったクシナダも、私の知る四天竜ノーブルドラゴンたちは皆、それぞれの形で人間を愛していました。

　制約によりヴァナディースについても語ることのできないオルリスは、腕うでを組み浅く目を伏せて、部屋の隅すみで佇たたずんでいます。

「ヴァナディースが死んでも、自らと意見を違たがえた妹竜を、竜王は決して許しませんでした。堕だ天てん竜りゆうと呼び、貶おとしめただけでは飽あきたらず、ついに竜王はヴァナディースの存在そのものを、人の歴史からなかったことにしようとしたのです」

「執しゆう念ねん深いヤツだなぁ」

　アホタレの素直な感想に、私は心の中で同意しました。

　竜王シグルドに対するイメージが、ここにきて大きく変わりつつあります。

　ドラゴン族の王にして、竜りゆう騎き士しレイジャックと共に世界を救った、神にも等しい存在。

　それが、私がこれまで竜王に対して抱いだいていたイメージでした。

　しかし、ユーシスやアイカの話から伝わってくる竜王の性格は、狡こう猾かつで、目的のためには手段を選ばず、アホタレの言ったように執念深さも感じます。

「で、その竜宝玉カーバンクルは一体何なんだい？　そのヴァナディースってのは、大昔に死んでるんだろ？」

　ユーシスが苛いら立だちの滲にじんだ声でアイカに問いを投げました。

　苛立っているというより、戸と惑まどっているのでしょう。

「この竜宝玉は、ヴァナディースが人じん魔ま戦争の折に、ある人物に授さずけたものです。間違いなくヴァナディースの魂たましいのかけらですよ」

「人魔戦争……？　それじゃあ、時代が合わないだろ」

　ユーシスの疑わしげな眼差まなざしにも、アイカは涼すずやかな表情を崩くずしません。

「竜王との約やく定じように従って、ヴァナディースは命を失いました。しかし、肉体は滅んでも魂は残ったのです。

　ヴァナディースは魂だけの存在と成り果てながらも、人間を、世界を、見守り続けました。そして、重大な世界の危機であった人魔戦争に於おいて、彼女は独自に竜騎士を選定したのです」

「竜りゆう騎き士しを!?」

　私は思わず裏返った声を出していました。

「それって、うちの曾ひいじいちゃん……じゃないんだよな？」

「レイジャックではありません。レイジャックは竜りゆう王おうシグルドの竜騎士です。ヴァナディースが選定した竜騎士の名は、カグヤ。私の曾そう祖そ母ぼです」

　美び貌ぼうに自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべて、アイカは衝しよう撃げきの告白をしました。

「竜騎士が、もう一人いたなんて……」

　しかも、それがアイカの曾お祖ば母あさんだなんて。

「信じられませんか？」

　アイカにそう問われても、私は頷うなずくことも首を横に振ることもできませんでした。

　アイカの話は、先程から常識を超越しすぎています。

　竜王にヴァナディースという名の妹竜がいたことも、もう一人の竜騎士の存在も、俄にわかには信じられません。

　しかし、アイカの手には竜宝玉カーバンクルがあります。私たちの持つ竜宝玉に酷こく似じしたあの珠たまが、本当に竜宝玉なのだとしたら、彼女の話にも説得力が出てくるのですが……。

「レックス様」

　私は隣となりのアホタレに訊たずねました。

「アイカの持っている珠は、間違いなく竜宝玉なのですか？」

　私にはあの珠が本物の竜宝玉なのかどうか、たしかめる術すべはありません。ですが、竜の因子を持つアホタレならわかるかもしれません。

　アホタレは難しい顔で、「うーん……」と唸うなりました。

「本物……だと思うぞ。根こん拠きよとか、そういうのは、上う手まく言えねーけどさ」

「本物だ」

　それまで押し黙だまっていたオルリスが、伏せていた目を上げ、断言しました。

「あれは、紛まぎれもなく竜宝玉だ。誰のものかまでは言えぬが……」

　制約に抵てい触しよくしないよう、言葉を選びながらの発言だったのでしょう。

　四天竜ノーブルドラゴンであるオルリスが断言したのですから、疑いようがありません。

　アイカが手にしている珠は、たしかに竜宝玉なのです。となると、これまでのアイカの話も信じなければならないでしょう。

「信じていただけましたか？」

　私は頷うなずいて、「話の腰こしを折ってしまいました。続けてください」、話の続きを促うながしました。

　人の歴史から抹まつ殺さつされた聖せい母ぼ竜りゆうと、彼女が選んだというもう一人の竜騎士。

　竜王シグルドが神として、竜騎士レイジャックが英雄として語られる人じん魔ま戦争に於おいて、彼女たちは如い何かなる戦いを繰くり広げたのか……。

「パンデモニウム」

　アイカが、聞き慣れない──しかし、聞き覚えのある単語を口にしました。

「ヴァナディースと竜りゆう騎き士しカグヤが戦ったのは、魔ま王おうメイ＝ヘムではなく、彼の妻……魔王妃ひレダが起動させた、パンデモニウムです。

　パンデモニウムは、先々代の魔王が作った最初の超ア戦イ闘ド体ル……。バハムートをはじめとする、その後作られたすべての超戦闘体の原型となった機体です」

「すべての……!?　では、バハムートの外にも、あんな途と方ほうもない巨きよ大だい甲かつ冑ちゆうが複数存在しているというのですか？」

「超戦闘体は、パンデモニウムを除のぞけば、全部で十二機存在していました。魔王とレダ、それに十人の娘むすめたちにそれぞれ一機ずつ……という振り分けです」

「『います』ではなく『いました』なんですね？」

「大半は、人じん魔ま戦争で失われたはずです」

「そうですか……」

　一安心……してしまうのは、早そう計けいでしょう。

　バハムートのように修復されていないとも限りませんし、現存している超戦闘体がバハムート一機だけだとしても、それだけで十分すぎるほどに強敵なのです。

「魔王妃レダは、竜騎士レイジャックとの戦いで自らの超戦闘体を破は壊かいされ、封印されていたパンデモニウムを起動させました」

「封印……？」

「最初の超戦闘体であるパンデモニウムは、後に作られた十二機の超戦闘体よりも強大な力を持っていた反面、非常に扱いが難しかったのです。事実、レダにはパンデモニウムを制せい御ぎよすることはできませんでした。

　操そう縦じゆう者しやであったレダの心を喰らって暴走したパンデモニウムは、魔ま界かいに破壊の嵐あらしを吹かせました。魔王のバハムートでさえ、手に負えなかったといいます」

「そのパンデモニウムを破壊したのが、ヴァナディースと竜騎士カグヤ……ということですか？」

　アイカは頷うなずきました。

「アイカのひいばあちゃん、大活かつ躍やくだな」

　たしかに……。

　しかし、その活躍は伝説にはなっていません。

　英雄として称たたえられるのは、竜騎士レイジャックばかりです。

　語ることも記しるすことも許されない、堕だ天てん竜りゆうヴァナディース。彼女に選ばれた竜騎士カグヤもまた、竜王にとっては認められない存在だったのでしょう。

「さて、どうしますか？　レックス＝イル＝ハイドフェルト」

　アイカがアホタレに身体からだごと向き直って、問いました。

「ヴァナディースの魂たましいは、現在、竜りゆう王おうによって『竜りゆうの墓はか場ば』に幽ゆう閉へいされています。しかし、貴男あなたなら……貴男の持つ三つの竜宝玉カーバンクルに私が持つ竜宝玉を加えれば、ヴァナディースの魂を解き放つことができるでしょう」

「はあ……」

「もちろん、竜王の竜りゆう騎き士しになるという選せん択たく肢しも、貴男にはあります」

「つまり、竜王の竜騎士になるかヴァナディースの竜騎士になるか選べ……と、そういうことですか？　アイカ」

　私は立ち上がり、アホタレとアイカの間に割って入りました。

　アイカは目を細め、「そういうことです」、頷うなずきました。

「ヴァナディースは、竜王とは違い、自らの永遠には興味がありません。肉体を持たない彼女が力を振るうためには竜騎士の肉体を器としなければなりませんが、それも戦っている間だけのことです」

「戦いが終われば、竜騎士は解放される……と？」

「その時に、器になった肉体がヴァナディースの力に耐えきれずに壊こわれていなければの話ですが。まあ、今の彼ならその点は大だい丈じよう夫ぶでしょう。……さあ、どうしますか？」

　アイカがアホタレに向けようとした視線を、私は杖つえで遮さえぎりました。

「レイヴェン様は、本当にレックス様をヴァナディースの竜騎士にしようと考えていたのですか？　それに、あなたが竜騎士カグヤの血を引いているのであれば、あなたこそヴァナディースの竜騎士に相応ふさわしいのではないですか？」

　アイカは深しん紅くの髪かみを軽く搔かき上げて、答えました。

「順番に答えましょう。レイヴェンは、レックスを竜騎士にしたいとは思っていませんでした。竜王の竜騎士にも、ヴァナディースの竜騎士にも、です。しかし、状況がそれを許さなくなってしまいました。……バハムートが復活してしまいましたからね」

「あ……」

「バハムートが破は壊かいされたままであれば、竜王やヴァナディースの力がなくとも魔ま王おうメイ＝ヘムを倒すことは不可能ではないと、レイヴェンは考えていたのです」

「でも、魔王はバハムートを復活させてしまった……」

「バハムートが復活してしまった以上、竜王やヴァナディースの力なくして魔王に対抗することはできません。

　……私がレイヴェンから受けた仕事は、先にも述べたとおり、二つ。一つは、貴方あなたたちが竜宝玉を四つ揃そろえてしまわないよう、貴方たちが持つ竜宝玉を奪うばうこと。もう一つは、私が持つヴァナディースの竜宝玉を貴方たちに渡すこと。ただし、後者の仕事は、魔王がバハムートを復活させた場合にのみ、実行すること。

　……どちらも、殺し屋の仕事ではありませんが」

　アイカは微び苦く笑しようを浮かべて露あらわな白い肩かたを竦すくめました。

「つまり、私たちは魔ま王おうがバハムートを復活させた場合のために、竜宝玉カーバンクルを集めておく必要があった。けれど、四つ集めてしまうわけにはいかなかった……」

「そういうことです。さらに言えば、彼には竜宝玉を集める過程で四天竜ノーブルドラゴンと接せつ触しよくし、竜りゆうの因いん子しを活性化させてもらわなければならなかった。

　バハムートがなくても、魔王は強敵です。人間の力では太た刀ち打うちできません。

　……レイヴェンは、純粋に期待していたのですよ。貴方あなたたちならば魔王に打ち勝ち、この世界を救ってくれると。そして、自分自身は……レックス、貴男を竜りゆう王おうに奪うばわせないために、彼女と力を合わせていたのです」

　アイカに視線を送られたユーシスは、うつむいて奥歯を嚙かみしめていました。

　ユーシスは、ヴァナディースの存在を知りませんでした。

　レイヴェン様から知らされていなかったのです。

　ユーシスはユーリアさんを殺した竜王への復ふく讐しゆうのために、『竜殺しドラゴンキラー』を作りました。しかし、『竜殺し』がドラゴン族に対して如い何かに有効な武器だとしても、剣けん士しではないユーシスに使いこなすことはできません。『竜殺し』を竜王に突つき立てるためには、レイヴェン様の協力が必要不可欠だったのです。

　レイヴェン様はユーリアさんを愛していました。

　ユーシスにとって、レイヴェン様は、ユーリアさんを殺された悲しみと怒いかりを共有する同士だったはずです。

　しかし、レイヴェン様はヴァナディースの存在をユーシスに秘していました。

　裏切られた。

　ユーシスは、あるいはそんなふうに思っているのかもしれません。

　レイヴェン様がユーシスにヴァナディースの話をしていなかった理由は、想像がつきます。

　ヴァナディースは語ることも記すことも許されない、禁断の存在です。ヴァナディースの存在を知る者を、竜王は放っておきません。

　レイヴェン様は、おそらく案じたのです。

　ヴァナディースの存在を知ることで、ユーシスが竜王に殺されてしまうことを。

　レイヴェン様は竜りゆう騎き士しレイジャックの子孫であり、アイカは竜騎士カグヤの子孫です。

　竜王は、レイヴェン様やアホタレだけでなく、アイカのことも新たな器の候補としていたのではないでしょうか。

　結局、竜王はアホタレを次の器として定めたようですが、それまでは、レイヴェン様のこともアイカのことも、殺すわけにはいかなかったはずです。が、ユーシスはその範はん疇ちゆうではありません。

　ユーシスの身に危険が及ばないよう、レイヴェン様はヴァナディースの話をしなかった……。

　確証はありませんが、私にはそう思えてならないのです。

「さて、では、先程のもう一つの問いに答えましょうか」

　アイカが言いました。

「結論から言ってしまえば、私は竜りゆう騎き士しになるつもりはありません。

　たしかに、貴女あなたの言うとおり、ヴァナディースの竜騎士に相応ふさわしいのは、カグヤの血を引く私なのかもしれません。ですが、私はうんざりなのですよ」

　アイカは軽く頤おとがいを反そらし、遠くを見るような目をしました。

「私は暗殺を生業なりわいとする家に売られ、読み書きよりも先に人を殺す術すべを教え込まれました。カグヤから受け継ついだ竜りゆうの因いん子しのおかげで、私は大変優秀な子供でした。もちろん、人を殺す、という作業に関してのみですが」

　そう言うと、アイカは手にした竜宝玉カーバンクルに視線を落とし、自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべました。

「作業……ですか」

「作業ですね。私に……いえ、あの家に育った子供たちにとっては、水汲くみや皿洗いにも等しい、日常の作業なのです。そんな世界に、私は生きてきたのです。……世界は、私に優しくはありませんでした」

　差を感じました。

　竜りゆう王おうの竜騎士レイジャックと、ヴァナディースの竜騎士カグヤ。

　レイジャックは世界を救い、カグヤもまた世界を救いました。

　にもかかわらず、英雄として称たたえられたのはレイジャック一人。カグヤは誰からも称えられることなく、その子孫であるアイカは、血と死にまみれた少女時代を過ごすこととなったのです。アイカが暗殺一家に身み請うけされるに至った経けい緯いはわかりませんが、カグヤがレイジャックと同じように救世の英雄として認められていれば、アイカの人生は変わっていたはずです。

「私は、私に優しくなかったこの世界を、憎にくんではいません。憎んでいた時期もありましたが、今はもう、どうでもよくなりました。私は、世界に対してなにも望みません。滅びも、存続も、なにも」

「世界がどうなってもかまわない、と？」

「ええ」

「それなら、なぜ、あなたは私たちにヴァナディースの話をしたのですか？　ヴァナディースは世界の存亡に関わる存在です」

「仕事だから、ですよ」

「本当に、そうですか？　あなたにとって、ヴァナディースは忌いまわしい存在ではないのですか？　アイカ」

　ヴァナディースの竜騎士であったカグヤの血を引いているが故ゆえに、アイカには戦いの才能がありました。

　その人間離ばなれした才能が、稀き代だいの殺し屋・血ち桜ざくらのアイカという存在を形作る柱となっていることは間違いありません。

「……そうですね。憎にくいという気持ちはとうに枯かれてしまいましたが……向き合いたい相手でないことは、たしかですね」

「なら、仕事を断るという選せん択たく肢しもあなたにはあったはずです」

　アイカは朱あかいの唇くちびるに白い手を添え、くすっと笑いました。

「貴女あなたの言うとおりです。私にとっては、向き合いたくない相手と向き合うことになる、気の重い仕事です。ですが、私は断りませんでした。……いえ、断れなかったのです。私は彼に弱みを握にぎられていましたから」

「弱み……ですか？」

「ええ。不覚にも、ね」

　アイカは笑みを浮かべたまま、唇に添えていた手の人差し指を立てました。

　弱みの内容までは、さすがに教えてはくれないようです。

「悪いヤツだな～、兄貴は」

「まったくです。ですから、仕事を果たす代わりに、一つ、嫌いやがらせをさせてもらいました」

　アイカはまず私を、次にトモエさんを、その次にユーシスを見て、笑みにかすかな邪じや気きを含ませました。

「ヴァナディースの存在を知ったことで、貴女たちは竜りゆう王おうの禁きん忌きに触ふれたことになります」

　そして、邪気を含んだその笑みを、アイカはアホタレへと向けました。

「貴男あなただけでよかったのですよ、レックス。ヴァナディースのことを話すのは。竜王に次の器として目をつけられている貴男は、ヴァナディースの存在を知っても、竜王に殺されることはありません。ですが、彼女たちは違います」

　アイカの意図は理解できました。

　彼女は先程、アホタレに選択を迫りました。

　竜王シグルドの竜りゆう騎き士しになるか、ヴァナディースの竜騎士になるかの二に択たくです。

　しかし、実際には、選ばせるつもりなどアイカにはなかったのです。

　私は、トモエさんは、ユーシスは、ヴァナディースの存在を知ったことで竜王の禁忌に触れてしまいました。

　竜王の敵になってしまった。そう言い換えてもいいでしょう。

　竜王がヴァナディースを知る者を決して生かしておかないのであれば、私たちはいずれ、なんらかの形で竜王に命を奪うばわれることになるでしょう。

　私たちが助かるためには、竜王を倒すしかありません。

　そして、竜王を倒すためには、ユーシスの作った『竜殺しドラゴンキラー』も失われてしまった今、竜王に匹ひつ敵てきする存在であるヴァナディースの力を借りるしかありません。

　つまりは、アホタレがヴァナディースの竜りゆう騎き士しになる以外に、私たちが助かる術すべはないのです。

　アホタレが私たちを見殺しにするのであれば、彼にはまだ選せん択たく肢しが残されています。

　ですが、家族も同然であるトモエさんを、昔からの知り合いであるユーシスを……私のことだって、アホタレが見殺しにするはずがありません。アホタレはそういう人です。

　アイカは、私たちにもヴァナディースの存在を話すことで、アホタレから選択肢を奪うばってしまったのです。

　嫌いやがらせ、とアイカは言いました。会話の流れからすれば、レイヴェン様への嫌がらせということになるのでしょう。

　……解げせません。

　レイヴェン様は、魔ま王おうのバハムートに対抗するためには、アホタレをヴァナディースの竜騎士にするしかないと考えていたのです。

　アイカが強引にアホタレをヴァナディースの竜騎士にしたとしても、それがレイヴェン様への嫌がらせになるとは思えません。

　そもそも、レイヴェン様はもう、亡くなっています。

　アイカは一体なにを考えているのか……。

「えーっと……」

　アホタレが難しい顔でポリポリと頰ほおを搔かきつつ、言いました。

「よーするに、オレがそのヴァナなんとかの竜騎士になればいいんだろ？」

「彼女たちを救うには、それしかないでしょうね」

「どのみち、竜りゆう王おうかヴァナなんとかの竜騎士にならないと魔王とは戦えないんだろ？　んで、竜王の竜騎士になっちまうと、後で身体からだを乗っ取られる……んだよな？　だったら、ヴァナなんとかの竜騎士になるしかないじゃん」

「そう単純でもありませんよ。貴男あなたは竜王の竜騎士であるレイジャックの子孫……いわば、竜王の竜騎士になるために生まれたような存在です。ヴァナディースの竜騎士となるより、竜王の竜騎士となったほうが、より大きな力を得られるでしょう。

　それに、ヴァナディースは肉体を失って久しい存在です。魂たましいも力も、年月とともに磨すり減り続けています。ヴァナディースの竜騎士になったとしても、竜王に打ち勝つことは容易ではないでしょうね」

「でも、ま、しゃーないよな」

　両手で両膝ひざをポンと叩たたいて、アホタレは立ち上がりました。

　そして、右肩かたを回しつつ言いました。

「とりあえず、そのヴァナなんとかってのに、会ってみるよ」

　気負いのない表情で、アイカに手を差し出します。

「……私を、責めないのですか？」

　問うアイカは、怪訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せていました。

「私のせいで、彼女たちは竜りゆう王おうの禁きん忌きに触ふれてしまったのですよ？」

「んー……。あんたが、アンジュたちに悪意があってヴァナなんとかの話をしたんなら、そりゃあ許せないけどさ。違うだろ？　あんたは、アンジュたちに悪意があったわけじゃない。あんたがアンジュたちにもヴァナなんとかの話を聞かせたのは、ただの手段だ。兄貴の望みを叶かなえるための、さ」

　レイヴェン様の、望み。

　レイヴェン様は、アホタレが竜王の竜りゆう騎き士しになることを阻そ止ししようとしていました。同時に、レイヴェン様はアホタレが魔ま王おうメイ＝ヘムを打ち倒すことを望んでもいました。

　その二つの望みを両方叶かなえるには、アホタレがヴァナディースの竜騎士になるしかありません。

　アホタレの言うとおりなのだとしたら、嫌いやがらせなどではなかったということになります。

　アイカが、私たちにもヴァナディースの話を聞かせた理由は。

　レイヴェン様のためだったということになります。

「……敵かないませんね、貴男あなたには」

　果たして、アイカはアホタレの言葉を否定しませんでした。

　美び貌ぼうに優しげにも悲しげにも見える笑みを浮かべて、アイカはアホタレに竜宝玉カーバンクルを渡しました。

「ありがとな、アイカ」

「アタシからも礼を言うよ」

　アホタレに続いて発せられた声は、ユーシスのものです。

「アンタのおかげで、レイヴェンが何をしようとしていたのか、わかったよ。……あのバカ、つまらない気を回しやがって」

　ユーシスも、私と同じ解釈をしていたようです。

　レイヴェン様がユーシスにヴァナディースの話をしなかったのは、彼女を竜王に殺させないためだと。

「私は、レイヴェンの貴女あなたに対する気き遣づかいを無む駄だにしてしまったわけですが、そんな私に礼を言うのですか？」

「死ぬ覚かく悟ごなんて、とっくにできてるよ。なにしろ、アタシとレイヴェンがケンカを売ろうとしていた相手は、竜王なんだからね」

　言って、ユーシスは白はく衣いの裾すそを翻ひるがえしました。

「貴女は、これからどうするつもりなのです？　ユーシス」

「変わらないさ。アタシは、竜りゆう王おうを殺す」

　白はく衣いの内から、ユーシスは刃やいばのない剣けんを取り出しました。レイヴェン様がユランの竜宝玉カーバンクルを砕くだいた際に壊こわれてしまった『竜殺しドラゴンキラー』です。

「アタシは、竜王に牙きばを突つき立ててやることは、できない。けど、竜王に突き立てるための牙を作ることは、できる。……今度こそ、竜王にさえ届きうる牙を作ってみせるさ」

　目に断固たる決意の光を灯ともして、ユーシスは部屋を出ていきました。

「ユーシス……」

　四天竜ノーブルドラゴンであるユランさえをも容易に死に追いやった、魔ま剣けん『竜殺し』──。

　ユランの最さい期ごを思い返すと胸が痛みますが、ドラゴン族に対して絶大な殺さつ傷しよう力を持つ『竜殺し』がより強力になって甦よみがえれば、竜王との戦いに於おいて大きな戦力となってくれることは間違いないでしょう。

　レイヴェン様が亡くなり、『竜殺し』も壊こわれて、ユーシスの心も深く傷ついているはずです。

　それでも、彼女は彼女にできる戦いを続けようとしているのです。

　強い女性です。

　たとえその強さの根本が、お姉ねえさんであるユーリアさんを殺した竜王への憎にくしみだとしても、私はユーシスの強さに憧あこがれます。

「竜宝玉が、四つになったか」

　ユーシスの足音が聞こえなくなったところで、オルリスが口を開きました。

「ああ。トモエ、全部並べてくれ」

「はい」

　トモエさんが、私の隣となり──さっきまでアホタレが座っていたベッドの上に、四つの竜宝玉を並べました。

　金きん竜りゆうオルリス、黒こく竜りゆうヴリトラ、名も無き白はく竜りゆう……そして、堕だ天てん竜りゆうヴァナディース。

　ついに。

　私たちは、ついに、竜宝玉を四つ手に入れたのです。

　感かん慨がいは、ありませんでした。

　仄ほのかに輝く四つの珠たまを見つめていても、胸に湧わいてくる気持ちは不安ばかりです。

　ヴァナディースの魂たましいは私たちになにをもたらすのか。ヴァナディースの力は魔ま王おうに対抗しうるのか。竜王は、どう動くのか。

　しかし、どれだけ不安でも、後あと戻もどりはもうできません。

　深呼吸を一つ、覚かく悟ごを決めて、私はアイカに向き直りました。

「教えてください、アイカ。ヴァナディースの魂たましいが封じられているという竜の墓場は、どこにあるのですか？　どうやったら、そこへ行くことができるのですか？」

「竜の墓場は、この世界から切り離はなされた異い次じ元げん空間に存在します。竜の墓場へと至る扉とびらは、竜宝玉カーバンクルが開いてくれるでしょう」

「イジゲンクーカン？　遠いのか？　そこ」

　困り顔のアホタレが、アイカではなく私に訊きいてきました。

「異次元空間ということですから、おそらく、物理的な距きよ離りは関係ないのではないかと思われます」

「なるほど……。距離的な物理は関係ないってことは、つまり、なんだ……たいして遠くはないわけだな」

　アホタレは腕うでを組んでうんうんと頷うなずいていますが……明らかに、理解していません。

　説明は、後回しにしましょう。

　私自身、竜りゆうの墓場が一体どういう場所なのか、正しく理解できているわけではないのです。情報が、足りません。

「危険はないのですか？」

　私からの再びの問いに、アイカは首を横に振りました。

「それは、わかりません。私も、竜宝玉を通じて一度ヴァナディースの魂たましいと言葉を交わしたことがあるだけで、竜の墓場に行ったことはないのです」

「話したことがあるのですか？　ヴァナディースと」

「ええ。子供の頃に、一度だけですが」

「ヴァナディースは、なんと？」

「私が貴女あなたたちにした話は、すべてヴァナディース本人から聞いたものです。彼女は、魔ま王おうメイ＝ヘムの再起を懸け念ねんしていました。私が竜りゆう騎き士しになることを期待していたのかもしれませんが……お生あい憎にく様さま、といったところです」

「そうですか……」

　語ることも記しるすことも許されないヴァナディースの存在を、アイカは如い何かにして知ったのか。

　ヴァナディース自身から聞いたのだとすれば、納得がいきます。

　問題は、竜の墓場です。

　ヴァナディースの魂を竜の墓場に封じているのは、竜りゆう王おうです。

　ヴァナディースに近づこうとする者に対して、なんらかの罠わなを仕掛けている。あるいは、刺し客かくの類たぐいを差し向けてくる可能性は十分考えられます。

「竜の墓場へ向かうのは、明日あしたにしましょう。今すぐ動くには、私たちは消しよう耗もうしすぎています」

　のんびりはしていられません。とはいえ、満足に戦えない状態で未知の場所に赴おもむくのは自殺行為です。

「だな」

「私は、レックス様とアンジュ様に従います」

　了りよう承しようしてくれたアホタレとトモエさんに頷うなずきを返してから、私はアイカに声をかけました。

「具体的に、どうすれば竜りゆうの墓場への扉とびらを開くことができるのですか？　アイカ」

「扉を開けるためには、鍵かぎよりも以前に扉がなくては話になりません。……扉は、私が用意しましょう」

「それは、一体どういう……」

「では、明日あしたの正午に。場所は、そうですね……。街の中央広場でお待ちしています」

「待ってください、アイカ！」

　私があげた制止の声にも応じることなく、アイカは深しん紅くの髪かみを翻ひるがえして部屋を出ていってしまいました。

「アイカ……」

　人じん魔ま戦争の影の英雄──竜りゆう騎き士しカグヤの子孫でありながら、血ち桜ざくらの異名を取る稀き代だいの女暗殺者。

　出しゆつ生しようこそ明らかになったものの、まだまだ謎なぞの多い女性です。

　行動原理が見えてきません。

　彼女の語った話が真実だったとしても、果たして彼女という人間を全面的に信じてしまっていいものかどうか……。

　──いえ……。

　疑念は、捨てましょう。

　今は、彼女を信じるしかないのです。

　少なくとも、彼女はレイヴェン様の望みを、レイヴェン様が亡くなってもなお叶かなえようとしてくれました。

　その手段として、私はトモエさんやユーシス共々、竜りゆう王おうの禁きん忌きに触ふれてしまったわけですが、アイカを恨うらむ気持ちはありません。

　アイカがヴァナディースの存在をアホタレだけに伝えていたとしたら、アホタレはきっと、私たちに黙だまって一人でヴァナディースに会いにいっていたでしょう。

　アイカのおかげで、私たちは──私は、どこまでもアホタレについていくことができるのです。

　感謝こそすれ、恨むことはできません。

　アイカが出ていって間もなく、ユーシスの使いを名乗るフェブロニアの軍服姿の女性がやってきて、私たちを客室へと案内してくれました。

「一部屋しかご用意できずに申し訳ありませんが、部屋を失った者も多数おりますので、ご容よう赦しやください。お食事と換えの包ほう帯たいは、後ほどお部屋までお運びさせていただきます」

　街は壊かい滅めつ状態で、営業している宿屋など皆かい無むでしょうから、これは助かりました。

　明日に備え、今はとにかく身体からだを休めるのです。




　夜──。

　嫌いやな夢で目が覚めて、喉のど元もとを伝う寝ね汗あせを手で拭ぬぐいながら室内を見回すと、アホタレの姿が見えませんでした。

　オルリスの姿もありませんが、彼女は夕食後、「我は空で休もう」と言って部屋を出ていったまま、帰ってきていません。

「レックス様？」

　トモエさんを起こさないよう小声で名前を呼んでみても、室内にいない相手からの返事があるはずもなく。

　どこに行ったのでしょうか……。

　用を足しに行っただけかもしれないと少し待ってみましたが、アホタレが戻もどってくることはありませんでした。

　……心配です。

　身体からだのことももちろんですが、アホタレはレイヴェン様を……実のお兄様を、亡くしたばかりなのです。

　レイヴェン様のことを思うと、私だってたまらなく胸が痛くなります。

　今し方見た夢も、レイヴェン様が巨きよ大だいなドラゴンに食い殺されてしまうという内容の夢でした。

　夢の中の私は、レイヴェン様を助けるどころか声をあげることすらもできず、レイヴェン様が変わり果てていく光景を、ただ見ていることしかできませんでした。

　レイヴェン様は、実力よりも生まれついた地位とコネが物を言う王宮に於おいて、唯一、私を生まれではなく実力で評価してくれた方です。そんなレイヴェン様を、私は尊敬していました。憧あこがれを抱いだいていました。とはいえ、レイヴェン様と私の関係は、将軍と部下の域を出るものではありません。

　そんな、所しよ詮せんは部下の一人にすぎない私でさえ、レイヴェン様の死には心を抉えぐられているのです。

　肉親であるアホタレの痛みは、計り知れません。

　一人で部屋を出ていった……ということは、アホタレは一人になりたかったのでしょう。

　そっとしておいたほうが、いいのかもしれません。

　でも……。

　私はベッド代わりにしていたソファから立ち上がり、畳たたんで枕にしていたマントを身につけました。

　やっぱり、アホタレを一人にはしておけません。

　私なんかが傍そばにいても、アホタレは喜びも癒いやされもしないでしょう。鬱うつ陶とうしがられるだけかもしれません。

　それでも、私は悲しんでいるアホタレを一人にしておきたくはないのです。

　私自身が、アホタレの傍そばにいたいのです。

　アホタレのことが、好きだから。

　……もう、認めざるをえません。

　私は、アホタレのことが好きなのです。

　薄うす々うすは、気づいていました。

　気づいていて、なのに私は、いつからか自分の心に生まれていたこの気持ちを、あえて無視してきました。向き合うことを、避さけてきました。

　でも、それももう限界です。

　ザッハークとの戦いの最中に、思い知ってしまったのです。

　アホタレがいなくなってしまうと思ったら、私の心は、まるで世界の終わりのような、そんなどうしようもない恐きよう怖ふと絶望に支配されてしまいました。

　私にとっては、世界の終わりにも等しいのです。アホタレがいなくなってしまうことは。

　恋だの愛だのに疎うとい私でも、アホタレに対するこの気持ちが、尊敬や忠ちゆう誠せいとはまた別種の感情であることは、わかります。

　私は、アホタレが好きです。

　この気持ちが、私に、アホタレに、なにをもたらすのかはわかりません。

　なにももたらさないのかもしれないし、以前にトモエさんが言っていたように、大きな力になってくれるのかもしれません。逆に、この気持ちのせいで私は戦えなくなってしまうかもしれません。

　私は両手で顔を覆おおって、頭を振りました。

　考えすぎています。

　好き、という気持ちは、感情です。

　感情すらも理り屈くつで割り切ろうとしてしまうのは、私の悪い癖くせです。

　性格的な問題ですから、今いま更さら、直そうと思ったところで直るものではないでしょう。

　直したいとも、思いません。

　この、理屈っぽくて融ゆう通ずうの利かない頭でっかちな性格は、私──アンジュ＝セレッソという人間が、十七年という時間をかけて培つちかってきた、『個』なのです。それを否定してしまったら、私を支えている覚かく悟ごも信念も自信も、すべてが崩くずれ去ってしまいます。

　でも、そんな理屈っぽくて融通の利かない頭でっかちな私にも、人を好きになる心があるのです。

　誰かを愛いとおしいと、傍にいたいと、思う心があるのです。

　今は、その心に従いたい……。

　私は物音をたてないように気をつけつつ、部屋を出ました。

　アホタレは、すぐに見つかりました。

　部屋の前に延びる長い渡り廊ろう下かの途と中ちゆうに、アホタレの姿はありました。

　壁に背をもたれて座り込み、窓の向こうの空を眺ながめています。

「レックス様」

　歩み寄って声をかけても、アホタレは振り向いてはくれませんでした。

「レックス様」

　もう一度、少し声を大きくして呼びかけてみると、

「ああ、アンジュか」

　アホタレは緩かん慢まんな動作で顔をこちらに向け、力のない笑みを浮かべました。

「身体からだは、平気なのか？」

「私は大だい丈じよう夫ぶです。このとおり、ピンピンしていますよ」

　私はその場で、二、三度、軽く飛び跳はねてみせました。

　強がりではありません。多少の疲労感はあるものの身体のどこにも痛みはなく、問題なく動けます。

「そっか」

「レックス様は、どうですか？」

「オレも、もう平気だよ」

　アホタレは軽く持ち上げた右手を、何度か開閉させてみせました。開いた際には指はしっかり伸のびていますし、閉じた際にはしっかり握にぎり込まれています。一番ダメージの大きかった右腕うでがここまで回復しているのであれば、身体は問題ないでしょう。

「それは、なによりです。……ここで、なにをしていたのですか？　スケッチですか？」

　問いながら、私はアホタレがスケッチブックを持っていないことに気づきました。

「後悔、してた」

　答えて、アホタレは視線を窓の向こうに広がる夜空へと戻もどしました。

「後悔……ですか？」

　空は雲は見えないものの闇やみは深く濃こく、今が夜明けに近い時間であることがわかりました。

「兄貴と、もっとちゃんと話しておけばよかったなーって、さ」

　やはり……。

　アホタレは、レイヴェン様の死を、一人で消化しようとしていたのです。

　こんな、深い闇の中で。

「オレさ、兄貴のことが苦手だったんだ」

「以前も、言っていましたね」

「昔は違ったんだぜ？　けっこう、仲なか、よかったんだ。ばあちゃんと兄貴とオレとでさ、毎日、剣けんの練習をしてたよ。でも、ばあちゃんが死んで、ユーリアも死んじゃって……兄貴は変わっちまったんだ」

　アホタレは視線を窓から天上へと移して、長い息を吐はきました。

「オレや屋や敷しきのみんなへの態度が変わったとか、そんなんじゃないんだ。でも、なんつーか、兄貴がすげぇ重いものを背負っちまったのがわかったっつーか……なんか、近寄り難くなっちまってさ。オレ、ヘタレだからさ、兄貴に深く関わったら、兄貴の背負ってるものを、オレまで背負わなくちゃならなくなるような気がしてさ。それが怖こわかったんだ。嫌いやだったんだ。……最低だよな」

「そんな、ことは……」

「ホント、最低だよ……」

　アホタレはうなだれて、立てた膝ひざの間に顔を埋うずめました。

「あまり、自分を責めないでください……」

　私はアホタレの隣となりに膝をついて座りました。

　アホタレは、顔を上げてはくれません。

「レックス様……」

　なんと言っていいのか、わかりませんでした。

　誰がなにを言ったところで、アホタレの後悔を晴らすことはできないでしょう。

　それができる唯一の人物であるレイヴェン様は、もういないのですから。

「スケッチブックを持ってきましょうか？　絵を描けば、気持ちも落ち着くかもしれませんよ？」

　アホタレは、応こたえてくれません。

「私でよければ、モデルになりますよ？　は、裸はだかはさすがに駄だ目めですけど」

　返事は、やはり、なし。

「で、では、散歩はどうですか？　きっと、いい気分転換に……」

　私が言い終える前に、アホタレは首を横に振りました。顔は伏せたままです。

　──いっそ、おもいっきり泣いてくれれば……。

　ウェルチのときのように声をあげて泣きじゃくることができれば、そうやって悲しみを吐はき出すことができれば、少しは心が軽くなるでしょう。

　ですが、今、アホタレの心を支配しているのは、悲しみではなく後悔の念です。

　レイヴェン様と向き合おうとしなかった、レイヴェン様の背負っているものを見ようとしなかった自分を責めているのです。

　仕方のなかったことだと、私は思います。

　当時は、アホタレだって、大好きだったお祖ば母あ様さまが亡くなって精神的に余よ裕ゆうがなかったはずです。さらに、アホタレは剣けんの練習中に誤ってお祖母様の目を傷つけてしまって以来、血を怖おそれるようになっていました。傷つくことに、そして、それ以上に他人を傷つけてしまうことに対して、強い忌き避ひ感かんを覚えるようになっていたのです。

　そんなアホタレが、おそらくは胸の内で竜りゆう王おうへの憎にくしみの炎ほのおを燃やしていたはずのレイヴェン様と向き合うことは、難しかっただろうと思います。

　けれど、私がいくら「あなたは悪くなかった」「仕方がなかった」と言ったところで、アホタレは救われないでしょう。

「アンジュは、部屋に戻もどって休めよ。オレは、もうちょっとだけここにいるから、さ」

「ですが……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、オレは。一応、わかってるんだ。オレ、アホだけどさ、兄貴のためにオレがどうすればいいのか、それはわかってるんだ」

　言いながら、アホタレは顔を上げました。

「だから、今は……今だけは、さ、一人にしておいて──」

「嫌いやです」

　私はアホタレの言葉を遮さえぎって、言いました。

「そんな顔をしたあなたを、一人になんてしておけません」

　アホタレは、今にも消え入りそうな儚はかなげな顔をしていました。

　身体からだの怪け我がは竜りゆうの因いん子しのおかげであっという間に治っても、心はそうはいかないのです。

「私はここにいます。いつだって、あなたの隣となりにいて、あなたを支えます。それが、私の役目です」

　私はまっすぐに前を向いて、言いました。

「アンジュ……？」

　前を向いているから、隣にいるアホタレが今どんな顔をしているのか、わかりません。呆あつ気けに取られて目を丸くしているのか。訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せているのか。

　私が前を向いているのは、それはもう、もちろん、恥はずかしくてアホタレの顔がまともに見られないからです。

　今、たぶん、私の顔は真まっ赤かになっていることでしょう。

　全身に変な力が入って、無む駄だに背せ筋すじが伸のびてしまっています。

　我ながら、恥ずかしい台詞せりふだったと思います。ちょっとだけ、後悔しています。

　でも、言わずにはいられなかったのです。

「レックス様」

　私は自分の膝ひざをポンポンと軽く叩たたきました。

「ここに、頭を載のせてください」

「え……？」

「いわゆる、膝ひざ枕まくらというやつです。さあ、どうぞ」

「い、いいのか……？」

「はい」

「いや、でも、どうして急に……」

「いいって言ってるんですから、早くしてくださいっ！　恥はずかしいんですからっ！」

　私は両手でがしっとアホタレの頭を取り押さえて、無理やり膝ひざの上に持ってきました。

　ぐきっ、とアホタレの首から嫌いやな音が聞こえたような気もしましたが、聞こえなかったことにしましょう。

「楽にしてください」

「頭って、けっこう重いぞ」

「大だい丈じよう夫ぶですから」

「わ、わかった。じゃあ、お言葉に甘あまえて……」

　アホタレが痛めたらしい首をさすりつつも、ゆっくりと身体からだの力を抜いていくのがわかりました。

「……どうですか？」

「あったかい」

「あったかいですか」
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「ああ。アンジュの脚あし、すげーあったかい」

「安心、できますか？」

「……ああ」

　アホタレは首をさすっていた手を止めて、目を閉じました。

「昔、おばあちゃんがよくこうしてくれたんです。私が悲しいときや、落ち込んだときに」

「アンジュも、ばあちゃんっ子だったんだよな」

「ええ。私は子供の頃から友達を作るのが下へ手たで、いつもおばあちゃんに遊んでもらっていました」

　話しながら、私はアホタレの銀色がかった黒髪かみを、そっと撫なでました。

「おばあちゃんはなんでも知っていて、いつだって優しくて、村のみんなからも尊敬されていて……私は、本当におばあちゃんが大好きでした」

「そっか」

「レックス様も、お祖ば母あ様さまの話をしてください」

「ばあちゃんの話かぁ……。オレにばあちゃんの話をさせると、長いぞ」

「かまいませんよ。聞かせてください」

　アホタレからお祖母様──レミエル様の話を聞くのは、初めてじゃありません。

　これまでの旅の間、何度も……それこそ、耳にタコができるほどに聞かされてきました。

「ばあちゃんはさ、すっげぇんだ」

　目を閉じたまま、横顔に穏おだやかな笑みを浮かべて、アホタレはレミエル様との思い出を語り始めました。

　レミエル様がいかに強かったか。厳きびしくも優しかったか。冒ぼう険けん者しや時代の活かつ躍やくの数々。お祖じ父い様さまとの馴なれ初そめ。

　過去に聞いたことのある話も交じっていましたが、いいのです。

「アンジュのばあちゃんの話も、もっと聞かせてくれよ」

「いいですよ。それじゃあ、私が話したら、次はまたレックス様が話してください。その次はまた私が話しますから」

「かわりばんこか。いいな、それ」

「私のおばあちゃんは……おばあちゃんの名前、話したことありましたっけ？」

「いや、ないなー」

「ですよね。私のおばあちゃんは、名前をプラチナといいます」

「綺き麗れいな名前だなー」

「でしょう？　プラチナおばあちゃんは──」

　私たちは代わる代わるお互たがいのおばあちゃんの話をして、残り少ない夜の時間を過ごしました。

　そして、窓の向こうの空が白み始めたときには、アホタレは私の膝ひざの上で静かな寝息をたてていました。

　……私は、少しは役に立てたのでしょうか。

　私なんかが寄り添わなくても、アホタレはきっと一人で立ち直っていたでしょう。

　アホタレは、そういう人です。

　それでも、私はアホタレの傍そばにいたかったのです。

　だから、これは私の我わが儘ままです。

　私は小さな声で言いました。

「ありがとう、ございます」

　私の我が儘を許してくれて。私を傍にいさせてくれて。

「いつか……レイヴェン様のお話も、聞かせてくださいね」

　今のアホタレにとって、レイヴェン様を思い出すことは、語ることは、後悔という名の刃やいばで自らの心を切り裂さき抉えぐる行為に外なりません。

　アホタレとレイヴェン様の間には長らく溝みぞがありましたが、元々は、ふたりは仲の良い兄弟だったのです。

　楽しい思い出だって、たくさんあるはずなのです。

　レイヴェン様との楽しかった思い出を、兄弟の幸せな記き憶おくを、アホタレが笑顔で語れる日が一日でも早く訪れることを願いながら、私は目を閉じました。




「いっちに、さんしっ。にーにっ、さんしっ」

　アホタレが体たい操そうをしています。

「あれ？　起こしちまったか？」

　目が合うと、アホタレは伸のばした右腕うでを左腕で胸のほうへ押しつけながら、顔に淀よどみのない笑みを浮かべました。

「ふぁ……。私、寝ちゃってたんですね……」

　普通に出したつもりの声が、あくび交じりになってしまいました。

「すっ、すみません」

　慌あわてて、両手で口くち許もとを隠かくします。というか、顔全部を隠してしまいたい心境です。寝起きの顔を、アホタレに見られてしまっているわけですから。……涎よだれなんて垂たらしていませんよね？

　そんな私の狼ろう狽ばいなど気にしたふうもなく、アホタレは柔じゆう軟なん体操を続けています。

　身体からだの調子は良さそうです。眠ねむる前までの落ち込みようが噓うそか幻まぼろしだったように、表情も晴れやかです。

　でも、私ははっきりと覚えています。脳裏に鮮明に焼きついています。アホタレが見せた、あの今にも消え入りそうな儚はかなげな表情は、噓でも幻でもありません。

　今だって、アホタレの心は血を流しているはずです。

　それでも、彼は立ち上がったのです。

　悲しみをこらえ、後悔の念を胸の奥へと押しやって、笑っているのです。

「部屋に戻もどって、もちっと寝るか？」

　問われて、私は窓の外に目を向けました。

　空はもうすっかり明るくなっていました。

「いえ、もう十分休みましたから。……顔を洗ってきますね」

　私は立ち上がろうとして、「あっ……」、立ち上がれず、つんのめってしまいした。

　足がまるで動かなかったのです。

　といっても、〝完全燃焼アラミタマ〟の反動とか、そういったことではありません。

　正座したままの格好で眠ねむってしまったせいで、足が痺しびれてしまったのです。

「どした？　ひょっとして、足、痺れちまったのか？」

「いえっ、あの、その……はい……って、なな、なにをするんですかっ!?」

　言葉の最中、歩み寄ってきたアホタレにおもむろに抱だきかかえられて、私は声を裏返させてしまいました。

「なにって、歩けないんじゃ、こうするしかないだろ？」

「へへ、部屋はすぐそこですから！　這はってだって戻れますから！」

「暴れるなって！」

　アホタレにこんなふうに『お姫ひめ様さまだっこ』をされるのは、これが初めてじゃありません。

　けれど、初めてじゃないからといって、決して慣れたわけでもなく。

　ましてや、私は、その、自分自身の、アホタレへの気持ちに気づいてしまったわけで。

「お、下ろしてください～」

「だーめ。これぐらい、させてくれよ。アンジュには、ホント、感謝してるんだからさ」

　屈くつ託たくのない笑みを向けられて、私はまるっきり身体からだに力が入らなくなってしまいました。

「ありがとな、アンジュ。傍そばにいてくれてさ」

「い、いえ……」

　私は両手で顔を覆おおって、ふるふると首を横に振りました。

　もう、まともにアホタレの顔を見られません。間違いなく真まっ赤かになっているはずの私の顔も、見せられません。

「ああ、そういや、オレ、アンジュに訊ききたいことがあったんだ」

「は、はい……？」

　指の隙すき間まから窺うかがう私に、アホタレは気負いのない表情と声こわ音ねで、とんでもない質問をしてきました。

　驚おどろきのあまり、私はまばたきどころか呼吸まで忘れて、指の隙間の向こうに見えるアホタレの顔を凝ぎよう視しし続けました。
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「かまわないのか」

　と彼女は言った。

「かまいません」

　と私は答えた。

「命を落とすことになるやもしれぬぞ」

「わかっていますよ」

「我が、代わろう」

「制約に触ふれるのではないですか？」

「触れるだろうな。命はあるまい。だが、我にも守りたいものがある」

「そういえば、貴女あなたは人間の子供と暮らしているのでしたね。守りたいものとは、その子供のことですか？」

「そうだ」

　苦笑してしまいました。

　よもや、人間の子供一人のために自らの命を捨てようとする四天竜ノーブルドラゴンがいようとは。

「ならば、貴女は生きるべきでしょう。扉とびらは、私が開けます」

「たいした覚かく悟ごだ……と言いたいところだが、おまえの場合は、些いささか違うか」

「ええ。私はただ、未み練れんがないだけです。この世界にも、自分自身にも」

「守りたいものも、見届けたいものも、おまえにはないというのか」

「ええ。いません。今は、もう」

「それは、レックスの兄……か？」

「さて？」

　踵きびすを返した私の目に、こちらに向かって歩いてくる三つの人影が映りました。

「この話は、ここまでです。さあ、彼らがきましたよ」
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　街の中央広場には、既すでにアイカとオルリスの姿がありました。

　アイカは美び貌ぼうに華はなやかな微び笑しようを浮かべていますが、オルリスは思い詰つめたような表情をしています。

　……どんな話をしていたのでしょうか。

　アイカは足場にしていた瓦が礫れきの山の上から軽やかに飛び降りて、歩み寄ってきました。

「おや？　顔色が優れないようですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　アイカが私の顔を見て言いました。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　と私は答えました。

　体調は今のところ問題ありません。

　問題があるとすれば、気持ちの面です。

　朝、アホタレが私にした質問と、その後の提案が、心に重くのしかかっていました。

　正直に答えるべきではなかったと、後悔しています。

　しかし、私は答えてしまいました。

　不可能ではありません、と。

　答えてしまった以上、あとはもう、アホタレの提案を実行しなければならないような事態が訪れないことを祈いのるのみです。

　私はうつむき、一度深呼吸をして顔を上げました。

　アイカをまっすぐに見み据すえて、言います。

「竜りゆうの墓場への扉とびらを、開いてください」

　アイカは切れ長の目を細め、頷うなずきました。

「最後に、もう一度だけ確認しておきましょう。ヴァナディースに会って力を求めれば、竜りゆう王おうを敵に回すことになります。その覚かく悟ごは、ありますか？」

　アイカがその問いを向けた相手は、アホタレです。

「魔ま王おうと同じだよ」

　アホタレは気負いなく答えました。

「戦って、勝って、話をする」

「和解を試みる、と？　なるほど、貴男あなたらしい答えですね」

　アイカは屈くつ託たくなく笑いました。

「あんたのほうこそ、大丈夫なのか？」

「大丈夫……というと？」

「そのまんまの意味だよ。あんたは、大丈夫なのか？」

　アイカは苦笑交じりに肩かたを竦すくめました。

「貴男が気にする必要のないことです。これは、私が私の意志で決めたことですから。さあ、竜宝玉カーバンクルを並べて置いてください」

「……わかったよ。トモエ」

「はい」

　トモエさんが抱かかえていた包みを解いて、四つの竜宝玉をアイカの足あし許もとに並べました。

「これで、よろしいでしょうか？」

「ええ。では、始めます。下がっていてください」

　言われたとおりに、私たちはアイカからいくらか離はなれました。

　元々、少し離れた位置にいたオルリスは、その場から動くことなくアイカに険けわしいまなざしを向けています。

「レックス様」

　私は隣となりに立つアホタレの服の袖そでをつかんで、問いました。

「大だい丈じよう夫ぶなのか、とはどういう意味ですか？」

「そのまんまの意味だよ」

　アホタレは、アイカに返したのと同じ答えを口にしました。

　そのままの意味……ということは、竜りゆうの墓場への扉とびらを開くことによって、アイカの身に、なんらかの良くない事態が起こりうる……ということなのでしょうか。

　たとえば、命を落とす……といったような。

　だとすると、アイカが自分の命を賭としてまで私たちをヴァナディースに会わせたいと思う理由はどこにあるのでしょうか。

　考えます。

　私たちのためではないのだとしたら？

　私たちではない誰かのために、私たちをヴァナディースに会わせようとしているのだとしたら？

　その誰かのためならば、命さえ惜おしくないとアイカが思っているのだとしたら？

　その誰かは……。

「我は扉なり。大いなる竜の魂たましいよ。禁断を解き放つ鍵かぎよ。我は扉なり」

　視線の先で、アイカは祈いのるように胸の前で合わせていた手を離し、両腕うでをゆっくりと広げて淀よどみのない声を響かせました。

　長い深しん紅くの髪かみが波打ちはじめると、アイカは広げた両腕を天へとかざし、目を閉じました。そして、先程と同じ言葉を繰くり返しました。

　足あし許もとの竜宝玉カーバンクルがふわりと浮かび上がって、光を放ちました。

　やわらかな……しかし、無数の色が交じり合った、混こん沌とんを感じさせる色の光です。

　光は滲にじむように広がって、アイカと彼女の周囲の空間を混沌の色へと染めていきます。

　ほどなくして、混沌の色に染まったアイカの姿が飴あめのようにぐにゃりと歪ゆがんで、人の形を失いました。

「……！」

「アイカさん！」

　私が息を吞のむのと同時に、トモエさんが悲鳴じみた声をあげました。

「それが、扉だ！」

　アイカから声が返ることはありませんでしたが、代わってオルリスが声を響かせました。

「人の身では、長くは保もたぬ！　その女を死なせたくなければ、急げ！」

　直後、オルリスは短く呻うめいて、がっくりとその場に両膝ひざをつきました。

「オルリス！」

　オルリスは両肩かたを──いえ、全身を震ふるわせながら、顔だけを上げました。

　目を剝むき歯を食いしばった表情が、苦痛を物語っています。

　オルリスが倒れた理由は、明白でした。

　制約です。

　竜りゆう王おうに与えられた制約が、オルリスの今の発言が竜王にとって不利なものであると判断し、彼女の身を苛さいなんでいるのです。

「急げ……っ！」

　オルリスの表情は、苦痛と同時に覚かく悟ごをも物語っていました。

　オルリスは制約に反する覚悟で──つまりは、竜王に背そむく覚悟で、アイカを救うための術すべを伝えてくれたのです。

　アイカは言っていました。

　竜の墓場へと至る扉とびらを開けるためには、鍵かぎよりも以前に扉が要いると。そして、こうも言っていました。扉は、自分が用意すると。

　あの言葉の意味が、ようやくわかりました。

　アイカは、自分自身が扉になったのです。

　アイカは今、人としての形を失っています。そして、それは非常に危険な状態なのです。

「行こう」

　言って、アホタレが歩き出しました。

　足取りに、迷いは感じられません。

「アンジュ様、私たちも」

「ええ」

　私はトモエさんと顔を見合わせ、頷うなずき合って、アホタレの背中を追いかけました。

　水面のように揺ゆらめいている混こん沌とん色の光の前で足を止めたアホタレは、ふわふわと浮かんでいる四つの竜宝玉カーバンクルに片方の手をかざし、言いました。

「オレたちを、ヴァナディースのところに行かせてくれ」

　竜宝玉から放たれていた光が、色を変えました。

　無数の色が入り交じった混沌の色から、青く蒼あおい空の色へと。

　空色の光は、虚こ空くうに揺らめく扉の色をも青く蒼く塗り替えました。

　鍵が開いたのだと、私は理解しました。

「アンジュもトモエも、オレにつかまってくれ」

　アホタレが両腕うでを軽く左右に持ち上げて言いました。

「は、はい」

「失礼致します」

　私はアホタレに杖つえを持ってもらって左腕うでに、トモエさんは右腕にしがみつきました。

「跳とぶぞ。放すなよ」

　私が歯を食いしばって頷うなずくのと同時に、アホタレは地面を蹴けって空色の光へと飛び込みました。

　光の眩まぶしさに目を開けていられなかった私は、ただただアホタレの腕に必死にしがみついていることしかできませんでした。

　春の日だまりのような温ぬくもりを感じました。

　吹雪ふぶきの夜のような寒さを感じました。

　衝しよう撃げきや痛みは感じませんでした。

　時間の感覚が失われていくのがわかりました。

　一いつ瞬しゆんにも永えい劫ごうにも感じられる時間。

　自分という存在が希き釈しやくされて消えてしまうのではという不安感。

　アホタレの腕にしがみついていなかったら。腕と胸にアホタレの体温を感じていなかったら、あるいは本当に私は私という存在を見失い、消えてしまっていたかもしれません。

「着いた。もう、腕、放して大だい丈じよう夫ぶだぞ」

　アホタレのその言葉に恐おそる恐る目を開けた私は、両目が捉とらえた風景を認識するよりも前に、その場にへたり込んでいました。

「平気か？　アンジュ」

「は、はい……」

　アホタレの腕をつかんだまま、私は大きく息を吐はき出しつつ頷うなずきました。

「ちょっと、酔よっただけですから……」

　酔った、という表現は自分の言葉ながら、言い得て妙みようだと思いました。

　お酒に酔ったときの感じとは、違います。船酔いや馬車酔いとも違います。

　ただ、全身に感じるこの吐き気を伴った不快感は、酔った、と表現するのが一番近いように思えます。

　この酔いに名前を付けるとするなら、時間酔い、あるいは空間酔いといったところでしょうか。

「トモエはどうだ？」

「お気き遣づかいありがとうございます。私は大丈夫です。多少、目眩めまいはしますが……」

　トモエさんも酔いは感じているようですが、私のようにへたり込んではいませんでした。

　私は深呼吸を一つ、アホタレの腕から離はなした手を地面について、立ち上がりました。

　軽く頭を振って、状況を確認します。

「花……？」

　私たちが立っている場所は、右を向いても左を向いても色とりどりの花が咲き誇ほこる、一面の花園でした。

「綺き麗れいだなー」

　アホタレが吞のん気きな感想を口にしました。

「そうですね……」

　たしかに綺麗な場所ですが、私は同時に不ぶ気き味みさを感じてもいました。

　咲き誇る花々に、季節感がないのです。

　暖かい季節の花と寒い季節の花が、入り乱れているのです。

「空も、とても綺麗です」

　トモエさんのその言葉に、私は視線を空へと向けました。

　空は、金色に輝いていました。

　雲はなく、太陽の姿も見えません。月も、星も。

　空自体が、文字どおり光を放っているのです。

「ここが、竜りゆうの墓場……なのでしょうか？」

　夢を見ているのかと思い、自分で自分の頰ほおをつねってみましたが、目に映る景け色しきは変わりませんでした。ただ、頰が痛いだけでした。夢ではない……ということです。

「そうみたいだぞ。あっちに行ってみようぜ」

　アホタレが、私から見て右手の方向を指さしました。

「なにか、感じるのですか？」

「感じるっていうか、声が聞こえる。オレたちを呼んでる」

　耳を澄すましてみても、私には何も聞こえませんでした。

「トモエさんは、聞こえますか？」

「いえ……」

　トモエさんは申し訳なさそうに首を横に振りました。

　ただの人間である私より優れた聴力を持っているはずのトモエさんにも聞こえていないということは。アホタレにしか聞こえていないということは。

「ヴァナディースの声ですか？」

「そうだって言ってる」

　答えつつ、アホタレは私が預けた杖つえを差し出してきました。

　受け取って、私はアホタレの横顔を注視しました。

　アホタレの目は、意識は、ここではないどこかに向けられていました。

　どうやら、心の中でヴァナディースと言葉を交わしているようです。

「走るぞ」

　短く言うと、アホタレは不意に私を抱だきかかえて、「舌した、嚙かむなよ」、地面を蹴けりました。

　色鮮あざやかな景け色しきが、もの凄すごい早さで流れていきます。

　アホタレの肩かた越ごしに、トモエさんの姿が見えました。

　アホタレの脚きやく力りよくは人間の限界を軽く超えていますが、さすがはトモエさん。顔色一つ変えずについてきています。

　ほどなくして立ち止まったアホタレは、私を抱かかえたまま、言いました。

「あいつが、ヴァナディースだ」

　アホタレの視線の先にあるのは、満開に花を咲かせた一本の大きな桜さくらの木でした。

「あの桜が……？」

「木の前にいる」

　と言われても、私には見えません。

「今、見えるようにしてくれるって言ってる」

　アホタレのその言葉の直後、桜の木の前に、まるで初めからそこにいたように──いえ、事実、いたのでしょう──人間の女性が、現れました。

　後ろで咲き誇ほこる桜の花と同じ色の装しよう束ぞくに身を包んだ、長い黒髪かみの女性です。

　やわらかな微笑ほほえみを浮かべて、私たちを見ています。

「彼女がヴァナディース……なのですか？」

「ああ」

「でも、彼女は……」

　桜の木の前に桜色の装束を纏まとって微笑んでいるその女性は、私たちの知る、ある人物によく似ていました。

　アイカです。

　装束も髪の色も違っていますが、ヴァナディースだというその女性の顔は、嫣えん然ぜんとした美び貌ぼうは、瓜うり二つと言っていいほどアイカに似ています。

「この姿に、驚おどろいているのですね」

　それが、私が聞いたヴァナディースの第一声でした。

「これは、かつて私と共に戦ってくれた、かけがえのない友の姿です」

「竜りゆう騎き士しカグヤ……ですか？」

　ヴァナディースは頷うなずきました。

「人であるあなたたちと言葉を交わすには人の姿が一番だろうと思い、カグヤの姿を借りたのです」

　竜騎士カグヤはアイカの曾ひいお祖ば母あさんです。血縁です。似ていたとしても、不思議ではありません。ですが……。

「安心してください。借りたのは、あくまでもカグヤの姿だけ。カグヤ本人の肉体は、既すでに失われています」

　ヴァナディースは私の疑念を見み透すかしたように言いました。

　たしかに、カグヤの姿をしたヴァナディースからは、生命感がまるで感じられません。

　生命が──生きた肉体が発する、体温も含めた独特の熱が、まったく伝わってこないのです。

　さながら、亡ぼう霊れいを目の前にしているかのような。

　……いえ、肉体を失い、力と魂たましいだけの存在となってしまっている彼女は、まさしく亡霊なのです。

「疑ってすみませんでした、聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディース」

　ヴァナディースはやわらかな笑みに苦みを含ませて、首を横に振りました。

「名前でかまいませんよ、アンジュ。私が聖母竜と呼ばれていたのは、遠い昔のことです」

　続けて、ヴァナディースは言いました。

「改めて……よく来てくれました、レックス。アンジュ……それに、トモエも」

「あれ？　オレ、アンジュとトモエの名前って言ったっけ？」

　アホタレが小首を傾かしげて口にした問いに、ヴァナディースは答えました。

「アイカがあなたたちに手渡した私の竜宝玉カーバンクルを通して、あなたたちのことは見ていました」

「おー、なるほど」

「故ゆえに、あなたたちが竜りゆうの墓場へとやって来た理由も理解しています」

　ヴァナディースは、アイカと瓜うり二つの美び貌ぼうに浮かんだ微笑ほほえみに、今度は悲しみの色を含ませました。

「忘れられた存在である私に会いにきてくれたことは、嬉うれしく思います。……ですが、私はもう……竜りゆう騎き士しを選ぶつもりは、ありません」

「そんな！」

　私は声をあげてから、自分がアホタレに抱だきかかえられたままであることに気づきました。

　竜りゆう王おうによって貶おとしめられているとはいえ、本来は神にも等しい存在であるはずのヴァナディースと、私はよりにもよってお姫ひめ様さまだっこされた格好で言葉を交わしていたのです。

「レ、レックス様っ。下ろしてください……っ！」

「あ。悪ぃ悪ぃ」

　下ろされた私は、あたふたと服の乱れを直してから、ヴァナディースに向き直りました。

「教えてください、ヴァナディース。竜騎士を選ぶつもりはないとは、どういう意味ですか？」

　アイカの話に偽いつわりがなければ、ヴァナディースは人間に対して深い情を抱いだいている竜です。

　なにしろ、旧世界の人間を滅ぼさせないために、自らの命さえ捨てたのですから。

　ヴァナディースは、私たちがここに来た理由を知っています。

　魔ま王おうメイ＝ヘムがバハムートを復活させてしまった以上、世界を守るためには竜騎士の力が必要なのです。

　世界を守りたいはずの、人間を守りたいはずのヴァナディースが、百年前の人じん魔ま戦争では竜りゆう騎き士しを選んだはずのヴァナディースが、なぜ、今回は竜騎士を選ばないなどと言うのか。

「かつて、あなたたちが人魔戦争と呼ぶ戦いに於おいて、私はカグヤを竜騎士に選び、魔ま王おう軍と戦いました」

「魔王妃ひレダが暴走させてしまったパンデモニウムを、あなたとカグヤが倒したと聞いています」

　ヴァナディースは曖あい昧まいな笑みを浮かべました。

「完全に討うち滅ぼすことは叶かないませんでしたが」

　魔王の娘むすめ、クリームヒルトは言っていました。魔王の超ア戦イ闘ド体ル・バハムートは、パンデモニウムの無限光石アイン・ソフ・オウルを使って復活したと。

　無限光石が、私の想像どおり、超戦闘体の動力──人体でいうところの心臓に相当する存在であるのだとしたら、ヴァナディースとカグヤは、一番重要な箇所を破は壊かいしきれなかったということになります。

「カグヤは、よく戦ってくれました。彼女にはいくら感謝しても足りません。かけがえのない、友です。そんなカグヤを、私は不幸にしてしまった」

　ヴァナディースは苦しげに目を伏せ、語りを続けました。

「シグルドです。シグルドは、私と深く関わったカグヤを許しませんでした」

　人魔戦争の後、竜りゆう王おうシグルドはカグヤを抹まつ殺さつするために、再さい三さん再さい四し、刺し客かくを差し向けたのだそうです。

　竜騎士とはいえ、既すでにヴァナディースと分ぶん離りしていたカグヤは、無敵ではありません。

　十数年にもわたる刺客との戦いの日々の果てに、ついにカグヤは命を落としてしまいました。

　カグヤには、四人、子供がいたそうです。

　しかし、四人のうち三人は、竜王の刺客に殺されてしまいました。

「ただ一人、生かされた子には、並々ならぬ剣けん才さいがありました」

　竜王が剣才に恵まれた子供だけは殺さずに生かしておいたのは、決して慈じ悲ひなどではありません。

　自分の魂たましいと力を宿す器の候補として、生かしておいただけです。

　ただ一人生かされたその子供の子供も、孫も、器になりうる素質の持ち主を除のぞいて、全員殺されてしまいました。

「私に関わったがために、カグヤは……その子供や孫たちまで、不幸になってしまったのです」

　アイカのことが思い出されました。

　カグヤの血を継つぎながら今日きようまで竜王に殺されていない彼女は、竜王に素質を認められたのでしょう。

　暗殺を生業なりわいとする一家で育ったという血塗られた過去にも、竜王の意図が見え隠かくれします。

「私は、もう……私と共に戦ってくれた竜りゆう騎き士しを、不幸にしたくはないのです」

　ヴァナディースは、泣いていました。

「ヴァナディース……」

　彼女が慈じ悲ひ深い竜りゆうであることは、わかっていました。

　ですが、これは……予想以上です。

　彼女だって、わかってはいるはずなのです。

　自分がここでアホタレを竜騎士にしなければ、多くの血が流れることになると。

　わかっていても、彼女には自分が選んだ竜騎士が不幸になってしまうことが、耐えられないのです。

　優しすぎて、個と全体を秤はかりにかけることができないのです。

　似ている、と思いました。

　私は隣となりに立つアホタレの横顔を窺うかがいました。

　ヴァナディースは、アホタレによく似ています。

　もちろん、見た目の話ではありません。心の有り様ようが似ていると、そう思ったのです。

「怖こわいんだな」

　アホタレが言いました。

「誰かを傷つけて、その誰かの痛みで自分が傷つくのが、怖いんだよな。わかるよ。オレも、同じだったからさ」

　ヴァナディースは伏せていた目を上げ、涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみにアホタレを映しました。

「オレ、剣けんの練習中にさ、ばあちゃんの目を傷つけちまったんだ。痛いよな？　好きな人が傷つくのってさ。それが、自分がつけた傷だったりしたらさ、ホント、もう、とんでもなく痛いよな。わかるよ。あんたの気持ち。オレも、それ以来、オレの剣は人を不幸にする剣だって、戦ったりしちゃダメだって、思ってきたからさ。だからさ、すげー嫌いやだったんだ。英雄の曾ひ孫まごなんだから国のために戦えとか世界のために戦えとか言われるのがさ」

　アホタレに苦笑いを向けられて、私は少し困ってしまいました。

　あなたには英雄の曾孫としての義務がある。あなたは国のため、世界のために戦わなければならない。

　誰よりも彼にそう言ってきたのは、外ならぬ私です。

「でも、さ。ある人がオレに教えてくれたんだ」

　アホタレはヴァナディースに向き直ると、私の肩かたに手を置いて、言いました。

「オレの剣は、人を不幸にするだけの剣じゃないって。オレの剣は人を幸せにする剣だって、言ってくれたんだ。その言葉でさ、オレ、すげー救われたんだ」

「レックス様……」

　アホタレが今口にした台詞せりふは、ナブラスカ山での私の言葉です。

「その人はさ、こうも言ってくれたんだ。オレは国とか世界とかのためじゃなく、オレの目に映る、オレが守りたいと思う人たちのために戦えばいいんだって」

　アホタレは私の肩かたから手を離はなすと、その手で、今度は私の手に触ふれてきました。

　私は、私の手に触れるアホタレの手を、軽く握にぎりました。

　アホタレはヴァナディースに顔を向けたまま、目だけを私に向けて、はにかんだように笑いました。

「オレさ、そのとき初めて思ったんだ。応こたえたい、ってさ」

　アホタレの手が、私の手を、私が握っているのよりもほんの少しだけ強い力で握り返してきました。

「その人に対してだけじゃなくさ、オレに期待してくれる人たちに、その期待に、できるだけ応えたいって、応えられるようにがんばってみようって、思ったんだ」

　繫つないだ手を軽く持ち上げて、アホタレは言葉を続けます。

「あんたの気持ちは、わかる。でも、あんたが力を貸してくれなかったら、オレは、アンジュの期待にも、ウェルチの期待にも、兄貴の期待にも、応えられないんだ。だから、力を貸してもらえると、嬉うれしい」

　私と繫いでいるのと逆の手を、アホタレはヴァナディースに差し出しました。

　ヴァナディースは、しかし、アホタレの手を取ろうとはしませんでした。

「私があなたを竜りゆう騎き士しに選べば、シグルドはあなたを決して許さないでしょう。あれは、矜きよう恃じの塊かたまりです。己の意に背いた存在を、そぐわぬ存在を、許しません。あなただけでなく、あなたの愛する存在にも、あれは殺意を向けるでしょう。……私は、あなたにカグヤのようになってほしくはないのです」

　ヴァナディースは泣き顔を両手で覆おおって、肩かたを震ふるわせました。

「私は、もう、私と関わった人間に、私と関わったことを後悔してほしくないのです」

　本当に……。

　本当に、ヴァナディースは人間を愛しているのです。

　愛しているから、嫌きらわれたくない。恨うらまれたくない。

　当然の感情です。

　誰だって、愛した相手から負の感情を向けられたくはありません。

　神にも等しい竜りゆうであっても、それは同じなのです。

　金きん竜りゆうオルリス、黒こく竜りゆうヴリトラのジェイド、銀ぎん竜りゆうユラン、名も無き白はく竜りゆうのクシナダ。四天竜ノーブルドラゴンであった彼らが、人と変わらない心を持っていたように。

「オレは、後悔しないよ」

「後悔します。きっと」

「アイカのひいばあちゃんは、後悔したのかな？」

「したはずです。仮に、カグヤが後悔していなかったとしても、シグルドに殺された彼女の子や孫らは、私を恨うらんでいるはずです。アイカだって……」

　アイカは言っていました。ヴァナディースへの憎にくしみは、とうに枯かれたと。

　その言い回しは、過去たしかに、ヴァナディースへの憎しみが彼女の心に存在していたということです。

　カグヤが、ヴァナディースの竜りゆう騎き士しとなった自分の選せん択たくを、決断を、後悔したのかどうかはわかりません。

　しかし、少なくともアイカはヴァナディースを憎んでいました。カグヤの子孫の中に、ヴァナディースを恨うらまなかった者が皆かい無むだったということはないのです。

「オレは、後悔しないよ」

　ヴァナディースに拒こばまれた手を今もまだ差し出し続けたまま、アホタレは先程と同じ言葉を口にしました。

「オレの子供とか孫とかがどう思うかまでは、わからないけどさ。でも、オレは後悔しない。後悔しないために、ここにきたんだ」

　ヴァナディースは、アホタレの次の言葉で両手を顔から離はなしました。

「オレは、あんたにも後悔してほしくない」

　アホタレは言います。

「オレを竜騎士にしたら、あんたは後悔するかもしれない。でも、オレを竜騎士にしなくても、きっとあんたは後悔する。

　あんたがアイカのひいばあちゃんを竜騎士にしたことで、アイカのひいばあちゃんも、アイカも、大変な思いをした。それは、間違いないことなんだと思う。でも、あんたがアイカのひいばあちゃんを竜騎士にしてなかったら、もっとたくさんの人が大変な目に遭あってた」

　自分と共に戦ってくれたカグヤが不幸になってしまったことは、ヴァナディースにとって、悲しい出来事でした。

　しかし、カグヤを竜騎士に選んでいなかったら、ヴァナディースはより深い悲しみに吞のまれていたことでしょう。

　結局のところ、ヴァナディースに選せん択たくの余地などなかったのです。

　人間を愛する聖せい母ぼ竜りゆうは、友である竜騎士とその血を継つぐ者たちを不幸にしてでも、多くの人間のために戦うしかなかったのです。

　そして、それは今も同じです。

　ヴァナディースは、アホタレを竜騎士にするでしょう。

　ヴァナディースだって、それはわかっているはずです。

　わかっていながら、それでも彼女がアホタレを竜騎士にしたくないと言っているのは、カグヤやその子孫たちを不幸にしてしまった悲しみを、吐と露ろしたかったからです。

　この一見、美しい──けれど、誰もいないこの世界で、長い時間、自分一人で抱かかえるしかなかった胸の痛みを、誰かに知ってほしかったのです。

「オレは、後悔したくない。オレは、がんばりたい。だから、オレをあんたの竜りゆう騎き士しにしてくれ」

　涙なみだに濡ぬれたヴァナディースの顔は、アイカと瓜うり二つでありながら、彼女よりももっとずっと幼く見えました。

　その顔を涙をこらえるように天へと向けて、ヴァナディースは言いました。

「約束してください、レックス。あなたは、私と共に戦ったことで、決して不幸にはならないと」

　アホタレは気負いなく答えました。

「約束する」

　ゆっくりと顔を下ろし、ヴァナディースは微笑ほほえみました。切なげに、優しげに。

「レックス……シグルドの竜騎士、レイジャックの血を継つぐ者よ」

　ヴァナディースの長い黒髪かみと桜さくら色の装しよう束ぞくから、ゆらりと光が立ち上りました。

「世界のために……私が愛した人間たちのために、どうか、私を使ってください」

　ヴァナディースは目を閉じ、微笑みを消して、言いました。

　光に包まれた──いえ、光そのものと化しつつある手が、差し出されていたアホタレの手に重ねられます。

　おもむろに目を開いたヴァナディースは──その目には、もう涙は見えませんでした。代わって見て取れたのは、揺ゆるぎない意志の光です。

　聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースは、ただ優しいだけの竜ではないのです。

　愛する者を守るためならば自らの命さえ惜おしまない強さをも持ち合わせているからこその、聖『母』竜なのです。

「ただし、肉体を失って久しい私は、時とともに力を失いつつあります。今の私が、シグルドやバハムートに匹ひつ敵てきする力で戦えるのは、一度限りと思ってください」

　一度限り……。

　魔ま王おうメイ＝ヘムと竜りゆう王おうシグルド。優先して倒さなければならないのは魔王のほうですが、それ以前に竜王が仕掛けてこないとも限りません。どちらと先に戦うことになるのかはわかりませんが、どちらか一方との戦いは、私たちにとって決定的、あるいは致命的に不利な戦いを覚かく悟ごしなければならないようです。

「憶おぼえておくよ」

　アホタレが頷うなずくと、既すでに顔まで光に変わりつつあったヴァナディースは眠ねむるように目を閉じ、ついに全身を光に変えました。

　真夏の日射しのように明るいのに不思議と目を焼くことのないその光は、アホタレが差し出していた手から腕うでを伝って全身を包み込み、音もなく弾はじけました。

　光が弾けた瞬しゆん間かん、痛みと表現するほどでもない軽い衝しよう撃げきが、繫つないだアホタレの手から伝わってきました。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　レックス様」

　アホタレは目を見開いて、肩かたで息をしていました。

「あ、ああ……」

　頷うなずいたアホタレですが、見開かれた目の焦しよう点てんは合っておらず、とても大丈夫そうには見えません。

「なんか、見たことのない人とか場所とか色んなものが、頭の中にバーッって……」

「ヴァナディースの記き憶おく……でしょうか」

　アホタレは額ひたいを押さえて、弱々しく頷きました。

「そうだって言ってる」

　アホタレには、ヴァナディースが姿を消した今も、彼女の声が聞こえているようです。

　ヴァナディースの記憶がアホタレの脳裏に流れ込んできたということは、ヴァナディースは──彼女の魂たましいと力は、アホタレの中に在るのでしょう。

　真の竜りゆう騎き士しに、アホタレはなったのです。

「レックス様……」

　ついに真の竜騎士となったアホタレにかけるべき言葉を、私は即座には見つけられませんでした。

　この先に待ち受けている戦いを思うと、おめでとうございます、とは言えません。

　もっと他ほかに相応ふさわしい言葉があるはずなのですが、思い浮かばないのです。

「アンジュ」

　繫いだままの手を軽く握にぎりしめて、アホタレは私を見ました。そして、言いました。

「がんばろうな」

　アホタレにかけるべき言葉……。

　私が見つけられなかったその言葉を、答えを、アホタレが教えてくれました。

　私はアホタレの手を握り返して、アホタレの空色の瞳ひとみをまっすぐに見返して、言いました。

「がんばりましょう、レックス様」

　その直後でした。

「やっちまったな、ヴァナディース」

　聞き覚えのある野の太ぶとい声が、低く響いたのは。

「上です！」

　トモエさんが手からナギナタを取り出しつつ、鋭するどい声をあげました。

　金色の空を振り仰あおいだ私は、そこに凶きよう暴ぼうな笑みを目もく撃げきしました。

「ザッハーク……！」

　竜りゆう王おうの力より生み出された、竜王の武力の代行者。

　魔ま竜りゆうザッハーク。

「やはり、現れましたか」

　驚おどろきはありませんでした。

　竜王による妨ぼう害がいは、予測できた事態です。

「よぉ、一日ぶりだな」

　ザッハークは、まるでそこに見えない足場があったかのように空を蹴けって跳とび、私たちの前に降り立ちました。

　燃え立つような赤い髪かみを、トモエさんに切断されたはずの左手で無造作に撫なでつけて、にいっと歯を剝むいてみせます。

「会いたかったぜ」

　左腕が復元されただけでなく、焼けた鉄のような色の巨きよ軀くからは、昨日きのうの戦いで私たちが与えた傷の一切が消え去っていました。

「オレは、もうあんたとは二度と会いたくなかったけどな」

「そうはいかねぇよ。てめぇらはこの俺おれをコケにした上に、いよいよ親父おやじを怒おこらせちまったんだ。もう、死ぬしかねぇんだよ」

「竜王は、レックス様の肉体を器として欲しているのではないのですか？」

　私の問いに、ザッハークは唾つばを吐はいて答えました。

「ヴァナディースのお古は、要いらねぇとよ」

　やはり……。

　ヴァナディースの竜りゆう騎き士しとなったことで、アホタレは竜王の新たな器の候補から、完全に外れたのです。

「ヴァナディース。あんたも、おしまいだ」

　ザッハークは、アホタレに──正確には、アホタレの中に在るヴァナディースに向けて、言いました。

「魂たましいだけになったあんたを、親父はいつだって滅ぼせたんだ。親父がそれをしなかったのは、せめてもの慈じ悲ひだ。あんたが人じん魔ま戦争にしゃしゃり出てきた時も、親父はあんたを竜りゆうの墓場に封じ込めただけで、滅ぼしはしなかった。……けどな、慈悲深い親父も、いよいよ我が慢まんの限界だとさ。そりゃそうだよな。あんたは、親父が目をつけていた器に手をつけちまったんだ。許されねぇよ」

　竜王がザッハークに与えた命令は、アホタレの抹まつ殺さつだけではないのです。ヴァナディースの魂をも、ついに竜王は滅ぼそうというのです。

「勝てると思っているのですか？　ザッハーク。レックス様は、ヴァナディースの魂と力を得て、真の竜りゆう騎き士しとなったのです。竜りゆう王おうにも匹ひつ敵てきする力を得たのですよ？」

　ザッハークは鼻で嗤わらいました。

「つまらねぇな。ハッタリにすらなっちゃいねぇぞ、女。今のヴァナディースに、親父おやじに匹敵する力なんざ、ありゃしねぇ。それなりの戦いができたとしても、二度……いや、一度が限界。違うか？」

　ニヤニヤと下げ卑びた笑みを浮かべて、ザッハークは言います。

「それにな、その野や郎ろうが持って生まれた竜りゆうの因いん子しは、レイジャックから受け継ついだモンだ。つまりは、親父のモンだ。その野郎はな、そもそもヴァナディースの竜騎士にゃ、向いちゃいないのさ。竜の因子が書き換わるには、時間がかかる。それまでは、ヴァナディースの力は使えねぇよ」

　私はアホタレを見ました。

　アホタレは無言で頷うなずきました。

　ザッハークの言葉は、事実なのです。

　この戦い、私たちはなんとしても私たちだけの力で勝たなくてはならないのです。

「それならそれで、かまいません」

「あん？」

「あなたを倒すのに、ヴァナディースの力は必要ありません」

　私は利き手に持っていた杖つえの先を、ザッハークに向けました。

「あなたには、敗北の上塗りをしてもらいます。魔ま竜りゆうザッハーク」

　強気な言葉で、私は自らを奮ふるい立たせました。

　ザッハークを怯ひるませる目的でヴァナディースの力をちらつかせるようなことを言いましたが、どのみち、今ここでザッハーク相手にヴァナディースの力を使ってしまうわけにはいかなかったのです。

　アホタレを殺してはいけないと命じられていた昨日きのうとは違い、今日きようのザッハークはアホタレをヴァナディースごと殺すように命じられています。

　ザッハークの攻こう撃げきは、昨日の戦いよりもより苛か烈れつなものになるでしょう。

　不安材料は、もう一つありました。

　私はザッハークに杖を向けた格好のまま、横目でアホタレを見ました。

　果たして、アホタレは昨日と同等の力で戦うことができるのか。

　金きん竜りゆうオルリス、黒こく竜りゆうヴリトラ、名も無き白はく竜りゆうに加えて、四天竜ノーブルドラゴンにも勝まさる力を持つザッハークと接せつ触しよくしたことで、アホタレの血に宿る竜の因子は極限まで活性化され、人間の限界を遥はるかに超えた力をアホタレに与えています。

　しかし、アホタレの血に宿る──アホタレの力の源ともいえる竜の因子は、今、竜王のそれからヴァナディースのそれへと書き換えられている最中だと、ザッハークは言っていました。

「アンジュもこう言ってるし、オレもあんた相手に手加減はできそうにない」

　アホタレが私の手を離はなし、その手を暗黒剣デスブリンガーの柄つかへと添えて言いました。

「できれば、このまま帰ってくれ。オレたちのためにも、あんたのためにも」

　アホタレの横顔を見ていた私は、彼の目に訪れた変化を見み逃のがさずにすみました。

　空色の瞳ひとみが、竜りゆうのそれのように縦たてに切れ上がったのです。

　昨日きのう、ザッハークと戦った時にも、アホタレの瞳は同様に変化していました。

　同時に、私は力を感じました。

　静かで穏おだやかな、しかし、揺ゆるぎない大きな力を。

　その力を発しているのは──いえ、全身に漲みなぎらせているのは、外ならぬアホタレです。

　杞き憂ゆう、だったようです。

　竜の因いん子しが書き換え中であっても、ヴァナディースの力を今はまだ使うことができなくても、今日きようまでの旅でアホタレが高めてきた力に、鈍にぶりはありません。

　私の隣となりに下がってきたトモエさんも、構えたナギナタの刃やいばよりもなお鋭するどく研とぎ澄すまされた闘とう気きを、まっすぐザッハークに向けています。

　勝てます。

　ザッハークの攻こう撃げきに一切の躊躇ためらいがなかったとしても、今の私たちならば、勝てます。

　正面に向き直った私は、さっきまでアホタレと繫つないでいた手を杖つえへと運びました。

「敗北の上塗りだと？　このまま帰れだと？」

　ザッハークは、炎ほのおのような赤せき髪はつを、今度は両手で撫なでつけて、凶きよう眼がんを見開きました。

「誰に向かって言っていやがるっ！」

　ザッハークの怒ど号ごうは一面の花々を吹き散らし、それどころか地さえ震ふるわせました。

「俺おれに敗北はありえねぇ！　親父おやじの命令を果たさずにおめおめと帰るなんて、ありえねぇんだよ！　もう二度となぁ！」

　激しくブレる視界の中で、それでも私の目は、ザッハークの身に起きた異変を捉とらえていました。

　焼けた鉄の色をした巨きよ軀くが、巨軀を巨軀たらしめている厚く太い筋肉が、二倍を優ゆうに超え、三倍近くにも膨ふくれ上がったのです。

「──っ……ぐ……おおおおおおおおおっ！」

　苦く悶もんさえ含んだザッハークの雄お叫たけびは、いよいよ地を割り、隆起と沈ちん下かを引き起こして、私たちは後退を余よ儀ぎなくされました。

　アホタレが私を抱かかえて跳とんだ直後、ほんの今まで私たちがいたその場所が、見えない力を噴ふき上げて消失しました。

　間かん一いつ髪ぱつでした。

　私を抱かかえたアホタレとトモエさんは、私の視力ではザッハークの姿がもうまったく見えない距きよ離りまで下がってもなお、表情に緊きん張ちようを漲みなぎらせていました。そして、アホタレは私を下ろそうとしませんでした。

　これだけ離はなれていても、まだ私を下ろすことはできないとアホタレが判断するほどに、ザッハークは危険だということです。

　固かた唾ずを飲んでザッハークの方向に視線を戻もどした私は、虚こ空くうを奔はしる無数の黒い稲いな妻ずまを目もく撃げきしました。

　竜りゆうの墓場と名付けられたこの異次元空間を八つ裂ざきにするかのように、黒い稲妻は絶え間なく閃ひらめき続けています。

　ザッハークは尋じん常じようの敵ではありません。それは、昨日きのうの戦いで嫌いやと言うほどに思い知らされました。しかし、再び私たちの前に現れたザッハークは、昨日よりも殊こと更さらに尋常の域から遠ざかっていました。

「姿が変わった」

　アホタレが言いました。

「身体からだの色が黒くなって、トゲみたいなのがいっぱい生はえてる」

　遠すぎて私の目には見えていませんが、ザッハークの変へん貌ぼうは筋肉の肥ひ大だいだけで終わりではなかったようです。

「昨日より、強くなってるな」

「昨日は、まだ本気ではなかったということでしょうか？」

「いや……」

　トモエさんの問いに、アホタレはザッハークの方向に視線を据すえたまま、首を横に振りました。

「昨日のあいつは、間違いなく本気だった」

　私は心の中でアホタレに同意しました。

　アホタレを殺すことを竜りゆう王おうに禁じられていたとはいえ、ザッハークが手加減していたのは最初のうちだけで、アホタレの拳こぶしや私の剛ごう魔ま法ほうに傷つけられて手加減を忘れ、最後には怒いかり狂ってコスモスの街ごと私たち全員を消し去ろうとしていました。

　つまり、ザッハークは、昨日から今日きようまでの一日の間に、なんらかの方法で強さを増したということになります。

　ザッハークは竜王の力から生み出された存在です。竜王の力そのものであるともいえるザッハークにさらなる力を与えられるとすれば、竜王以外にはありえません。

「……っ！」

　不意に右の頰ほおを襲おそった痛みに、私は思考を遮さえぎられました。

　痛みの正体を理解する間もなく、今度は左脚あしと左手に痛みが走りました。

　鈍どん痛つうではありません。刃は物もので引っ搔かかれたような、鋭い痛みです。

　実際に、左脚あしと左手の痛みを感じた箇所からは血が出ていました。……ということは、最初に痛みを感じた右の頰ほおにも同様の傷がついているのでしょう。

「これは……」

「まずいな……」

　苦々しく呟つぶやいたアホタレも、右の頰と首筋、それに右の二の腕うでに、小さな傷を負っていました。

「あいつの力が、飛礫つぶてみたいに飛んできてる」

　その言葉の最中にも、アホタレの首筋には新たな傷が生まれていました。

「攻こう撃げき……？」

「いや、あいつはまだなにもしちゃいない」

　心臓が恐きよう怖ふに締めつけられました。

　ザッハークは、なにもせずに──ただそこに存在しているだけで、離はなれた場所にいた私たちを傷つけるだけの力を発しているのです。

　力の強大さも さることながら、恐おそるべきは、その力の性質です。

　ザッハークの力は、なにかを生み出すことも守ることもない……ただひたすらに、この世のすべてを破は壊かいし、虚きよ無むへと還かえすだけの──危険極まる力です。

　魔王の超ア戦イ闘ド体ル──バハムートから感じたのと、同じ種類の力です。

「離れるぞ」

　アホタレは大きく跳とび退のいて、トモエさんは走って、ザッハークとの距きよ離りをさらに広げました。

「勝てないな。このままじゃ」

　絶望的な事実を、アホタレは歯は嚙がみするでも呻うめきを交えるでもなく、淡たん々たんと口にしました。

　反論は、できませんでした。

　私はザッハークの変へん貌ぼうを見届けてさえいません。それでも、わかるのです。過去の経験が──経験によって培つちかわれた勘かんが、教えてくれるのです。

　アホタレの言うとおりだと。

　今のザッハークには、アホタレの剣けんも私の剛ごう魔ま法ほうも、たいして効きはしないでしょう。

　トモエさんの〝超絶対刃アルテイマソード〟なら、効くかもしれません。しかし、絶対防ぼう御ぎよの結けつ界かいすら切り裂さく無敵の刃やいばも、当たらなければ意味がありません。そして、今のザッハークには、攻撃を当てること自体が至し難なんだと、アホタレはそう判断したのです。

「アンジュ」

　アホタレが私を下ろしつつ、言いました。

　嫌いやな予感がしました。

　耳を塞ふさぎたい衝しよう動どうにかられました。

　耳を塞ふさぐ代わりにうつむいた私に、アホタレは私が一番聞きたくなかった言葉を容よう赦しやなく聞かせました。

「例のアレ、試してみるぞ」

　ああ……。

　恐おそれていた事態が、現実になってしまいました。

　祈いのりは、届きませんでした。

　私はうつむいていた顔を上げ、アホタレを見ました。

　アホタレの表情は穏おだやかでした。口くち許もとには笑みさえ浮かんでいました。

　笑みさえ浮かべて、彼は私にこう言っているのです。

「オレの命を燃やせ」と──。

　今け朝さのことです。

　足が痺しびれて歩けなくなっていた私を抱だきかかえたアホタレは、まるで天気を訊たずねるかのような何気ない口く調ちようで、私にとんでもないことを訊きいてきたのです。

「なあ。アンジュのあの命を燃やす魔ま法ほう、オレにかけることはできないのか？」

　できません。

　私は、そう答えるべきだったのです。

　たとえそれが、真実ではなかったとしても。

　なのに、私は答えてしまったのです。正直に。

「不可能ではないと思います」と──。

　アホタレに問われた時、まず真っ先に私の頭に浮かんだのは、アホタレの身の安全ではありませんでした。

〝完全燃焼アラミタマ〟を自分以外に使うことが、果たして技術的に可能かどうか。

　私が最初に考えたのは、それでした。

　魔法使いとしての探求心が、先に立ってしまったのです。

〝完全燃焼〟を自分以外にかけることは可能なのか。生命を燃焼させて魔ま力りよくを高める魔法である〝完全燃焼〟を、魔法使いではない人間にかけて、強さを向上させることができるのか。

　どちらも可能だとして、では具体的にどう呪じゆ文もんを変化させればそれが可能になるのか。

　嬉き々きとして考える私の頭に、アホタレの存在はありませんでした。そして、私は〝完全燃焼〟がアホタレを死なせてしまうかもしれないという可能性を失念したまま、それどころか〝完全燃焼〟の新たな可能性に胸を躍おどらせて、「不可能ではないと思います」と答えてしまったのです。

　案の定じよう、アホタレはこの窮きゆう地ちに、自分に〝完全燃焼〟を使うことを提案してきました。

　悔くやんでも悔やみきれません。

〝完全燃焼〟は命を燃やす魔法です。

　私はこれまでに三度使用し、幸い、今もこうして生きていますが、この先、どんな反動が待ち受けているかわかりません。

　実はもう私の命は燃え滓かすしか残っていなくて、明あ日すにでも、最悪、次の瞬しゆん間かんにも死んでしまう……といった可能性だって、ありえるのです。

　アホタレに〝完全燃焼アラミタマ〟をかけることは、可能です。

　命の燃焼によって生じた熱を、魔ま力りよくではなく膂りよ力りよくに変えることも、可能です。

　ただの人間にすぎない私より遥はるかに強い生命力を持つアホタレなら、私が命を燃やした時以上に力を増すことができるでしょう。

　しかし、それは、アホタレが命を燃やすリスクが、私が命を燃やした時よりも高いということでもあるのです。

　生命力が強ければ強いほど、命を燃やす火の勢いもまた、強くなるということなのです。

「アンジュ、頼む」

「ですが……」

　アホタレは右手を持ち上げると、その手を私の頰ほおに重ねて、嚙かみしめるように言いました。

「頼む」

　アホタレの目は──竜りゆうのそれのように縦たてに切れ上がった空色の瞳ひとみは、私の葛かつ藤とうを見み透すかしていました。自分が死ぬかもしれないということを、十分、理解していました。

　その上で、それでもなお、アホタレは〝完全燃焼〟を自分に使えと言っているのです。

　アホタレはもう、完全に、決意してしまっているのです。説得は、通じません。

「……わかりました」

　私は、頷うなずくしかありませんでした。

　どのみち、このままでは私たちは全員、ザッハークに殺されてしまうのです。

　勝つために、生き残るために、取れる手段があるのなら、実行するしかないのです。たとえそれが、危険な手段であったとしても。

　私は自分にそう心の中で言い聞かせて、右手を──フェニックス・リングを、胸の前に持ち上げました。

　二本編んだ精神の糸の一本を〝世界の傷〟へと伸のばし、もう一本をフェニックス・リングに絡からませます。

　私たちの世界とも魔ま界かいともまた違う次元に在あるこの竜の墓場にも、〝世界の傷〟は存在していました。

　私は、さらにもう一本精神の糸を編み、それをアホタレの胸へと伸ばしました。

「ひゃっ」

　くすぐったかったのでしょうか、アホタレが変な声を出しました。

「胸っつーか、心臓が痒かゆいな、これ」

「我が慢まんしてください。……それと、朝も言いましたが、相当の苦痛を伴います。覚かく悟ごしてください。苦痛に負ければ、命はありません」

「ん。わかってる」

　アホタレが頷うなずいたその直後、

「レックス様！　アンジュ様！」

　トモエさんが緊きん迫ぱくした声をあげました。

「黒い光が、消えています！」

　アホタレは振り返り、私は立ち位置を少しずらして、ザッハークがいるはずの方向に目を向けました。

　絶え間なく閃ひらめいていた黒い稲いな妻ずまが、やんでいました。

　不ふ吉きつな予感に胸が締めつけられた次の瞬しゆん間かん、私の斜ななめ手前に咲いていた黄色い花が、弾はじけて散りました。

　さらにその次の瞬間には、右方で無数の花が弾け飛びました。

「これは……」

「アンジュ！」

　アホタレが不意に鋭するどい声を出して私の顔の前に広げた掌てのひらをかざし──その手から、パッと赤いものが飛び散りました。血です。

「あいつが、近づいてきてる」

　アホタレは痛みに顔を歪ゆがめることもなく、傷ついた右手を軽く握にぎりしめました。

　なにが起きたのかは、すぐに理解できました。

　私は今、死にかけたのです。

　アホタレが咄とつ嗟さに自分の手を盾たてにしてくれなければ、私は飛来したザッハークの力に頭を撃うち抜かれていました。

「アンジュ」

　まばたきと呼吸を忘れていた私の肩かたを、傷ついたアホタレの手が揺ゆすりました。

「あのアラなんとかって魔ま法ほうは、離はなれてる相手にもかけられるのか？」

「い、いえ……」

　私は硬こう直ちよくした身体からだを深呼吸で解ほぐしてから、答えました。

「自分以外に〝完全燃焼アラミタマ〟を使う場合、対象の胸か背中に触ふれている必要があります」

「そっか……。トモエ」

「はい」

　隙すきなくナギナタを構えたまま、トモエさんは顔だけをアホタレに向けました。

「少しの間、あいつを足止めしてくれ」

「承うけたまわりました」

　アホタレの意図を問うこともなく、トモエさんはヘッドドレスを外して放り、頭の両脇で結ゆっていた髪かみを解きました。そして、吸こ気きとともに静かに目を閉じると、トモエさんは全身から乳白色の光を放ち始めました。

　トモエさんにとっての正装であるメイド服は光に溶とけ、やがて光そのものを衣として纏まとったトモエさんは、腰こしまでの長さに伸のびた黒髪を両手で一度大きく搔かき上げて、閉じていた目を開きました。

「では、行ってまいります」

「頼む」

　朗らかないつもの笑顔を残して、殺戮天使キリングエンジエルとなったトモエさんは疾しつ走そうを開始しました。

　純白と漆しつ黒こくの二色で構成された小さな後ろ姿は、瞬またたく間に見えなくなりました。

「トモエさん……」

　殺戮天使となったトモエさんは、自らの身を超絶対刃アルテイマソードへと化すことができます。

　全身を無敵の刃やいばに変えられるということは、触ふれた敵を切り裂さくだけではなく、敵からのあらゆる攻こう撃げきをも切ってのけられるということです。

　無敵の刃は、同時に無敵の盾たてにもなりえるのです。

　とはいえ、今のザッハークは破は壊かいの権ごん化げです。おそらくは、万ばん物ぶつを破壊しうる性質を持っています。無敵の刃を折り、無敵の盾を砕くだくことさえ、不可能ではないかもしれません。

　それに、超絶対刃は消しよう耗もうの激しい力です。長くは保もちません。

　急がなければなりません。トモエさんが時間を稼かせいでくれている間に〝完全燃焼アラミタマ〟を……。

「アンジュは、身を守る魔ま法ほうは使えるのか？」

　切れてしまっていた精神の糸を改めて編もうとしていた私に、アホタレが問いを向けてきました。

「結けつ界かい術じゆつのことですか？　使えますが……」

「オレにアラなんとかをかけたら、アンジュはそのケッカイ術で自分の身を守っててくれ」

「それでは、レックス様の援えん護ごができません！」

　結界術は、当然、展開した結界の内側にいなければ意味がありません。しかし、結界の内側からでは、結界の外側に向けて魔法を撃うつことはできないのです。

「あいつが姿の見えるところまで近づいてきたら、アンジュはそれだけで死んじまう。オレもトモエも、アンジュを庇かばいながら戦う余よ裕ゆうは、たぶん、ない」

「でも……っ！」

　それ以上の反論の言葉を、私は口にすることができませんでした。

　またしても、私の顔の前にかざされたアホタレの手が、血の飛沫しぶきをほとばしらせたからです。

　ザッハークは、なにもせずともただそこにいるだけで破壊をまき散らす存在です。

　姿が見えない場所にいても、これなのです。

　ザッハークがいよいよ目の前まで迫れば、生なま身みの人間である私は、もうそれだけで生きてはいられないでしょう。

「……わかり……ました……」

　アホタレの指示は極めて的確で、私は頷うなずくしかありませんでした。

　アホタレに〝完全燃焼アラミタマ〟を使った後は、結けつ界かいの中に引きこもってアホタレとトモエさんの勝利を祈いのるだけ……。

　理り屈くつではともかく、感情ではとても納得できるものではありませんでしたが、ここでそれを訴えても、時間を稼かせいでくれているトモエさんの負ふ担たんが増えるだけです。

　私は歯は嚙がみしつつ精神の糸を編み直し、それを〝世界の傷〟に、フェニックス・リングに、そしてアホタレの心臓に伸のばしました。

　そこで、深呼吸を一つ。気持ちを落ち着けて、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入ります。

　術の対象を自分から他人に変えるために、命の燃焼によって得られる力を魔ま力りよくから膂りよ力りよくに変えるために、これまでとは微び妙みように呪文が違っています。

　言い間違えないよう、一ひと言こと一言、慎しん重ちように口にしながら、私は視線を右方に──トモエさんが走っていった方面へと向けました。

　金色の空を貫くように噴ふき上がった真まっ赤かな炎ほのおが見えました。虚こ空くうを切り刻むように閃ひらめく黒と青の稲いな妻ずまが見えました。それらから逃れるように、あるいは立ち向かうように飛び交う純白の光が見えました。

　トモエさんがザッハークと戦っているのです。

　表情は見えなくても、声は聞こえなくても、トモエさんが決死の覚かく悟ごでザッハークを食い止めていることは、動きから伝わってきました。……長くは持ちこたえられないということも。

　炎や稲妻にぶつかるごとに、トモエさんである純白の光は動きを鈍にぶらせていました。

　すべてを切り裂さく無敵の超絶対刃アルテイマソードといえど、やはり破は壊かいの権ごん化げであるザッハークの力を完全に殺すことはできないのです。

「トモエは、大だい丈じよう夫ぶだ。絶対に持ちこたえてくれる。アンジュは、魔ま法ほうを急いでくれ」

　アホタレのその言葉に、私は詠唱を続けながら頷きました。

　黒と青の稲妻に同時に打ち据すえられて叩たたき落とされたトモエさんは、すぐにまた飛ひ翔しようして、炎の柱を全身で切り裂きました。

　トモエさんの奮ふん戦せんのおかげで、呪文の詠唱は完了しました。

　あとは、目の前にあるアホタレの胸に手を当てて、力ある言葉を解き放つだけです。

　アホタレの胸に触れるために右手を持ち上げると、薬指の指輪が──フェニックス・リングが、目に入りました。

（ウェルチ……）

　火か術じゆつの効果を高める力を発揮して赤く輝いているフェニックス・リングは、私のかけがえのない友人であり、アホタレの幼おさな馴な染じみであったハーフエルフの少女の顔を、思い起こさせました。

　もし、アホタレと旅をしている魔ま法ほう使つかいが私ではなくウェルチだったら。

　もし、ウェルチが〝完全燃焼アラミタマ〟を使うことができたとしたら。

　ウェルチは、アホタレに〝完全燃焼〟を使ったでしょうか。

　アホタレを死なせてしまうかもしれない、博打ばくちのような選せん択たくを、果たして彼女はしたでしょうか。

　……したでしょう、きっと。

　アホタレがいつか必ず英雄になると信じ、彼のために魔法使いになったウェルチが、アホタレの決断に背そむくはずがないのです。

　あらゆる不安を嚙かみ殺し、笑みさえ浮かべて、ウェルチはアホタレに〝完全燃焼〟を使ったでしょう。

　そして、どんな結末を迎えることになったとしても、胸を張って受け入れたに違いありません。涙なみだは、心の中だけで流して。

　私は、ウェルチのようには強くありません。

　もし、〝完全燃焼〟でアホタレが死んでしまったら、私は後悔せずにはいられないでしょう。

　後悔して後悔して、泣いて泣いて泣き叫さけんで、二度と立ち上がれなくなってしまうかもしれません。

　それでも、アホタレは私の勇者で、私はアホタレの魔法使いなのです。

　今、ここでアホタレに力を与えられるのは、私しかいないのです。

　選択肢しなんて、一つしかありはしないのです。

　持ち上げた私の右手は、どうしようもないほどに震ふるえていました。

　きっと今、私は迷子まいごのように心細げな顔をしているに違いありません。

「アンジュ」

　名前を呼ばれて、私はうつむきかけていた顔を上げました。

　アホタレは、それ以上なにも言いはしませんでした。

　ですが、アホタレの目は、表情は、こう言っていました。

　オレは死なない、と。

　約束ですよ？　と、私は目で訴えました。

　私は、もう、あなたがいなくなることに、耐えられないんですから。

　アホタレは目を細めて頷うなずきました。

　約束、してくれました。

　右手の震えは、止まっていません。

　震える右手をアホタレの胸に──心臓の位置に押し当てて、私は力ある言葉を口にしました。

「〝完全燃焼アラミタマ〟」




　呼吸三回分の間の後、アホタレは大きく目を見開いて、目の前にいた私を突つき飛ばしました。

「レックス様!?」

「アン……ジュ……」

　アホタレは後ずさりながら、食いしばった歯の隙すき間まから軋きしんだ声を出しました。

「ケッ……カイ、を……」

　アホタレの周囲の空間が陽炎かげろうのように揺ゆらいだのが見えて、私はアホタレの言わんとしていることを理解しました。

　精神の糸を〝世界の傷〟へと飛ばし、呪じゆ文もんを唱となえます。

　アホタレの周りに見える陽炎のような揺らぎは、ような、ではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの陽炎です。

　アホタレの命が発している熱が、陽炎を起こしているのです。

「〝鉄壁タテヌイ〟」

「──っ、がああああああああああああああああああああっ！」

　呪文を唱え終えた私が、杖つえで前方の空間を薙なぎ払はらいながら力ある言葉を口にするのと同時に、アホタレが凄すさまじい声をあげました。

　直後、一面の花々が暴風に煽あおられたかのように舞い散り、さらには燃え上がって灰さえ残さず消えてしまいました。

　土の焼ける臭においが、嫌いやというほどに鼻につきました。

　危ないところでした。

　結けつ界かい術じゆつである〝鉄壁〟の発動があと一いつ瞬しゆんでも遅ければ、アホタレの全身から噴ふき出した熱を浴びて、私は無事ではいられなかったでしょう。

　私は、対象を束そく縛ばくする系統の結界術は得意ですが、防ぼう御ぎよ系の結界術はあまり得意ではありません。

　それでも、下位のドラゴンのブレス程度なら、完かん璧ぺきに遮しや断だんできる自信はあります。

　にもかかわらず、私は今、その結界の中にいながら、熱を感じていました。

　熱さというより暑さの範はん疇ちゆうではありますが、それでも、尋じん常じようではありません。

　ドラゴンのブレスにも勝まさる熱を、アホタレは──アホタレの命は、発しているのです。

　人間を大きく超えた生命力を持つアホタレなら、命を燃やすことによって生じる熱も桁けた違ちがいになるだろうという予想はありました。しかし、これは予想以上です。

　がっくりと、アホタレが片膝ひざをつきました。背中は大きく上下しています。

「レックス様！」

　私の呼び声に、アホタレはぎこちなく顔を上げ、

「きっ……ついな、これ……」

　苦しげに笑いました。

「アンジュは、ホント、すげぇな……。こんなきっついのに、何度も耐えてたんだもん、な……っ」

　私は首を横に振りました。

　アホタレの命は、私が自分に〝完全燃焼アラミタマ〟を使った時以上に、激しく燃えています。

　苦しみも、その分、増しているはずです。

「──っ……が……っ！」

　アホタレが肩かたを抱だいてうずくまりました。

　私は反射的に駆かけ出そうとした足を、理性で押し留とどめました。

　今、結けつ界かいの外に出ようものなら、私はたちまち焼け死んでしまいます。

「レックス様……」

　結界の中からではなんの手助けもできない自分の無力さに歯は嚙がみしたその時、アホタレと私の上空を、一筋の光が駆け抜けていきました。

「トモエさん──!?」

　間違いありません。一いつ瞬しゆんですが、純白の光の中に小さな人影が見えました。

　トモエさんは私の遥はるか後方に落ちて、燐りん光こうを散らしました。

「トモエさん……」

　トモエさんが起き上がってくる気配は、ありませんでした。

　生きているのかどうかさえ、わかりません。

　突とつ如じよ、結界がギシギシと軋きしみをあげて、私は息を吞のみつつ振り返りました。

　うずくまったままのアホタレの上空に、人影と呼ぶにはあまりにも歪いびつな影が見て取れました。

「ザッハーク……！」

　人の姿をしていた時から暴力の具現であるかのような面めん容ようと体たい軀くの持ち主だった魔ま竜りゆうは、さらに禍まが々まがしい変へん貌ぼうを遂とげていました。

　四し肢しは肥ひ大だいした筋肉に見合った長さになり、焼けた鉄のような色をしていた肌はだは、固まりかけた血のような、赤みがかった黒へと変色しています。

　肘ひじから下と膝ひざから下、それに胸周りには、肌の色よりもなお暗い漆しつ黒こくの鱗うろこが幾いく重えにも連なって、攻こう防ぼう一体の装具と化していました。

　その姿は、もはや人でもなければ竜りゆうでもありません。

　そして、破は壊かいの権ごん化げとなったザッハークは、ただそこに存在しているだけで大気を軋きしませ、地を揺ゆらし切り裂さいていました。

「殺す」

　ザッハークは血走った双そう眸ぼうでアホタレと私を見下ろし、極めて短い言葉で自らの行動を宣言しました。

　私は杖つえを握にぎりしめて、殺意のみを浮かべるザッハークの目を睨にらみ返すことしかできませんでした。

　結けつ界かいは軋きしみをあげ続けています。ザッハークはまだなにもしていません。その状態で、これなのです。本気で攻こう撃げきされたら、ひとたまりもありません。

　結界から出ることさえできない私には、ザッハークに一いつ矢し報むくいることも叶かないません。

　トモエさんは……生きていたとしても、これ以上戦える力は残されていないでしょう。

　今、この場でザッハークと戦って勝てる可能性があるのはアホタレだけですが、そのアホタレもうずくまったまま……いえ。

「よっこいせ……っと」

　アホタレが、立ち上がりました。

「んーっ……」

　寝起きのように大きく伸のびをして、首を回します。

　それから私を見て、アホタレは軽く拳こぶしを掲かかげてみせました。

　そこで、私は気づきました。

　真夏のようだった暑さがやわらいでいることに。

　アホタレが健在である以上、それが意味するところは一つしかありません。

　アホタレの命が燃えることによって生じた熱が、力に変わったのです。

　つまりは、〝完全燃焼アラミタマ〟が意図したとおりに働いたのです。成功、したのです。

　アホタレは目を閉じると、一度、大きく深呼吸をしました。

　熱が力に変わったからといって、苦しみが消えるわけではありません。

　アホタレは今も、骨の髄ずいまで焼かれるような苦痛に苛さいなまれ続けているはずです。

　それでも、ゆっくりと目を開けたアホタレの表情は、穏おだやかでした。

「グ……ガ……グ……」

　歯を剝むき唸うなるザッハークは、爛らん々らんと光る眼めをアホタレ一人に向けていました。

　アホタレは振り返り、ザッハークを見上げて、腰こしの暗黒剣デスブリンガーを鞘さやから解放しました。

　ザッハークが発する破は壊かいの力が嵐あらしのように吹き荒れているただ中にあって、アホタレは平然としていました。

　アホタレの身の内で燃え盛さかっている力が、ザッハークの破壊の力を退しりぞけているのでしょう。

「ヴァナディースの力……じゃねえな？」

「アンジュがくれた力だよ」

　ザッハークは私を一いち瞥べつして、唾つばを吐はきました。

　地に落ちた唾は、そこに炎ほのおの花を咲かせました。

「なんだ、そりゃ？　小こ娘むすめの力なんざ、腹の足しにもならねぇだろうよ」

「どうかな？　試してみろよ」

「言われるまでもねぇ！」

　ザッハークはどす黒い巨きよ軀くから漆しつ黒こくの稲いな妻ずまをほとばしらせました。

　侮あなどるような台詞せりふを吐はきながらも、ザッハークは理解しているのです。

　アホタレが、途と方ほうもない力をその身に滾たぎらせていることに。

　ザッハークは咆ほう吼こうを轟とどろかせて空くうを蹴けり、アホタレは鋭するどい呼こ気きとともに地面を蹴って──。

　死闘が、始まりました。




　竜りゆう王おうからさらなる力を得て破は壊かいの権ごん化げと化したザッハークの力は、どこまでも強大で、どこまでも凶きよう悪あくでした。

　一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが炎ほのおを生み、稲妻を奔ほとばしらせ、暴風を巻き起こし、竜りゆうの墓場を崩ほう壊かいへと導いていきます。

　繰くり出す一いち撃げきは、当然、すべてが必殺。

　余波だけで、私を防まもる結けつ界かいは既すでに壊こわれかかっていました。

　アホタレが距きよ離りを離はなしてくれていなけば、とっくに壊れてしまっていたでしょう。

　私の剛ごう魔ま法ほうにも匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がしている攻こう撃げきを絶え間なく繰くり出し続けるザッハークは、正しよう真しん正しよう銘めいの化け物です。

　しかし、ザッハークが化け物ならば、その化け物を相手に互ご角かくの戦いを演じているアホタレもまた、十分すぎるほどの化け物です。

　爆ばく炎えんと暴風を全身で貫つらぬき、雷かみなりの雨を切り払はらい、必殺の拳けん撃げきと蹴しゆう撃げきをいなして、アホタレはザッハークの禍まが々まがしい巨きよ軀くに暗黒剣デスブリンガーを見舞い続けていました。

「この野や郎ろう！　この野郎！　この野郎おおおおおっ！」

　ザッハークの怒ど号ごうは地を切り裂さき、裂け目から炎を噴ふき出させました。

　破壊の権化と化した魔ま竜りゆうは、怒いかり狂っていました。

　自分が苦戦しているという事実に。そして、自分を苦戦させているアホタレに。

「俺おれは親父おやじから力をもらったんだ！　てめぇなんぞに負けるわけがねぇんだ！」

　暴風を伴って繰くり出されたザッハークの拳こぶしは、アホタレを叩たたき潰つぶすことも吹き飛ばすこともできませんでした。逆に、肉にく薄はくしてきたアホタレの斬ざん撃げきに肩かた口ぐちを打ち据すえられて、ザッハークは火の海と化した地上に叩き落とされました。

「ああああああああああっ！　うぜええええええええええっ！」

　叫さけびが生んだ暴風で炎を吹き消して、ザッハークは自らの頭を両手で搔かき毟むしりました。

　苛いち立だちが極みに達しているザッハークとは対照的に、アホタレの気配は凪ないでいます。

　一見するとアホタレが優勢なように思えますが、実際にはそうではありません。

　ザッハークの攻撃はアホタレを捉とらえることができず、アホタレの攻撃は幾いく度どとなくザッハークを捉えています。

　にもかかわらず、アホタレはザッハークに深ふか手でを負わせることができずにいました。

　攻こう撃げきを当てられずにいるものの当たりさえすれば一いち撃げき必ひつ殺さつのザッハークと、相手の攻撃をくらわず自分の攻撃を当て続けてはいるものの、大きなダメージを与えられずにいるアホタレ。

　平然と戦っているように見えても、アホタレは命を燃やす苦痛に苛さいなまれながら戦っているのです。

　決して、優勢とは言えません。

「見み飽あきたんだよ、てめぇの顔はぁ！」

　ザッハークは破は壊かいの嵐あらしを吹き荒らして、アホタレに飛びかかります。

　アホタレは退さがることなく自ら破壊の嵐へと身を躍おどらせ、暗黒剣デスブリンガーを──。

「……？」

　アホタレは、暗黒剣を繰くり出しません。

　ザッハークの猛もう攻こうを避さけ続けているのは、これまでと同じ。

　ザッハークの攻撃は、拳けん撃げきも蹴しゆう撃げきも、すべて大振りです。一向に攻撃が当たらない焦あせりと怒いかりが、動きをどんどん雑にしているのです。

　アホタレが斬ざん撃げきを見舞うチャンスは、いくらでもあるはずです。しかし、アホタレは剣を繰り出しません。ただひたすらに回かい避ひを続けています。

　怪け我がをした──ようには、見えません。もちろん無傷というわけではありません。爆ばく炎えんを、爆ばく雷らいを、烈れつ風ぷうを、豪ごう風ふうを、かい潜くぐる度たびに、多少なりとも傷は負っています。とはいえ、攻撃ができなくなるほどの──回避に徹てつさなければならないほどのダメージは、受けてはいないはずです。

　となると、〝完全燃焼アラミタマ〟の苦痛に、いよいよ耐えきれなくなりつつあるのでしょうか。

「でも……」

　回避に徹しているにせよ、アホタレの動きに、気配に、一切の負の要素は感じられません。

　勝利への道を敢かん然ぜんと突つき進んでいるようにしか見えません。

「あ……」

　理解しました。

　アホタレは、次に繰り出す一撃で勝負を決めるつもりでいるのです。

　ありったけの力を、その一撃に込めるつもりでいるのです。

　そのために、力を溜ためているのです。

　たしかに、渾こん身しんの一撃を以もつてしても貫つらぬけない相手を貫くには、命さえも注ぎ込んだ全ぜん身しん全ぜん霊れいの一撃以外、ありえません。

　問題は、二つ。

　命を燃やして得た力のすべてを使った攻撃である以上、二撃目はありません。避けられてしまったら、一巻の終わりです。それが、一つ目の問題。

　もう一つは、アホタレの意図を理解したのが、私だけではないということです。

「賭かけに出ようってか!?　見え見えなんだよ！」

　叫さけびながら距きよ離りを取ったザッハークが、どす黒い巨きよ軀くの周りに浮かべた大小無数の光こう球きゆうを、アホタレめがけて降り注がせました。

　地上に爆ばつ花かが咲き乱れ、衝しよう撃げき波はに結けつ界かいが悲鳴をあげます。

　閃せん光こうに吞のまれてアホタレの姿を見て取ることはできませんが、アホタレの力強い気配は微み塵じんも揺ゆらいでいません。

　アホタレは生きています。しっかりと直ちよく撃げきを避さけています。

　ザッハークは上空に留とどまり、光球を雨あめ霰あられと降らせ続けています。

　これは、厄やつ介かいです。

　ザッハークはアホタレがなにをしようとしているのかに気づいて、冷静さを取り戻もどしてしまいました。

　このまま遠距離攻こう撃げきを続けられたら、アホタレは手出しができません。

　いえ、光球の雨をくぐり抜けてザッハークに肉にく薄はくすることは可能でしょう。しかし、ザッハークが警けい戒かいしてしまっている以上、攻撃を当てるのは至し難なんの業わざです。

「レックス様……」

　一か八ばちかの賭かけが、アホタレを追いつめてしまっています。

　トモエさんがいれば……。

　アホタレの暗黒剣デスブリンガーに、超絶対刃アルテイマソードと化したトモエさんが自らを纏まとわせた超絶対暗黒剣アルテイマブリンガーならば、ザッハークを貫つらぬくこともできたかもしれません。ですが、トモエさんは今、いません。

　私は──。

　結界から出られない私には、なにもできません。

　……本当に？

　私は自問しました。

　本当に、できることは、なにもない？

　ありません。

　結界の外に出ない限りは。

　私は乾かわいた唇くちびるを舐なめました。

　結界の外に出ない限りは、なにもできない。それは、逆に言えば、結界の外に出さえすればできることがあるということです。

　結界の外に出れば、荒れ狂うザッハークの力を浴びて、私は無事ではいられないでしょう。

　最悪、結界から出た瞬しゆん間かんに、ほとばしる稲いな妻ずまに打たれるかもしれません。虚こ空くうから湧わき出た炎ほのおに吞のまれてしまうかもしれません。烈れつ風ぷうに切り刻きざまれてしまうかもしれません。

　それでも。

　死の危険を冒おかしさえすればアホタレの力になれるというのであれば。

　私は。

　歯を食いしばり杖つえを握にぎりしめて、私は精神の糸を二本、編みました。

　一本を〝世界の傷〟へと突つき刺さし、もう一本を右手薬指のフェニックス・リングに絡からめて、呪じゆ文もんを唱となえます。

　結けつ界かいの中から外に向けて魔ま法ほうを使うことは、できません。

　しかし、〝完全燃焼アラミタマ〟なら──結界の内側にいる自分自身に向けた魔法であれば、使えます。

　ザッハークの猛もう攻こうは、やむ気配を見せません。手て数かずも威い力りよくも一向に衰おとろえません。このまま放出系の攻こう撃げきを続けさせれば、そのうち息切れを起こすかも……といった期き待たいは、するべきではないでしょう。

　一方のアホタレは、右手に構えた暗黒剣デスブリンガーから凄すさまじい力をほとばしらせていました。

　貫ける。私はそう確信しました。

　当てることさえできれば、アホタレの勝ちです。

（レックス様！　今、お助けいたします！）

　心の中でそう叫さけびながら、私は力ある言葉を響かせました。

「〝完全燃焼〟！」

　そして、すかさず精神の糸を編み、喉のど元もとまで迫せり上がってきた悲鳴を吞のみ込んで、呪文を唱えます。

　命が燃える灼しやく熱ねつ感に意識が明めい滅めつします。

　詠えい唱しようが途と切ぎれかかりもしましたが、目を見開き声を張って、意識を保たもたせました。

　アホタレはもっと苦しい思いをしながら、戦っているのです。

　この程度の苦しみで、音ねを上げるわけにはいきません。

　詠唱が終わると同時に、私は壊こわれかけの結界を消して、走り出しました。

　結界が消えたとたん、右腕うでに衝しよう撃げきを感じました。が、かまわず走ります。

　すぐに、今度は左脚あしに衝撃を感じてつんのめりましたが、杖で倒れることを防いで、走り続けます。

　傷を負いはしたのでしょうが、走れてはいるのですから脚はまだちゃんとついているということです。右腕も動いてくれています。

　全身を支配している灼熱感のせいで、傷の痛みは気になりません。

　頭に衝撃が走って、目の前に赤いものが飛び散りました。

　左目が血で塞ふさがってしまいましたが、右目は見えていますから問題ありません。

「ザッハーク！」

　使おうとしている魔法の有効範はん囲いに入ったところで私は足を止め、ザッハークの注意を引くためにあらん限りの声で叫さけびました。

　聞こえたはずです。しかし、ザッハークは私を見ようともしません。

　私など、アホタレとの戦いの最中に注意を向ける価値のない、取るに足らない存在だと思っているのです。

　たしかに、今のザッハークには、剛ごうの〝煉獄ホムラ〟も〝雷電ナルカミ〟も〝風魔カマイタチ〟も、〝屠竜アメノハバキリ〟でさえも、深刻なダメージを与えることはできないでしょう。あるいは一いつ瞬しゆん怯ひるませることすらできないかもしれません。──が、しかし。

　攻こう撃げき魔ま法ほうだけが、魔法ではありません。

　私は杖つえを振り上げ、力ある言葉を口にしました。




「〝呪戒イマシメ〟・剛ごう」




　ザッハークの背後──。

　虚こ空くうから飛び出した五本の鎖くさりが、ザッハークの両腕うでに、両脚あしに、そして首に巻き付いて、

「が……っ!?」

　ザッハークに驚きよう愕がくの声をあげさせました。

「なんだ……よ、こいつはあああああぁぁぁぁぁっ！」

　疑問の声を途と中ちゆうから怒ど声せいに変えて、ザッハークはもがきました。

　私の腕の優ゆうに三倍はあろうかという太さの鎖も、ザッハークの巨きよ軀くに対しては頼りなく見えます。

　長くは、保もちません。事実、束そく縛ばくの鎖は早くもギシギシと軋きしみはじめています。

　ですが、かまいません。

　長く保つ必要は、ないのです。

「レックス様！」

　私が叫さけんだ時にはもう、アホタレは跳ちよう躍やくし、ザッハークの正面で刺し突とつの構えを取っていました。

「ああああああああああっ！」

「おおおおおおおおおおっ！」

　ザッハークがあげた恐きよう慌こうの叫さけびと、アホタレのあげた雄お叫たけびが真っ向からぶつかり合い、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　アホタレの雄叫びがザッハークの声をかき消し、竜りゆうの墓場を揺ゆるがしました。

　命の燃焼によって得た力のすべてを込めた、渾こん身しんを超える全身全ぜん霊れいの一いち撃げきが、ザッハークの胸に深々と突つき刺ささりました。
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「が──ああ……っ!?」

　これ以上はないというほどに大きく眼めを見開いたザッハークの胸を蹴けって、アホタレはその反動で暗黒剣デスブリンガーを引き抜きました。

　そして、着地を果たすと、暗黒剣を軽く斜ななめに払はらって、戦いはもう終わったとばかりにザッハークに背を向けました。

　ザッハークは、胸を一ひと突つきされた程度で倒されてくれる相手ではありません。

　しかし、ザッハークの胸を貫つらぬいた暗黒剣には、アホタレの力のすべてが込められていたのです。

　私は感じていました。

　暗黒剣を通じて打ち込まれたアホタレの力が、ザッハークの巨きよ軀くの内側で荒れ狂い、爆ばく発はつするのを。

　剛ごうの鎖くさりに囚とらわれたまま、ぐったりと全身を弛し緩かんさせたザッハークは、ほどなくして首だけをもたげて、

「がああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようしました。

　消えていきます。

　どす黒い巨きよ体たいから。

　ただ、すべてを破は壊かいするためだけに与えられた力が。

「負けられねぇんだよ！　俺おれは親父おやじの力なんだ！　負けたら終わりなんだ！　負けちまったら、俺おれの意味がなくなっちまう！　用済みになっちまう！　嫌いやだ！　親父おやじに見捨てられるのは嫌だ！　負けられねぇ！　負けられねぇんだよ、俺は！」

　急速に力を失いながらも、ザッハークは駄だ々だっ子このように四し肢しを振り回し、頭を振って叫さけび続けます。

　壊こわれかけていた剛ごうの鎖くさりがついに砕くだけ散って、ザッハークは真まっ逆さかさまに墜つい落らくしました。

　巨きよ体たいを空中に留とどめておく力さえ、彼にはもう残されてはいなかったのです。

「親父！　力だ！　もっと俺に力をくれよ！　もう失敗はしねぇ！　絶対に負けねぇ！　だから、俺を見捨てないでくれ！　親父！　親父ぃ！」

　焼けた地面を這はって、ザッハークはアホタレの背中に向けて必死に手を伸のばします。

　アホタレは振り返り、言いました。

「あんたにも負けられない理由があったんだよな。同情するよ。でも、負けられないのは俺たちだって同じなんだ。だから、あんたに殺されてやるわけにはいかない。ごめんな」

「あ──……ああ……っ……あああああ──……っ！」

　最さい期ごに悲痛な声を響かせて──その声が聞こえなくなった時には、竜りゆう王おうの武力の代行者であった魔ま竜りゆうは、どす黒い巨体を真っ白な灰の塊かたまりへと変えていました。

　ザッハークは、レイヴェン様を殺し、過去にはユーリアさんをも殺した許せない敵です。

　それでも、その最期には哀あわれみを感じずにはいられませんでした。

　ザッハークの身を襲おそった、急速な力の消失。アホタレの攻こう撃げきだけでは、ああはならないはずです。

　おそらく、ザッハークは竜王に見捨てられたのです。

　竜王に力を吸い上げられて、死んでしまったのです。

　竜王の分身として生まれ、竜王のために戦い続けた魔ま竜りゆうの、それが最期でした。

　ザッハークを哀れみつつも、私は〝完全燃焼アラミタマ〟を解除して、長い息を吐はきました。

　自然と足から力が抜けて倒れかかった私を、咄とつ嗟さに駆かけ寄ってきたアホタレが、剣けんを捨てて抱だき止めてくれました。

「す、すみ、ません……」

「謝るなって」

　足には、もうまったく力が入ってくれませんでした。

　仕方なく、私はアホタレに体重を預けたまま、逞たくましく熱あつい胸板に手を当てて、彼の命を燃やしていた〝完全燃焼〟を解除しました。

　とりあえず、私が今この場で成すべきことはすべて成した……でしょうか。

「怪け我がしてるぞ、アンジュ」

　アホタレが私を抱かかえ上げて言いました。

　わざわざ口にしたということは、軽傷ではないのでしょう。

「だい、じょぶ……です。感覚が、麻ま痺ひ、してて、痛み……感じません、から……」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないだろ、それ」

　アホタレは困ったように呆あきれたようにため息をつきました。

「なあ、アンジュ。あんまり……」

　いや、と小さく首を横に振って、アホタレはそれ以上、なにも言いませんでした。

　アホタレがなにを言いたかったのかは、わかります。

　あんまり無茶をしないでくれ。

　アホタレは、そう言おうとしたのでしょう。そして、言ったところで無む駄だということに途と中ちゆうで気づいて、言葉を吞のみ込んだのです。

　ごめんなさい。

　私は心の中で謝りました。

　アホタレが私を案じてくれる気持ちは、嬉うれしく思います。

　けれど、私はきっとまた同じことをするでしょう。

　あなたのためなら、私は無理でも無茶でも、なんだってします。

　あなたは私の勇者で、私はあなたの魔ま法ほう使つかいなんですから。

　私が一番、あなたの役に立つのです。

　そうでなければ、いけないのです。嫌いやなのです。

「レックス様！　アンジュ様！」

　遠くで、声がしました。

　この声は──。

「トモエだ。こっちに走ってきてる」

「よか、った……」

　トモエさんの無事な姿をこの目で確かめたいところではありましたが、首が動いてくれませんでした。

　足だけでなく、身体からだのどこにも力が入ってくれません。

　眠ねむく、なってきました……。

「アンジュ？」

　アホタレの呼びかけにも、応こたえられません。

「アンジュ！」

　焦あせりの声をあげて、アホタレは私を地面に横たえました。

　焼けて熱くなっているはずの地面が、やけに冷たく感じました。

　自分の親指を嚙かむアホタレの姿に、「一体なにをしているのだろう？」と心の中で首を捻ひねりながら、私の意識は闇やみへと落ちていきました。
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　光の中に、私はいました。

　いえ、あるいは、それは闇やみの中なのかもしれません。

　どちらでも、かまいはしませんでした。

　光も闇も、私にとっては等価です。

　ただ、この命の終わりに、私が向かう場所は──最後に行き着く場所は、きっと光ではなく闇でしょう。深い闇の底に沈しずんでいくに、違いありません。

　そういう生き方を、私はしてきたのですから。

　物心ついてすぐの頃から、私は刃は物ものを手に、人の血と死に触ふれながら生きてきました。

　殺して生きるか、死ぬか。選せん択たく肢しはその二つしかなく、私は前者を選択したのです。

　それが、私の人生における、おそらくは一番の失敗なのです。

　殺して生きるという在り方が身に染みついてしまった私は、私に殺しを強いた『家族』との縁えんをこの手で断ち切った後も、結局、在り方を変えることはできませんでした。

　私が彼と出会ったのは、偶ぐう然ぜんでした。

　ランドールの外務大臣の暗殺を請うけ負った私は、忍しのび込んだ王城で、彼と出会ったのです。

　その偶然に、私は感謝しました。

　レイヴェン＝ギル＝ハイドフェルト。

　人じん魔ま戦争の英雄──竜りゆう騎き士しレイジャックの曾ひ孫まご。

　私はかつてなく嬉き々きとして、彼に刃やいばを向けました。

　この時、私の胸には、自分の境きよう遇ぐうを呪のろう気持ちが──とうに忘れたはずの気持ちが、甦よみがえっていました。

　竜騎士レイジャックの子孫である彼と、竜騎士カグヤの子孫である私。

　どちらも世界を守るために戦った竜騎士の子孫でありながら、彼と私の境遇は違いすぎていました。

　暗殺一家に売られた私がパンを得るために人を殺していたその頃、彼は英雄の曾孫として何不自由ない暮らしをしていたのです。

　妬ねたみと憎にくしみを刃に込めて、私は彼に切りかかりました。

　私は彼を八つ裂ざきにしてやりたいと思いながら、同時に彼に対してこうも思っていました。願っていました。

　私を殺してほしい、と。

　私は自分自身の血と死にまみれた人生に、なんの価値も見出してはいませんでした。

　竜騎士カグヤの血と殺人一家による英才教育のおかげで、私はこと戦いに関しては無敵でした。無価値な私の人生を終わらせることができる人間は、誰もいませんでした。

　しかし、彼ならば。

　私と同様に竜りゆう騎き士しの血を引き、『剣けん聖せい』とも呼ばれる彼ならば、私を倒すことができるかもしれない──。

　事実、彼は私に勝ちました。

　私に初めての敗北を与えた彼は、しかし、私を殺そうとはしませんでした。

　刃やいばを交まじえている間に、彼は気づいたのです。私が、血に竜りゆうの因いん子しを宿していることに。

　素す性じようを問うてきた彼に、私はすべてを話しました。

　人じん魔ま戦争に於おいて、竜騎士は二人いたこと。語ることさえ禁じられた堕だ天てん竜りゆうヴァナディースの存在。そして、私がヴァナディースの竜騎士カグヤの子孫であるという事実。

　嫌いやがらせのつもりでした。

　英雄の曾ひ孫まごとしての誇ほこりに、傷をつけてやろうと思ったのです。

　人魔戦争の真実を今日きようまで知らなかった自分を恥はじさせてやろうと、そう思ったのです。

　恥を与えてやれば逆上して私にとどめを刺さしてくれるかもしれない、といった期待もありました。

　しかし、彼は結局、私を殺してはくれませんでした。

　逆上するどころか、彼は私に感謝の言葉を述べたのです。

　それも、嬉うれしそうに笑いながら。

（キミにはいくら感謝してもし足りないよ、血ち桜ざくらのアイカ）

　私がすべてを話したように、今度は彼がすべてを話しました。

　愛する女性を竜りゆう王おうに殺されたこと。竜王が自分を次の器にしようと目もく論ろんでいること。竜王はいずれ自分よりも素質に恵まれた弟に目をつけるだろうこと。弟を守るために、竜王を殺せる力を必要としていること。

　竜王を殺せる力を求めていた彼にとって、ヴァナディースの存在は、誇ほこりを傷つけるどころか大きな希望となったのです。

　この世界の神にも等しい存在である竜王を殺そうという彼に、私は興味を抱いだきました。

　彼が行き着く先をこの目で見届けたい。

　私は初めて、自分の人生に、そんな『望み』を抱いたのです。

　結局、彼は竜王を殺せぬまま、いなくなってしまいました。

　この目で直接、彼の結末を見届けることはできませんでしたが、それでも彼がいなくなってしまった以上、私の望みもおしまいです。

　私の人生に望みというものをくれたせめてもの礼として、私は彼の弟に、ヴァナディースへと至る扉とびらを与えました。

　私自身が、扉になったのです。

　果たして、彼の弟はヴァナディースに会えたでしょうか。魔ま王おうを倒し、世界を救うことができるでしょうか。竜りゆう王おうを殺すことができるでしょうか。

　興味は、ありません。

　彼がいなくなって、私はまた、空からっぽになってしまったのです。

「アイカ」

　声がしました。

　いつの間にか、目の前に人がいました。

　人の形を失っている今の私に、視力も聴力もありません。

　それでも、そこに人がいることが──それが誰なのかも、わかりました。声も聞こえました。

（生きて、いたのですね）

「まあね」

　私の声も、彼に聞こえているようです。

「心配させてしまったかな？」

（心配など、していませんよ）

　噓うそではありません。

　心配は、していません。

　ただ、絶望していただけです。

「それは、残念だな」

（心配をかけたと思うなら、なぜ、今日きようまで現れなかったのです？）

「敵を欺あざむくには味方から、と言うだろう？」

　彼は悪びれたふうもなく言いました。

「私が死んだと思うことで、レックスにやる気を出してもらいたかったんだ。ユーシスにもね。

　魔ま王おうメイ＝ヘムがバハムートを復活させてしまった以上、レックスにはなんとしてもヴァナディースの竜りゆう騎き士しになってもらわなければならなかったからね」

（ユーシスには、竜王を確実に殺すために《竜殺しドラゴンキラー》を強化してもらう必要があった、と？）

「そのとおり」

（もし、私が扉とびらにならなかったら、どうするつもりだったのです？　私は、貴男あなたが死んだと思っていました。依頼人である貴男がいなくなってしまえば、その時点で、私が彼らに協力する理由はなくなってしまうのですよ？）

「でも、キミは扉になってくれた。私は信じていたよ、アイカ。私が死んでも、キミはきっとレックスたちに力を貸してくれるってね」

（……卑ひ怯きような人ですね、貴男は）

　彼は私の自分に対する気持ちを知っていて、その気持ちを利用して、私に命を賭かけさせたのです。

　本当に、卑怯で……酷ひどい人です。

　それなのに。

　気持ちを利用されても、命を賭かけさせられても……それでも、私は彼を恨うらむことができませんでした。

　生きていてくれた。

　それだけで、私は彼のすべてを許してしまっていました。

「レックスは、ヴァナディースの竜りゆう騎き士しになれたのかな？」

「それは──」

　わかりません、と答えようとしたその時、意識の隅すみに光が見えました。闇やみではありません。それは、間違いなく光でした。

（彼らが、帰ってきます）

　光は、三つ見えました。大きな光が一つと、それに寄り添うような小さな光が二つ。

　小さな光はアンジュとトモエで、大きな光はレックスでしょう。

　光の大きさからして、レックスはヴァナディースの力を得られたものと考えていいでしょう。

　その旨むねを、私は目の前の彼に伝えました。

「安心したよ。では、私は行くとしようか」

　彼が私に背中を向けたのがわかりました。

（彼らに会ってはいかないのですか？）

「ああ。今はまだ、レックスたちには私は死んだものと思っておいてもらいたいからね。それに、私には私の準備がある」

（では、なぜ……）

「なぜ、キミにだけは生きていることを知らせたのか、かい？　知っておいてほしかったからさ。アイカ。キミにだけは」

「……本当に、貴男あなたは卑ひ怯きようです」

「キミには感謝しているよ、アイカ。……ありがとう」

　笑みとともにそんな言葉を残して、彼は去っていきました。

　私は自分が人としての形を失っているこの状況に、少しだけ、感謝しました。

　人としての形を失っていなかったら。肉体があり、顔があり、目があったなら──私は彼に、涙なみだに濡ぬれた顔を見られてしまっていたでしょうから。
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　深い闇の底から浮かび上がっていくような感覚。

　光を求めて目を開けると、真まっ青さおな空が見えました。

「……ここは……？」

　私は何度かまばたきをして、空の色が金ではなく青であることを確認しました。

　上体を起こし、周囲を見回します。

　ここがどこなのかは、すぐにわかりました。

　コスモスの街の中央広場──私たちが竜りゆうの墓場へと旅立った場所です。

「帰ってきた……？」

「アンジュ」

　名前を呼ばれて振り向くと、崩くずれた建物の壁に背をもたれて座っていたアホタレと目が合いました。

　青い瞳ひとみは、元の形状に戻もどっていました。

「私たちは……」

「帰ってきたんだ。……身体からだは、どうだ？」

「えっ？」

「忘れたのか？　アンジュ、けっこう酷ひどい怪け我がしてたんだぜ？　死んじゃうかと思ったよ」

「あ……」

　竜の墓場での、ザッハークとの戦い。

　アホタレの援護をするために結けつ界かいを飛び出した私は、ザッハークの力を浴びて傷を負いました。とりあえず身体は動いていたので、それほどの重傷ではないだろうと思っていたのですが……そうでもなかったようです。

　とはいえ、今は身体のどこにも痛みは感じません。

「立てるか？」

「大だい丈じよう夫ぶ……だとは思います」

　痛みがないからといって、身体が言うことを聞いてくれるとは限りません。

　まずは、手を動かしてみます。……普通に動きました。

　次に、足。……問題なく立ち上がることができました。力もちゃんと入っています。

「大丈夫そうだな」

「はい。でも……」

　死んでもおかしくなかった怪我が、どうして完治しているのか……。

「オレの血を、使ったんだ。ヴァナディースが、そうしろって」

「レックス様の血を……ですか？」

「ああ……」

　アホタレの話によれば、私の傷は深く、本当に死んでしまうところだったそうです。

　その時、アホタレの頭の中にヴァナディースの声が聞こえてきて、アホタレの血を私の傷につけるように言ったそうです。そうすれば、私を助けることができる、と。

　アホタレは言われたとおりに、自分の血を私の傷につけました。

　ヴァナディースの言葉に偽いつわりはなく、見る見るうちに、私の傷は癒いえていったそうです。

　アホタレの血に宿る竜りゆうの因いん子しが、彼に人間離ばなれした回復力を与えていることは、知っていました。しかし、よもや他人にまで効果があるものとは。

　あるいは、ヴァナディースの竜りゅう騎き士しとなったことで得た力なのでしょうか。

　ともあれ──。

「ありがとう、ございます」

　私が述べた感謝の言葉に、アホタレは軽く肩かたを竦すくめつつ苦みを含んだ笑みを浮かべただけで、言葉を返してはくれませんでした。

「レックス様……？」

「トモエは、服を着に行ってるよ」

　話題を変えようとするかのように、アホタレがトモエさんの名前を出しました。

「アンジュのマント、勝手に貸しちまったけど、かまわないよな？」

「え？　……あ」

　言われて、私は自分がマントを身につけていないことに気づきました。

　トモエさんは、殺戮天使キリングエンジエルに変身した際に、メイド服を失っていました。

　服を着るまでのとりあえずの処置として私のマントを使っている、ということのようです。もちろん、まったくかまいません。

「レックス様！　アンジュ様！」

　噂うわさをすれば、なんとやら。

　メイド服姿のトモエさんが、元気な声を響かせて駆かけ寄ってきました。

　私のマントは綺き麗れいに折り畳たたまれて、胸に抱かかえられています。

「アンジュ様、お加減はいかがですか？」

「問題ありません。ご心配をおかけしました」

　にっこりと微笑ほほえんだトモエさんは、表情の明るさとは裏腹に、顔色は良くありませんでした。

　ザッハークとの戦いで、相当に消しよう耗もうしたのでしょう。

「トモエさんも無事で、本当に良かった」

「あっちのふたりも、無事だぜ」

　アホタレが立ち上がって、視線で私の斜ななめ後ろ方向を示しました。

　私は振り返り、「あっ」と声を出しました。

　アホタレが示した方向にいたのは、アイカとオルリスです。

　アイカは壊こわれた地面に座り込み、オルリスはその傍かたわらに立っています。

「アイカ……」

　私はふたりに歩み寄り、アイカに声をかけました。

「よく無事で……」

「悪運だけは、強いのです」

　美び貌ぼうに笑みを浮かべたアイカですが、その顔色はトモエさんと同じく良くありません。

　無理もありません。彼女は、私たちを竜りゆうの墓場へと導くために自らを扉とびらへと変えていたのですから。肉体にかかる負ふ担たんは尋じん常じようではなかったはずです。

「あとは、そうですね……彼の、おかげでしょうか」

　遠い目をして、アイカはそう言いました。

「彼……？」

　アホタレのことかと思いましたが、アイカの視線の先にアホタレはいません。

　アホタレではないとすると、一体、誰のことなのか。

「アンジュ」

　問おうとした私に、オルリスが声をかけてきました。

「オルリス……。あなたも、無事でなによりです」

　彼女のことも、気き懸がかりでした。

　扉となったアイカの身が危険であることを私たちに教えるために、竜りゆう王おうに与えられた制約に反する発言をしたオルリスは、立っていられないほどの苦痛にその身を苛さいなまれていました。

「我も、目を覚ましたのは今し方だ」

　オルリスは、どうやらあの後、意識を失っていたようです。

「とりあえず、さ」

　歩み寄ってきたアホタレが、私の肩かたにポンと手を載のせて、言いました。

「場所、変えようぜ」

「そうですね。天空観測所に戻もどりましょうか」

　アホタレの血のおかげで私はさっきまで死にかけていたとは思えないほどに快調ですが、みんな消しよう耗もうしています。アイカに至っては立ち上がることすらできずにいます。

　一見、元気に見えるアホタレも、初めて〝完全燃焼アラミタマ〟で命を燃やした後なのです。元気を装っているだけで、実際には立っているのも辛つらい状態ということもありえます。

　ユーシスにも、アホタレがヴァナディースの竜りゆう騎き士しになったことを伝えておくべきでしょう。

　天空観測所へ。

　立てないアイカには、アホタレが肩を貸しました。

　私はトモエさんから返してもらったマントを身につけ、いざ移動を始めようとしたところで、

「……ん？」

　オルリスが、眉み間けんに小さく皺しわを寄せて空を仰あおぎ見ました。

「どうしました？　オルリス」

「見えないか？」

　私はオルリスの視線の先を追って、目を凝こらしました。

　金色の点が、見えました。

　いえ、金色の点に見えたのは最初の一いつ瞬しゆんだけで、すぐにそれはとある生き物の形を成しました。

　ドラゴンです。それも、金色の。

　まさか、と思った時にはもう、金色のドラゴンは私たちの眼前にその優美な姿を舞い降りさせていました。

「ジグ……？　いや、あれは……」

　リンドヴルムのジグかと思いましたが、違います。

　リンドヴルムであることはたしかですが、ジグではありません。眼めの色が違います。

　ジグの眼の色は赤ですが、今、私たちの目の前にいるリンドヴルムは、蒼あおい眼をしていました。そして、私たちはその蒼い眼をしたリンドヴルムを知っていました。

「リズ」

　間違いありません。

　その証しよう拠こに、リズの背には、彼女（？）の主あるじである漆しつ黒こくの美女の姿がありました。

「アイネイア……」

　思いがけない再会に、私は目を丸くせずにはいられませんでした。

　魔ま王おうメイ＝ヘムの六番目の娘むすめにして、黒獅じ子しの異名を取る魔ま界かい随ずい一いちの剣けん士し。

　かつて、殺せつ生しようを厭いとう優やさしい性格と魔界の王女としての立場の板挟ばさみになり、苦しんでいた彼女は、私たちとの戦いの末に新たな選せん択たく肢しを見出し、旅立っていきました。

「おまえたちに、会いにきた」

「ボクもいるよーっ！」

　硬こう質しつな美び貌ぼうにやわらかな笑みを浮かべたアイネイアの陰からひょっこりと明るい笑顔を覗のぞかせたのは、アイネイアの妹にして魔界の末すえ王女──ノェルです。

「アンジューっ！」

　リズの背中から飛び降りたノェルが、元気良く駆かけ寄ってきて、私に抱だきついてきました。

「ノェル……」

「えへへっ」

　ノェルは、変わっていませんでした。

　ボサボサ気味の黒髪かみも。男の子と見み紛まごうような面おも差ざしも。私の胸に押し当てられている二つの立派な膨ふくらみも。法ほう衣いに似た装しよう束ぞくから伸のびる、すらりとした褐かつ色しよくの手足も。

　変わっていなくて当然です。

　色々ありすぎて懐なつかしささえ感じてしまいましたが、私たちが彼女と出会い別れてから、まだ一月も経たっていないのです。

「ノェル。再会を喜ぶのは、後だ」

　妹をそう窘たしなめつつ歩み寄ってきたアイネイアは、こちらは以前とは少し、印象が違っていました。

　かつての彼女は、黒獅じ子しの象しよう徴ちようともいえる漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうのさらにその上に、悲ひ壮そうな決意と覚かく悟ごを纏まとい、優しさを押し殺していました。

　しかし、今の彼女が纏っているのは、簡素なコットン・アーマーと、死ぬこと・殺すことではなく、生きること・生かすことのために力を尽つくしたいという、前向きな覚悟です。

　アホタレと壮そう絶ぜつな剣けん戟げきを繰くり広げた、身の丈たけを遥はるかに超える大きさの巨大剣クレイモアも、見受けられません。代わりに、やや細身の騎き士し剣を腰こしに差しています。

「よぉ。久しぶり……ってほどでも、ないか」

　私の隣となりに立ったアホタレが、ノェルの黒髪かみをゴシゴシと撫なでつつ、アイネイアに声をかけました。

「そうだな。おまえたちとの再会は、もっと先のことだろうと思っていた」

　私は心の中で同意しました。

　アイネイアは、私たちとの戦いの後、魔ま界かいの人々を苦しめ続けている黒こく死し病びようを根絶する方法を求めて、ノェルと共に、アホタレのお姉ねえ様さま──レムリア様がいる、学術都市フルブライトへと向かいました。

　まさか、もう、黒死病を根絶する方法を見つけることができたのでしょうか。

「光が見えた」

　アイネイアは言いました。

「おまえたちのおかげで、な」

「黒死病、治せるかもしれないって！」

　私から離はなれて、今度はトモエさんに抱だきついたノェルが、明るい声を響かせました。

「それは、本当ですか!?」

　私は素すっ頓とん狂きような声をあげていました。

「昨日きのう、クシナダという少年がレムリアを訪ねてきた」

「あ……」

　名も無き白はく竜りゆうの魂たましいを持つ、魔ま人じんの少年・クシナダ。

　魔界で生まれた彼は、赤ん坊の頃に黒死病に罹り患かんしながらも死を免まぬかれました。

　その経験が黒死病の研究になんらかの形で役に立つかもしれないと考え、私はクシナダに協力をお願いしたのです。

「レムリアが言ったのだ。黒死病を克こく服ふくした経験を持つクシナダの血を使えば、黒死病の特効薬が作れるかもしれない、と」

「それは、本当ですか!?」

　私はさっきと同じ言葉を、より高い声で発していました。

「まだ可能性の段階の話だが、それでも、私たちにとっては大きな光だ」

　私はアホタレを見ました。

　目が合うと、アホタレは不敵な笑みを浮かべて腕うでを組み、その後で、「うん？」と小首を傾げました。

「うん？　じゃありません！　魔ま王おうを説得する材料ができたんですよ!?」

「おおっ！　そういうことか！　それはすごいな！」

「そうですよっ！　すごいことなんです！」

　アイネイアとの戦いを通じて、アホタレはある決意をしました。

　それが、魔王メイ＝ヘムの説得です。

　戦って倒すのではなく、戦って勝つことで魔王の力を認めさせ、その上で、戦争をやめるように説得しようというのです。

　魔王を説得する上で、黒こく死し病びようの特効薬が作れるかもしれないという事実は、大きな武器になります。

　魔王メイ＝ヘムがこちらの世界に侵しん攻こうしようとしている最大の理由が、黒死病なのですから。

「父を説得したい、とおまえは言った。その思いに、変わりはないか？」

「ああ、変わってないよ」

　アイネイアからの問いに、アホタレは気負いなく答えました。

　アイネイアは頷うなずいて、言いました。

「ならば、私とノェルも、おまえたちと共に行く」

「ボクたちも一いつ緒しよに、お父とう様さまを説得するよっ！」

　トモエさんから離はなれて、ノェルは「おーっ！」と高らかに握にぎり拳こぶしを突つき上げました。

　これは、予想外の展開です。

　予想外ではありますが、好都合です。

　説得の内容は同じでも、竜りゆう騎き士しであるアホタレや人間である私より、実の娘むすめであるアイネイアやノェルの言葉のほうが、魔王の心を動かしやすいはずです。

「旅は道連れって言うしな。オレは全然かまわないけど、アンジュとトモエは、どうだ？」

「ふたりが一緒にきてくれるのであれば、心強い限りです」

「私は、レックス様とアンジュ様のご決定に従います」

「なら、決まりだな」

　アホタレが、アイネイアに右手を差し出します。

「よろしくな、アイネイア。ノェルも」

「ああ。こちらこそ、よろしく頼む」

「よっろしくーっ！」

　アイネイアは小さな笑みを浮かべてアホタレの握あく手しゆに応じ、ノェルは自分の両手を勢いよくふたりの手の上に重ねました。

　希望が……アイネイアの言葉を借りるなら、大きな光が見えてきました。

「よっしゃ。次はいよいよ魔ま界かいだな」

　アホタレがこちらに顔を向けて、言いました。

　私は深く頷うなずきました。

　竜りゆう王おうの妹であり同等の力を持つヴァナディースには、世界の壁を越える力があります。

　ついに、ここまできたのです。私たちは。

　レイヴェン様から魔ま王おう討とう伐ばつの命めいを受けて旅立ち。

　竜王の力を借りるために四天竜ノーブルドラゴンを探し。

　たくさんの苦難と、死し闘とうと、悲しみを乗り越えて、ここまでやってきたのです。

　後あと戻もどりは、もうできません。するつもりもありません。

　前に進むのみです。

　私たちの冒ぼう険けんの次なる舞台は、魔界。

　魔王メイ＝ヘムに、立ち向かうのです。
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　　　　あとがき




　どうも。

『竜と勇者あいつと可愛げのない私６』です。




　ツイッターなどで『竜と勇者あいつと可愛げのない私』の略称はなんですか？　という質問をいただくことがあります。

　長いタイトルですもんね。略したくなる気持ちはわかります。作者である私が一番わかります。口に出して言うと、よくカミます。

　ヒットしている作品を見渡してみますと、たいていの作品には言いやすい略称がありますね。

　略称というものは読者さんの側から自然発生するのが普通ではありますが、最近は作者の側から「○○と呼んでください」と提案・お願いすることも珍めずらしくないようです。

　そんなわけで、私も考えてみました。

　タイトル中のひらがなを拾う流行のやり方を採用させていただいて、




『ととげのない』




　なんてどうでしょうか。

　これでもまだ長いので、さらに縮めて、『ととげ』『ととげな』『ととない』なんてのもアリかと思います。

　私は主に『ととげ』と呼んでいます。ただし『ととげ』は、口にする度に『父毛』という字じ面づらが脳裏をよぎる副作用があるので注意が必要です。

　まあ今挙げた略称は全部冗じよう談だんみたいなものなので、好きなように呼んでください。




　本編のほうは、いよいよ佳か境きように入ってまいりました。しっかり盛り上げていきますので、最後までお付き合いいただければ幸いです。




　では、また。





志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞《選考委員特別賞》受賞。受賞作『月と貴女に花束を』でデビュー後、あれを書いたりこれを書いたりしつつ現在に至る。画像は１００ｇ５００円のドックフードしか食べなくなってしまった著者（困）。
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ぎん太た

ゲーム原画、イラスト等、美少女絵を中心に活動しています。引っ越しました。なかなか荷物を片付けられない……。

本棚買い足したいな。




今回はバハムートのデザインをふゆの春秋氏にご協力いただきました。ありがとうございましたー。









電撃文庫





竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし６











志し村むら一かず矢や
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